
    
      
        
      
    

  


















































通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？６








井中だちま







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ある監督者による報告




第一章　ゴブリン討伐クエストをするお母さんは好きですか？

第二章　担任教師になったお母さんは好きですか？

第三章　これを最後に、母さんにはもうアンケート回答させないことにする。絶対に。

第四章　ちょっと買い物……そう言いつつ、それだけで終わらないのが、母親の常だ。

第五章　「お見合いって、要は面接だろ？」言ったら、女子たちに呆れられた。解せぬ。

第六章　ＭＰ不要。あり得ない超効果。そのスキルがこの世に存在していいのか、悩む。



エピローグ





　あとがき
























プロローグ　ある監かん督とく者による報告









【管理番号】

　１１０８５

【テストプレイヤー親子の氏名】

（母）大おお好すき真ま々ま子こ　（子）大好真まさ人と

【アカウント情報】

（母）普ふ通つうの勇者の母親　（子）普通の勇者

　両者とも戦せん闘とう可・生産不可として登録

【これまでの主な活動内容】

　カーサーン王国よりゲーム開始。旅商人ポータ、賢けん者じやワイズ、癒ゆ術じゆつ師しメディを仲間として、世界各地を移動しての冒ぼう険けん生活（三名ともテストプレイヤー（子）。各人の詳しよう細さいについては各アカウントを参照）

　現在までのクエスト達成数は約三十件（運営からの特とく殊しゆな依い頼らいを含ふくむ）

【総合的な評価】

　ＳＳＳ

【監督者による寸評】

　真々子さんの家事能力が非常に高いため、生活面がとても安定しています。

　同時に、戦闘、対人関係、対ＮＰＣ関係などについても、他を圧あつ倒とうするほどの能力を発揮するため、状じよう況きようの進行がスムーズです。

　母親の能力があまりに高いことが影えい響きようして、お子さんが安定して活かつ躍やくできないという場面が頻ひん発ぱつしますが、大きな問題には至っていません。当初は反発が見受けられたものの、お子さんの精神的な成長もあり、親子関係は良好と言えます。

　今後についても、大いに期待が持てる逸いつ材ざい親子ですとお知らせします。

【間もなく試験的に導入される特殊イベント（バージョン１・０７）への参加について】

　大好さん親子を推すい薦せんいたします

【記入者の氏名】

　白しら瀬せ真ま澄すみ







　現実世界の、政府関連企き業ぎようのとあるオフィスにて。

　パソコンと向き合っている白瀬は、最後にもう一度、記入した内容を一通りチェックして、フォーマットを送信した。

「ふぅ……真ま面じ目めに真人君を弄いじるということなら、いざ知らず、こうして誰だれかを評価するというのは、どうも難しいですね。予想以上に時間がかかってしまいました」

　同どう僚りようたちは全員、既すでに仕事を終えて退社している。終業時間はとっくに過ぎた。

　それでは白瀬も退社して、幼い娘むすめのお迎むかえに……と言いたいところだが。

「次は、真々子さんへのアンケート送付ですね。お答えいただく部分が多めですけど、これでひとまず最後ということで、ご協力いただきましょう」

　これまでのゲーム内生活の総まとめとも言えるアンケートを、メールで送って。

　まだ仕事がある。

「続いては……ああ、そうです。お寄せいただいたご意見に目を通さなければ」

　パソコンを操作して受信フォルダを開くと、メールが大量に並んでいる。【進め方がわからない！】【不親切すぎる！】という苦情、【レアアイテムをゲット！】という要いらない報告など、真々子たち以外のテストプレイヤーからメールが寄せられていて。

　さらには【配はい置ち換がえ希望！】とか【僕の顔の作成を！】などという訴うつたえもある。

「ＮＰＣが書いたと思おぼしきものまで混ざっていますね……テストプレイヤーに頼たのんで送ってもらったのでしょうか……情報の共有は大事ですが、私に言われても困りますね」

　重要なものだけは、しっかりチェックして、後は適当に眺ながめる程度で。

「さて、これで仕事は終わり……だったらいいなと、思うわけですが」

　パソコン仕事を終えた白瀬は、デスクの端はしに目を向けた。

　辞典とほぼ同等の、凶きよう悪あくなほど分厚い書類が二冊、どっしりと置かれている。

　反はん抗こう組織とＨＡＨＡＫＯに対する対策案がまとめられたものだ。どちらの表紙にも【本日中に目を通して、意見を添そえて提出してください】と書かれた付ふ箋せんが貼はられている。

　大好親子を担当している関係上、運営の人間として双そう方ほうと接する機会が最も多く、白瀬にこういう仕事が回ってくるのは仕方がない。当然と言える。

　だが、時刻は間もなく、娘のお迎えに行くデッドライン。もう時間がない！

　ということで。

「私たち親子の絆きずなをも救ってくださるとは……つくづく頼たよりになる方たちです。フフフ」

　書類を全部、読み飛ばして、記入用のページに、心からの感謝を込こめて。

【大好さん親子に協力を要よう請せいするということで、概おおむね問題ないかと思います】

　遠えん慮りよなく投げた白瀬は、上司のデスクに書類を提出して、清すが々すがしい表情で退社した。











第一章　ゴブリン討とう伐ばつクエストをするお母さんは好きですか？









【問：保護者の方のお名前】

　大おお好すき真ま々ま子こ

【問：冒険をサポートしている運営担当者の名前】

　シラーセさん（白しら瀬せ真ま澄すみさん）

【問：仲間の人数（テストプレイヤーが含まれている場合は、お名前もご記入ください）】

　五人

　マー君、ワイズちゃん、メディちゃん、ポータちゃん、大好真々子

【問：開始時に登録したのはどちらか、お選びください】

　○戦闘職（生産不可）　　非戦闘職（生産可）

【問：現在までのゲーム内生活を振ふり返って、率そつ直ちよくな感想をお聞かせください】

　息子むすこのマー君と、素す敵てきな仲間たちと一いつ緒しよに、みんなで楽しく冒険できています。毎日が充じゆう実じつしていて、とても幸せです。

【問：ゲーム内での服装について、ご意見をお聞かせください】

　装備品のほとんどに、素材やお手入れの方法を記した表示タグが付いていないので、お洗せん濯たくをする時に悩なやむことがあります。

　息子のマー君の装備品を洗う際に、失敗してしまったこともあるので、付けてもらえると助かります。お願いします。

【問：ゲーム内での食生活について、ご意見をお聞かせください】

　たまに外食をしようとすると、ほとんどが洋食の立派なお店で、ラーメン屋さんやお寿す司し屋やさん、ファミリーレストランなどは見たことがありません。時々、息子のマー君たちが食べたいと言うので、そういうお店もあったらいいなと思います。

【問：ゲーム内での住じゆう環かん境きようについて、ご意見をお聞かせください】

　日ひ頃ごろから宿屋さんを利用しているのですが、洋風のため、ずっと靴くつを履はいたままになってしまいます。文化の違ちがいは仕方ありませんけど、足が疲つかれてしまいます。

　宿屋さんで部屋を借りたら、スリッパに履き替かえていいでしょうか？

【問：世界に出現するモンスターについて、ご意見をお聞かせください】

　モンスターについては……




　宿屋に泊とまって、朝を迎えた。今日も元気に冒険だ。

　出発の支し度たくを整えた真まさ人とが玄げん関かんにやってくると、すでに真々子がいる。目の前にウィンドウ画面を立体表示させて、何やら考え込んでいるようだ。

「おーい、母さん。何やってんだよ」

「ああ、マー君。実はね、運営さんからアンケートが送られてきたの。出かける前に答えておこうと思ったんだけど、ちょっと難しくて」

「ふーん。……ふむふむ……あー、はい」

　軽い興味本位で、横から覗のぞき込んで、真々子による回答を読ませてもらって。

　真人は眉み間けんにしわを寄せた。見過ごせない部分が多すぎる。

「とりあえず、いちいち息子のマー君って書かなくていいんだけど……それはともかく、ご意見の欄らんで無茶なことばっか書いてるな」

「あら、そうかしら」

「まず、装備品に表示タグは要らん。肌はだに当たるとチクチクするだろ」

「そういうこともあるけど……あっ！　もしかして、ダメージを受けちゃうのかしら！」

「敏びん感かん肌の人は、あらゆる装備品に殺される恐おそれも出てくる。配はい慮りよが必要だ。……んで、ラーメン屋とかファミレスについてだが」

「マー君もたまに言うわよね。行きたいって」

「まあ言うけど。でも、この世界の世界観を代だい償しようにしてまで行きたいとは思わん。勇者である俺が世界を壊こわすわけにはいかないからな。我が慢まんする。……でもって」

「宿屋さんでスリッパ装備は、マー君も賛成してくれるわよね」

「まあ一応は。……ただ、うっかり履き替えるのを忘れて出発しようとする人がいるかもな。もちろん俺は違うけど、そういう恥はずかしい奴やつが絶対いるから……」

　言って、真人は何気なく、自分の足元に目を向けて「ちょっ!?」何を見たとは言わないが、急用を思い出して部屋に戻もどった。そして三分後。

　今度こそ支度を整えた真人は、玄関に舞まい戻って、あらためて真々子と向き合った。

「えー、なんというか、あれだ。アンケートの、どの辺が難しいんだ？」

「モンスターについてだけど、どう書いたらいいのかしら……モンスターは、危険な存在だから、世界からいなくなった方がいいのよね」

「基本的には、そういう考え方でいいと思うぞ」

「でも、中には危険じゃないモンスターもいるわよね。ブリンさんみたいに」

「ブリンさん？……あー思い出した。ワイズが仲間になった後に、いたな。そういうの」

　かつて真人たちが遭そう遇ぐうしたブリンさん。それは……

「起きて。ねえマー君、起きて」

　そう囁ささやかれて、なんとなく自覚する。自分は寝ねているのだと。

「（この声は……母さんか……）」

　母親が起こしに来たということは、もう起きなければいけない時間だということ。

　でももう少し眠ねむりの中に浸ひたっていたいと……

「起きてくれないわね……それじゃ、おはようのチューを……」

「ちょっ!?　そういうのやめてくれ!?」

　母親におはようのチューで起こされるなんて、ごく普ふ通つうの十五歳男子としては、いかがなものかと思うので。真人は寝ぼけ眼まなこを朝一番の全力でこじ開けた。ぐわっと！

　その視線の先に、母親の顔がある。

　そこにある顔は、ひたすらに若々しい。シワ？　シミ？　一いつ切さいなし。女子高生を名乗っても充じゆう分ぶんに通用してしまうほど若作りを極きわめた顔が目の前に。

「（……この人は本当に俺の母親なのか……）」

　あまりの若々しさのせいで、息子である真人でさえ疑いたくなるほどなのだが。

　その人、真々子は、間ま違ちがいなく真人の実の母親である。

　真人の目覚めを確かく認にんした真々子は、ただそれだけのことがそんなに嬉うれしいのか何なのかよくわからないが、とても幸せそうな微笑ほほえみを浮うかべている。

「うふふ。起きてくれた。おはよう、マー君」

「あー……おはようございます」

「はい、おはようございます。それじゃ起きましょうね。ちゃんとお着き替がえしてね」

「おい。こっちはもうガキじゃないんだから、そういう言い方やめろよな。……ていうかさ、起こしてくれるのは助かるけど、息子の部屋に勝手に入ってくるのは……」

　なんて、ボソッと憎にくまれ口を叩たたいた真人だったが、ちょっと待て。

「……あれ？」

　よく見れば、ここは実家の真人の部屋ではない。

　木板の床ゆか、土つち壁かべ、木板の天てん井じように囲まれた室内。真人が寝ていたベッドの隣となりにはベッドがもう一つあって。他ほかに家具はというと、テーブルセットが一つあるだけで。

　ここは、ホテルとも民宿とも趣おもむきが違う、いかにもファンタジー世界にありそうな宿屋の一室だ。煌こう々こうと光を放つ魔ま法ほう鉱石がいい味を出している。

　真人はあらためて認識する。

「（ああ、そうか。そうだよ……俺、ゲームの中で、宿屋に泊まったんだよ）」

　その通り。真人は今、ファンタジー系ＭＭＯＲＰＧの中にいる。パソコン画面がピカーッで、真人本体がズルズルーッと引きずり込まれて、何やかんやで、今だ。

　そしてふと目を向ければ、やはりそこには、真人の実母である真々子がいるという。

「……やっぱいるんだよな」

「なあに、マー君？　お母さんがどうかした？」

「いや別に」

　冗じよう談だん抜ぬきで、マヂで、フルダイブで、母親同どう伴はんでゲームをプレイ中の真人である。

　どうして母親がくっついてきたのか……その点に関しては、管理運営をしている政府の思おも惑わくやら何やらあるようで、真人としても物申したい部分が少なからずあるのだが。

「（文句ばっか言っててもしょうがないからな。冷静に）」

　何はともあれゲームの中だ。夢にまで見たゲーム内転送。全すべての瞬しゆん間かんを存分に楽しみたいから。深く深呼吸をして心穏おだやかに。

　真人はベッドから下り、窓辺へ向かう。窓の向こうには、中世ヨーロッパ風、特に地中海沿岸部をイメージされた風ふう光こう明めい媚びな町並みが広がっているのだ。

　目覚めと共にその景色を眺め、空気を胸一いつ杯ぱいに吸い込み、最高の気分でゲーム世界での一日を始めようと……思ったのだが。

　シャーッとカーテンを開けると。

「あれ？　暗い？」

　外は薄うす暗ぐらい。太陽がまだ姿を見せていない。かろうじて遠くの空が明るくなっている程度で、町の風景なんてちっとも見えない。

「……おい母さん。今何時だよ」

「四時半くらい……いいえ、マー君がお寝ね坊ぼうさんだったから、もう五時くらいかしら」

「全然寝坊じゃないだろ。何でそんな朝早くに起こしてくれてんだよ。早すぎだろ」

「何でって……マー君、もしかして忘れちゃったの？」

「は？　何を？」

「ほら、昨日のお夕飯の時に、みんなで露ろ天てんマーケットのお話ししたでしょ？　今日はそこで朝ご飯を食べましょうって」

「露天マーケットで……あ！　あーはいはい！　思い出した！」

　そこには早朝から卸おろしや仕入れをしている業者のための飲食店がある。日本で言うなら、築つき地じの場外市場のようなもの。一いつ般ぱんの人も利用可能。

　流通拠きよ点てん直送の新しん鮮せん食材で作られる贅ぜい沢たく朝ご飯なんて、そりゃ食べたいに決まっている。

「了りよう解かいした！　すぐに支度する！」

　真人は急いで装備変へん更こう。勢いよくパジャマの上を脱ぬぎ棄すて、下も……

　と。

「あらまあ……マー君、いつの間にかそんなにたくましい体になって」ぽっ

「って、母さんいるし!?　息子むすこの着替えをジロジロ見るのはやめようぜ!?　そして赤面するなよっ……ととっ、と!?」

　パジャマズボンを脱ぎ途と中ちゆうで片足立ちの真人は、よろっと体勢を崩くずしてしまって。

「あっ、マー君危な……あっ！」

　真人がうっかり転びそうになると、真々子がとっさに体を支えてくれようとしたのだが、支えきれずに。

　二人はもつれ合ってベッドに倒たおれ込んだ。ぼふ～んっと。

「っと、ごめん母さん！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ええ。お母さんは大丈夫。マー君は大丈夫？」

「ああ。全然問題なし……というか……この状じよう況きようは、問題なくない気が……」

　ベッドの上に、母親と息子。上から伸のし掛かかっている息子の方はパンツ一丁の姿で……

　そんな時。

「真々子さーん。どんな感じ？」

「真人さんは起きてくれましたか？」

　部屋のドアがガチャッと開き、共に冒ぼう険けんをしている仲間たちが顔を覗かせた。

　一人は、真しん紅くのソーサラージャケットに身を包んだ十五歳ＪＫ賢けん者じや、ワイズ。

　もう一人は、パーティ最年少の十二歳、ぷっくり膨ふくらんだショルダーバッグがトレードマークの旅商人、ポータ。

　二人はベッドの上の真人と真々子を見て、見てしまって。

「「……ぁ……」」

　えーっと……その……

　ポータはとっさに両手で顔を覆おおって、自分は何も見てません！　みたいな感じで。

　ワイズは、ワナワナと震ふるえだした。魔力が急激に上じよう昇しようしている。

「……あのさ、真人。真人と真々子さんは親子よ。だからさ、着替えを見ちゃうとか、お風ふ呂ろとか、そういうのは別にいいわ。小さい頃ころはそうだったでしょ、みたいな感じで」

「ちょ、待てワイズ！　まずは俺の話を！」

「でもさ、これはダメでしょ。人としてやっちゃダメなことよね？　というわけで！」

　ワイズはその手に分厚い魔法書を出現させ、呪じゆ文もんを唱える。

「このあたしが倫りん理りってものを教えてあげるわ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……爆炎ボムバ・フイアーマ！」

「早朝の宿屋の一室で爆ばく炎えん魔ま法ほうぶっぱとかっ……!?」

　そんな奴に倫理がどうとか言われたくねーよ！……そう叫さけんだ真人の声は、その本体もろとも爆炎で吹ふき飛ばされたのだった。

　ちなみに、ワイズが使った魔法は単体魔法なので、真々子は無事。オブジェクトは破は壊かい不可能なので部屋も無事。ついでに仲間同士の対人攻こう撃げきはペナルティの対象外。

　このゲーム世界はそのように親切設定されているのである。

　真人の安否以外は、安心。







「……はぁ……酷ひどい目に遭あった……」

「誤解されるようなことをする真人が悪い。それ以前に、こんな日に限って寝坊なんかする真人が悪い」

「寝坊については素す直なおに謝る。……ていうかワイズ。俺と同室だったのってお前だろ。なんで起こしてくれなかったんだよ」

「あたしが何度起こそうとしても起きなかったから、真々子さんにお願いしたんだけど。それとも何？　あたしの連続魔でぶっ飛ばされて起きたかった？」

「目覚めの魔法を使う気はないのか……どちらにせよ結果は同じだったということか」

「でしたら次は自分にお任せください！　眠りを覚ますアイテムを使って、自分が真人さんを優やさしく起こします！」

「はふぅ。ポータのそういう献けん身しん的なところに俺はもうやられてしまいそうだぜ」

　純真の塊かたまりであるポータが澄すんだ瞳ひとみで真人を見上げてくる。それだけでお兄ちゃんは身も心も癒いやされまくりです。心が温か。胸一杯。

　とは言うものの、空腹はどうにも埋うめられないので、

「それじゃみんな揃そろったところで、出発しましょうか。おー！」

　誰だれよりも一番辛しん抱ぼうたまらん母親を先頭に、一行は朝食を求めて出撃。

　宿屋を後にして、まずは大通りに沿って道なりに。物流は早朝こそ忙いそがしい。絶え間なく行き交かう貨物馬車たちを眺ながめつつ進み、商業区画への通路に入る。

　まだ夜が明けきらない町の静けさから一変、通路の奥からは騒そう々ぞうしさが漏もれ聞こえてきた。日中のように威い勢せいのいい客引き声こそ飛び交っていないが、どさっと響ひびく荷に卸おろしの音や、ゴソゴソと商品陳ちん列れつが行われている物音で溢あふれている。

　簡素な造りの店が広場にずらっと並んでいる、ここが露天マーケット。

「よーし、着いた。……でもって、肝かん心じんの飯屋はどこだ……？」

　それらしい場所がないか、真人が見み渡わたすと。

「おーい、そこのあんたたち。もしかして朝飯を食いに来たのかい？」

　と、近くの露ろ店てんで防具を並べていた男が声をかけてきた。

　がっちりとした肉体の防具屋店員は、仕事の手を休めないまま、うんざりした様子で話してくる。

「残念だが、今日の飯屋は全部臨時休業だぞ。食材が入ってこないらしくてな。飯を作りたくても作れないってわけだ」

「え、臨時休業？　食材が入ってこないって……」

「それが厄やつ介かいな話でな。……よっと」

　鋼鉄の鎧よろいを軽々と持ち上げて並べ、防具屋店員は真人たちに向き直った。

「聞いた話によると、食材を運んでいる馬車がゴブリンに襲しゆう撃げきされて、品物を奪うばわれているようなんだ。やってくれるぜ、ったく」

「ゴブリンって……おい何やらかしてくれてんだよ……」

「ふざけんなって話よね。モンスターの分際で人様の食事を奪うなんて」

「まったくだぜ。おかげで陸路からの食材搬はん入にゆうは壊かい滅めつ状態。このままじゃ売り物が揃わないからって、海路で来る品は食材屋が全部買い占しめて、その結果、飯屋は食材を手に入れられず休業というわけだ」

「それじゃどこのお店も品しな薄うすで、お値段が上がって、家計が大変なことに……」

「楽しみにしていたご飯も食べられません！　自分は悲しいです！」

「ホントそれな。おかげでこっちも朝飯抜きで……と、噂うわさをすれば」

　露天マーケットに一台の馬車が入ってくる。その馬車は、散々な有様だ。

　幸いにも馬には怪け我ががないようだが、幌ほろは切り裂さかれてボロボロ。荷台外周には矢が突つき刺ささったまま。

　沈ちん痛つうな面おも持もちで御ぎよ者しや台だいに座っていた男は、ふと顔を上げ、防具屋の前で馬車を止めた。知り合いだったのか、防具屋店員が軽く声をかける。

「よう。やられたな、果物屋の」

「ああ。酷い目に遭った。いきなりだ。街道沿いの森からゴブリンがわらわらと現れて、品物をごっそり持っていきやがった。他ほかの食材屋も軒のき並なみやられてる」

　どうやら襲撃は頻ひん発ぱつしているらしい。

　真人はあらためて馬車の荷台に目を向けた。襲撃を仕し掛かけてきたのはどの程度の強さの相手だったのか、攻撃の痕こん跡せきから確かく認にんできればと思ったのだが……と。

「あっ……ね、ねえマー君！　マー君！　見て！」

「えっ、ちょっ、な、何だよいきなり……」

　隣となりにいた真々子が急に真人の腕うでを引き、荷台を指さした。

　何事かと思い、目を向けると……

「（……え？）」

　馬車の荷台には、棺かん桶おけが一つ載のせられている。

　真人は軽く息を吞のみ、雑談している男たちに声をかけた。

「あ、あの、ちょっといいですか？　荷台に載ってるそれなんですけど……」

「ん？　ああ、これかい？　たぶん冒険者さんだろうな。ゴブリンの襲撃に巻き込まれたのか、お亡なくなりになってたから、教会まで運んでやろうと思ってさ」

「そうなんですか……」

「冒険者さんたちは大変だよなぁ。モンスターにやられちまったら、デスペナルティで棺桶に入れられて行動不能になっちまうんだから」

「その点、俺たちみたいな町のＮＰＣは気楽なもんだよな。イベント以外じゃ死なないから。モンスターも直接的には手を出してこないし」

「ＮＰＣだと自覚してるＮＰＣはすごいなー。言うことが違ちがうわー」

「はっはっは。プレイヤーだのＮＰＣだの、そんなもんは職業の違いと何ら変わらんよ」

「そうそう。特に俺たちみたいな商人に言わせれば、商品を買ってくれる人はみんな客。売り上げに貢こう献けんしてくれるのなら、たとえモンスターだってお得意様扱あつかいさ」

「ちょ、それはどうかと思うんですけど」

　ここはＮＰＣまでもがゲームを認識して生活している楽しい世界である。なんてことはさておき。

「それにしても、仏さんをわざわざ運んでやるなんて……もしかして配送料でも取るつもりか？　いい商売してやがるぜ」

「いやいや、そんなつもりじゃなくて。こちらの仏さんはどうやら修道女さんで、愛あい想そのない顔つきをしているんだが、なかなかの美人さんで、お世話を焼いてやっても損はないかと思ってな」

　そんな会話が聞こえてきて、真人はふとした予感を覚えた。もしかして？

　試ためしに真々子たちをうかがってみると、三人とも曖あい昧まいな笑えみを浮うかべている。同じ予感を感じているっぽい。じゃあやっぱり。

「……あの、すいません。ちょっと中を確認させてもらってもいいですか」

「ああ、構わんよ。中に入っている人は、単にＨＰが０で行動不能ってだけだから、見た目は綺き麗れいなものだし」

　御者台の男に断りを入れて、真人は馬車の荷台へ。

　問題の棺桶の蓋ふたをそっとずらして、中を確認してみると……

「……すやぁ……」

　中にいたのは男の説明通り、修道女の姿をした、愛想のない顔つきの、黒くろ髪かみロングの美人さん。

　真人たちと面識があるその人が、永えい眠みんではなく安あん眠みんしていた。







　果物屋から棺桶を引き取り、露ろ天てんマーケットの片かた隅すみまでみんなで運んで。

　ワイズがその手に分厚い魔ま法ほう書を出現させ、魔法を唱える。

「ここはあたしの出番よね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……蘇生リアニマート！」

　蘇そ生せい魔法が発動。命の輝かがやきが降り注ぎ、行動不能者を囲っていた棺桶が霧む散さんする。

　そうして姿を現したのは。

「これは皆みなさん。おはようございます。私は謎なぞの修道女シラーセですとお知らーせします。何が謎なのかについてはお知らーせしない、そんなシラーセです」

　平然とした顔で駄だ洒落じやれをかますこの女性はシラーセ。本名は白瀬真澄。

　真人と真々子をゲーム内に連れてきた人であり、現実世界では【内閣府政策統とう括かつ官（共生社会政策担当）委い託たく調査員】という肩かた書がきがあり、素す性じように関しては特に謎などないのだが、謎の修道女だ。

　シラーセは真人たちを見渡し、祈いのりを捧ささげるようにそっと手を組む。

「やはり私と皆さんには深い縁えんがあるようですね。今回も蘇生していただき、本当にありがとうございます」

「まあいつものことですよ。俺たちの前に現れる棺桶の中身は、６０パーセントくらいの確率でシラーセさんですから。……あとの４０パーセントはワイズですけど」

「ちょ！　あたしそんなに死んでないでしょ!?　死んでないよね!?」

「でもって、シラーセさんがこうして現れたってことは、何かあるんですよね。ゴブリンが食材馬車を襲撃している件について何か？」

「おや、すでにご存じですか。でしたら詳くわしい情報をお知らーせいたしましょう。……まず、原因から先にご説明しますと、これは運営の設定ミスです」

「運営の設定ミス？」

　シラーセは深く頷うなずき、じっくり語り出す。

「このカーサーンの町から続く街道沿いに、大きな森があります。そこにクエストボスを配置しようということで、ゴブリンの一団が用意されました」

「ふむ」

「そしてゴブリンたちは、悪役であり討とう伐ばつ対象であることを明確にするために、略りやく奪だつ行こう為いを行うよう設定されました。冒ぼう険けん者たちに襲おそいかかって装備品や金品を奪うよう行動設定がされたのです」

「……でもその設定をミスっていた、ですか？」

「どうやらそのようで。予定に反し、冒険者のみならず、食しよく糧りようを輸送する馬車まで襲撃してしまうという事態が発生しています」

　おいおいちゃんとしろよ運営、ユーザー舐なめてんのか……そう言いたい真人とワイズは抗こう議ぎの視線を送りつけてやるが。

　運営の一員であるシラーセは余よ裕ゆうで平然としている。まあこの人はそういう人だ。

「もちろん早急に修正したいところなのですが、生あい憎にくと運営は、この件よりも緊きん急きゆう性が高い案件に手一いつ杯ぱいでして。修正作業が行われるのは少々先のことになりそうです」

「しばらくは放置ってことですか？」

「生活に影えい響きようが出てるんだけど。それを放置って、なくない？」

「お怒いかりはごもっとも。ですが本件に関しては、ゲーム内でもある程度対応が可能であるため、先送りされたのですよ」

「ゲーム内で対応可能？　こっちからシステム修正ができるんですか？」

「いえいえ、そうではありません。今回用意されたゴブリンたちは、一度討伐されると、その後一定期間は出現しないという設定がされています。ですので……」

「あー、そゆことですか。誰だれかが倒たおせば、修正までの時間稼かせぎができるってことで……その誰かっていうのが、つまり……」

「私たちね！」

　それまでじっと話を聞いていた真々子が元気よく声を上げた。その隣でワイズとポータも力強く頷いている。

　真人にも異論はない。決まりだ。

「シラーセさん。この件は俺たちに任せてもらえますか？」

「もちろんです。ではこの一件は緊急クエストとして依い頼らいさせていただきましょう。報ほう酬しゆうをご用意してお待ちしています。どうかお気を付けて」

「それじゃ……食材を奪い、あまつさえシラーセさんを手にかけた凶きよう悪あくモンスターを討伐しに行くぞ！」

「「「おーっ！」」」

　と、真人たちは義ぎ憤ふんを胸に気勢をあげたのだが。

「はい？　私を手にかけた？　いえいえ、私の死亡は、ゴブリンとは無関係ですが」

「え……？」

「実は、現場を調査していた時、少々喉のどの渇かわきを覚えまして。そこでうっかり攻こう撃げきアイテムの毒薬を飲んでしまいまして」

「は……？」

「生憎と解毒薬を持っておらず、毒の持続ダメージが進行してしまい、ポックリ逝いってしまったという次し第だいです。そんなお茶目な一面も持つシラーセです。フフフ」

「あ、そっすか……えっと……と、とにかく行くぞ！」

「「「お、おー……」」」

　うん、まあ、緊急クエスト開始だ。







　ゴブリン討伐の話を聞き付けた果物屋の男が、問題の場所への案内役を買って出てくれた。真人たちは荷台で揺ゆられつつ、リンゴやバナナなど、かろうじて略りやく奪だつを免まぬかれた果物で朝食を簡単に済ませる。

　そうして程ほどなくして現地に到とう着ちやく。果物屋が送ってくる激げき励れいの声に手を振ふって応こたえ、真人たちは戦いの舞ぶ台たいと向き合う。

「……森だな」

　森だ。あっちを見ても、そっちを見ても、木々だらけの光景がどこまでも続いている。

　獣けもの道みちに歩を進め、早さつ速そく突とつ入にゆう開始だ。

「結構な広さがありそうだな……上う手まく遭そう遇ぐうできるといいんだけど……」

「確率出現だけは勘かん弁べんしてほしいわよね。あれマジでイライラするから」

「ホントそれな。確率出現の特とく殊しゆボスなんてストレスの元だよな。初見でひょっこり現れて、何だこいつと思って戦うと速そつ攻こう返り討うちにされてさ」

「かと思えば、レベル上げて装備整えてさあ狩かろうって時になると、ちっとも出てこないのよね、周回するたびに頭痛くなるわ」

「何なんだろうなあれ。何センサーが働いているんだろうな」

「初見殺しセンサーとかじゃない？　そうじゃなきゃ悪質設定」

「え、えっと……ねえポータちゃん？　マー君とワイズちゃんは何の話をしているの？」

「ゲームでよくある話です！」

　ゲームに馴な染じみがない真々子にはちょっと難しい雑談を交えつつ。

　しばらく森を進んでいると。

「……あ！　敵発見です！」

　鑑かん定ていスキル持ちの円つぶらな瞳ひとみで、ポータがモンスターの姿を素す早ばやく発見した。

　獰どう猛もうな狼おおかみに、巨きよ大だいなアリにカブトムシ、毒々しい芋いも虫むしなど、多種多様な森の敵が複数。

「残念ながら討伐対象とは違うが、とりあえず片付けるか！」

「おっけー！　それじゃあたしが連続魔でぶっ飛ばして……！」

「お母さん頑がん張ばるわね！」スタタタタタッ！

「ちょっ、真々子さん速すぎ!?」

　行動速度がパーティ内最速の真々子が先制。

　その右手には、灼しやく熱ねつ色の剣けん、母なる大地の聖剣テラディマドレ。

　その左手には、濃のう蒼そう色しよくの剣、母なる大海の聖剣アルトゥーラ。

　二振りの聖剣による猛もう烈れつな攻撃がいきなり放たれる。

「お母さんの攻撃！　えいっ！」

　真々子の攻撃。真々子がテラディマドレを振り抜ぬくと、地面から無数の石せき刃じんが出現。モンスターを一いつ斉せいに切り裂さき貫つらぬく。

「ギャウンッ!?」「ガガガッ!?」「ィギーッ!?」

　全体攻撃が漏もれなく命中。モンスターたちはあっけなく崩くずれ去り、その身を塵ちりに変えていく。

　だが表皮が硬かたい昆こん虫ちゆう系モンスターはまだかろうじて生き残っているようだ。

　そこへさらに。

「もう一回！　えいっ！」

　真々子の攻撃。真々子がアルトゥーラを振り抜くと、剣けん閃せんが描えがかれたそこに水流が出現。水は水すい弾だんとなり、全すべての標的めがけて一斉に発射される。

「ズグググッ!?」「ボガァッ!?」「ヨウシャナイノー……」

　一撃目に耐たえたモンスターたちもあえなく灰かい燼じんに帰し、戦せん闘とう終しゆう了りよう。

　モンスターの群れを倒した！

「見て見てマー君！　お母さんやったわ！」

「あー、はい、そうですね……」

　この母親は、強い。もはや異次元の火力。

　真々子が佩はいている二本の剣は、いずれもイベントアイテムの中で最高クラスの攻撃力を誇ほこる聖剣だ。かなりのレア。しかもどちらも頭割りの全体攻撃という高スペック。

　まあもちろん、真人だって聖剣を一本持っているし、ちゃんと戦えるし、ただ真人の方は対空特化なので相手によってはやりづらいというか、とにかくそんなに負けているわけではないのだけど。

「（はぁ……でもまあ、事実は事実として、ちゃんと受け入れるしかないよなぁ……）」

　真人の母親は、通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃。圧あつ倒とう的高火力アタッカー。

　そういうことなのである。……ぐすん。

　いや泣いてないし。ちっとも泣いてない。息子むすこは強く生きている。

　そうして、討伐対象の捜そう索さくを再開しようとした、そんな時だった。

「……あら？　何かしら、あの子」

　真々子がふと声を上げて指さす。そちらに目を向けてみると……ああ確かに。

　少し離はなれた場所、木々の間に、ポータよりもさらに小さい子供の後ろ姿が見え隠かくれしている。ぼさぼさ頭を揺らしながら、右へ左へうろちょろと。

　と、その子供は急に走り出し、身軽な動きで森の奥へ向かってどんどん進んでいく。

「こんなところに子供？……服装からすると、村の子供みたいだけど……近くに村なんてなかったような……」

「あんなに小さい子供一人でこんなところを歩いているなんて、危険すぎるわ！　お母さんちょっと声かけてくるわね！」スタタタタッ！

「ちょ、おい！　一人で突つっ走るなってば！　ああもう！　みんな行くぞ！」

　母性の瞬しゆん発ぱつ力りよくで駆かけ出した真々子に続き、真人たちも走り出した。

　先を行く相手は子供だ。すぐに追いつける……かと思ったのだが、そうはいかない。

　真人たちは森の地面の起き伏ふくに翻ほん弄ろうされ、追う速度がなかなか上がらず。

　一方の子供はというと、よほど山道に慣れているのか、さっさと先へ進んでしまって。

「ねえ、そこのボク！　ちょっと待ってもらってもいいかしら！」

「おーい、ちょっと待ってくれ！　何もしないから！」

　呼びかけてみても、その子供は振り返りもせず、さっさと進んでしまう。

　そうして、距きよ離りが全く縮まらないまま、しかし今以上開くこともなく、追走劇を繰くり広げること少々。

　真人はどうにも怪あやしく思えてきた。これはさすがにおかしい。

「（……妙みようだな）」

　嫌いやな予感がする。だったら早めに対応した方がいい。手て遅おくれになる前に。

「みんなストップ。ちょっと確かく認にんしたいことがある。……ひとまずこっちへ」

　真人たちは追うことをやめ、手近な木こ陰かげに身を潜ひそめる。

　真々子がさりげなく真人に密着してきて、おっきくてふにふにっと柔やわらかい奴やつが遠えん慮りよなく腕うでに押し当てられたりしちゃってるが相手は母親だ。

　妙に意識したら世間的にバッシングとかされそうだから、ここは流す方向で。

「ねえマー君？　かくれんぼしている場合じゃないと思うんだけど……」

「そうじゃなくて。ちょっと静かにしていてくれ。相手の出方を見たい」

　真人たちは息を潜め、じっと待つ。すると。

　先へ行ってしまった子供が、ひょっこり戻もどってきた。

　この時初めてこちらに顔を見せたその子供は……どうやら人間ではなかったようだ。

　肌はだは土つち気け色いろをしていて、口は耳元まで裂けていて、鋭するどく尖とがった牙きばがびっしり生えている。

　人間とよく似た体形で、だが背せ丈たけは小さく、邪じや悪あくな顔つき。人間を騙だまそうとする習性などを踏ふまえて考えると……

「ゴブリン、かな」

　真人はそっと呟つぶやく。仲間たちをうかがってみると、ワイズとポータも同意するように頷うなずいてくる。

　だが約一名、真人の腕をふにふにっと押してくる丸い二つの物体の本体は、まだ状じよう況きようが吞のみ込めていないようだ。

「ねえマー君。あの子、なんだかちょっと変わってるわね。こう言ったら失礼だけど、すごく怖こわい顔だわ」ふにふにふにふにっ

「失礼でも何でもないぞ。あれはモンスターだ。ゴブリンっていう種類のな」

「えっ、モンスターなの？　あの子がそうなの？　ねえそうなのマー君？」ふにっ？

「ああそうだよ。というか離れてくれ。息子の気苦労を察しろ」

　お母さんの一番柔らかい部分にはちょっと子離れしていただいて。

「でもって、この追いかけっこは罠わなだ。追いかけたら、その先に他ほかの仲間が待っていて一斉に襲おそいかかってくる。そういう罠だよ」

　子供に扮ふんしたそいつは囮おとり役のゴブリン。先ほどからずっと何かを探している。探しているのは、獲え物ものである真人たち。

　仲間たちが潜んでいる所まで獲物を連れていくのが囮の役目だろうから、そりゃ慌あわてて探すだろう。

　囮ゴブリンの動向に注意を払はらいつつ、こちらは密ひそかに対応を協議する。

「さて。母さんにも状況を理解してもらったところで、どうするかだが……ここはあえて罠に飛び込んで、現れたゴブリンをみんなまとめて掃そう除じするのはどうだろう。……何しろこっちには……」

「超ちよう絶ぜつ賢けん者じやである、このあたしがいるものね！」えっへん！

「あーはいはいお前の魔ま法ほうも強力なわけだけど」

　大本命のアタッカーは、やはり真々子だ。

　その火力は疑いようのないもの。真々子がいれば勝利は約束されているも同然だから。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺たちならやれるから。俺と母さんならやれる」

「ちょ、待ちなさいよ。あたしもいるでしょ」

「……そうね。親子で力を合わせれば、できないことなんてないものね。ポータちゃんもそれでいい？」

「はい！　自分はどこまでもお供します！」

「ねえ、あたしは!?」

「あーはいはい。もちろんワイズも頼たよりにしてるって。よーし、それじゃ……やるか」

　真人の一言に、仲間たちが一斉に頷いた。







　罠であることは承知の上。だがわざわざ敵のシナリオに乗ってやる必要はない。

　一計を案じた真人たちは、足音を忍しのばせ、木々に身を隠しながらゆっくり前進。少し先を歩いている囮ゴブリンをじっくり追つい跡せきする。

「（よしよし、気付いていないみたいだな……作戦通りいってくれよ）」

　作戦は簡単。真人たちを見失いとぼとぼ帰き還かんする囮ゴブリンの後を付け、囮ゴブリンが仲間と合流したその瞬しゆん間かんに、こちらから急きゆう襲しゆうを仕し掛かけるというもの。

　このまま相手が真人たちに気付かず、まんまと仲間たちのところへ案内してくれれば、こちらの勝利は揺ゆるぎないものに……

「（……ん。止まった）」

　前方を歩いていた囮ゴブリンが立ち止まった。真人はそっと手を掲かかげ、仲間たちを停止させる。

　囮ゴブリンは周囲を軽く見み渡わたし、ギイギイと鳴き声を発した。

　すると辺りの茂しげみから仲間のゴブリンたちが次々に姿を現す。数は十匹ぴき。囮ゴブリンと比べてかなり体格がいい者ばかり。

　その様子を目にした真々子が、ひどく緊きん張ちようした面おも持もちで呟く。

「ねえマー君。人間の大人くらい大きいのがたくさん出てきたけど……お母さんが見たところ、どれも７ブリン、いいえ、８ブリンくらいありそうね」キリッ

「ゴブリンってそういうことじゃねーから」

　５ブリンじゃないよ。ファンタジー生物に馴な染じみのないお母さんには後で補習授業が必要かも。さておき。

　真人は気を取り直して、敵を念入りに観察する。

　出現したゴブリンたちはいずれも武装している。剣を持つ者、弓矢を持つ者、魔法書を携たずさえている者など。熟練度は不明だが、各職に特化したゴブリンのようだ。

　そしてそれぞれの装備品は、人間の冒ぼう険けん者たちが身に着けている物と大差ない。一いつ端ぱしの代しろ物ものが揃そろえられている。

「装備品を奪うばうゴブリンってのは、あいつらで間ま違ちがいなさそうだな。……これはちょっと厄やつ介かいか」

　武装した冒険者たちを襲って装備品を奪い取れるということは、それ相応の力があるということ。

　雑ざ魚こだと侮あなどってかかったら、手痛い反はん撃げきをくらう恐おそれもありそうだ。ここは慎しん重ちようになる必要があるだろう……

　と。

「それじゃすぐに退治しましょう！　えい、えい、おー！」

「えっ!?　ちょっ、母さん!?　つっぱし!?」

　いきなりだ。言うが早いか、真々子は木陰から飛び出し剣を構える。だが……

「ギギィーッ！」

　真々子に気付いた一匹のゴブリンが、盛せい大だいに鳴き声を上げた。

　その途と端たん、周囲の茂みから、さらに大勢の武装ゴブリンたちが姿を現す。数はおそらく三十を超こえている。真人たちは完全に取り囲まれている。

「あ、あら……？」

「なっ……くそっ、やられた！　二段構えの罠だったのか！」

「どどどどうしましょう!?　周りがゴブリンだらけです!?」

「やってくれるわね！　でも相手は所しよ詮せんゴブリンよ！　あたしの魔法で目に物を見せてやるわ！」

　先手必勝。すかさずワイズが魔法書を出現させ戦せん闘とう準備。

　だがワイズの魔法詠えい唱しようより早く、揃いのローブを着たゴブリンたちが躍おどり出てきた。

　魔導士ゴブリン部隊の先制攻こう撃げき。

　……ギリギリギリギリギリギリギリギリギリッ……

　魔導士ゴブリンたちは一いつ斉せいに歯ぎしりをした。酷ひどく気持ちの悪い音が音波となり、辺りを突き抜ぬける。

　真人には効果がなかった。真々子には効果がなかった。ポータにも効果がなかった。

　ワイズは魔法を封ふうじられた。

「……フッ。やってくれるじゃない」

　ワイズはてくてく後退して、真人たちの横を通り過ぎて、充じゆう分ぶんに後ろへ下がったところで魔法書をビターンッ！　と地面に叩たたき付け、それを枕まくらにして寝ね転ころんだ。不ふ貞て寝ねだ。

　魔法を封じられた魔法職は何ですか？　はい、ただの置物です。

「なんて不ふ憫びんな奴……だがいつも通りと言えばいつも通りだ！」

　ワイズはそういう子。そっとしておこう。

「こうなったら俺たち二人でやるしかない！　行くぞ母さん！　俺と母さんの二人で、いや、ここは息子むすこに花を持たせる感じで譲ゆずっていただいても……！」

「お母さんに任せて！」ズダダダダダダダッ！

「そして母さんが俺を差し置いて先走るのもいつも通りだ!?」

　真々子が突とつ撃げきを仕掛ける。これはもう勝負あったか……

　だがその時、魔導士ゴブリン部隊第二陣じんの攻撃。

「ヤギュウ！」「ズルナラ！」「ゴウイウ！」「グァイニ！」「ジヤジャンゼ！」

　得体の知れない文言が辺りにこだまする。

　真人には効果がなかった。ワイズには効果がなかった。ポータにも効果がなかった。

　真々子は脱ぬがされ始めた。

「えっ……えぇっ!?　なんだか勝手に鎧よろいが脱げちゃうわ!?　どうして!?」

　かけられたのは防ぼう御ぎよ力を低下させる魔法。なので。

　真々子の肘ひじに装着されていたエルボーガードが、腕からするりと抜けて、宙に舞まい上がる。腰よう部ぶを覆おおっていたウェストガードも解かれ、ぽ～んと飛ばされて地面に。

　そしてゴブリンたちは、辺りに散乱している真々子の防具めがけて走り出した。相手は追い剝はぎゴブリン。防具を奪うつもりのようだ。

「まずい！　母さんの鎧が！」

「大丈夫です！　自分にお任せください！　アイテム管理は自分の仕事です！」

　言うが早いか、ポータはちょこまかと駆かけ回り、ゴブリンに先んじて真々子の防具を次々に回収していく。その様子、夢中で木の実を集めるリスの如ごとし。

　かわゆい神速のリスことポータの活かつ躍やくで、最悪の事態は防ぐことができた。

　あとは討とう伐ばつ対象を倒たおすのみ。

「よし！　それじゃここからは俺のターンだな！　俺の活躍が今ここに……！」

「あ、あの、マー君？　ちょっといいかしら」

「何だよ母さん！　今から息子が活躍するって時に！　用があるなら手短に！」

「じゃあ手短に言うけど……お母さん、捕つかまっちゃったわ」

「……はへ？」

　自分でもよくわからない妙みような声を零こぼして、真人が振ふり返ると。

　真々子が、手足を縛しばられて、数匹のゴブリンに担かつぎ上げられて、えっさほいさと運ばれていくところだった。……えーっと……

「んなっ!?　装備品じゃなくて、中身を持っていかれた!?」

「あわわわわっ!?　ママさーんっ!?」

「ちょっ、何やってんの!?」

　真々子を奪だつ取しゆしたゴブリンたちが一斉に森の奥へと消えていく。真人たちは慌てて後を追った。







　ゴブリンの本気の移動速度は速い。あっという間に見失ってしまった。

　それでも追うことをやめるわけにはいかない。真人たちは方向を頼りにひたすら走る。

　すると前方に、まるで門のように形作られた木枝のアーチが見えてきた。

「……何だ？」

　くぐり抜けたその先は、森。だが立ち並ぶ巨きよ木ぼくはどれも中がくり抜かれ、干し草が敷しき詰つめられている。それはおそらく寝ね床どこ。

　脇わきを流れる小川には丸太橋が渡わたされ、川岸には水を汲くむ桶おけのような物もあったりして、かなり原始的ではあるが生活が営まれている気配がある。

「ここは……ゴブリンの集落、ってところかな」

「そんな感じよね。ゴブリンのくせに、何か生意気」

「あ、あの！　そんなことより早くママさんを捜さないと！」

「ああ！　ポータが言う通りだ！……ここがゴブリンの住すみ処かなら、母さんはきっとここに……っと……あれは？」

　真人がふと目を向けたそちら、集落の奥の方に、何やら大きな建物があるようだ。

　近付くほどにはっきりと見えてくるそれは、家というより、むしろ砦とりで。丸太を加工して壁かべや屋根が作られていて、見るからに頑がん丈じようそうな造りをしている。

　門前には丸太で作られた柵さくが設けられており、戦いのための風格もあって。

　だが砦を守る兵の姿はどこにもない。

「何だここ……いかにもボスが待ち構えていそうなところだけど、その割に手下のゴブリンが見当たらないな……」

「もしかして、さっきみたいに隠かくれているんでしょうか！　自分はそんな気がします！」

「そうだな。俺もポータの意見に賛成。待ち伏ぶせの臭においがプンプンしやがる」

「あたしも賛成。でもって、思ったんだけど」

「ん？　何だよ」

「そういうことならさ、無理して突とつ入にゆうする必要って、なくない？」

　と、ワイズが急にそんなことを。

「考えてみてよ。真々子さんってさ、防具は外されちゃったけど、武器は持ってたみたいじゃん？　だったら自力で何とかしちゃうでしょ。だって真々子さんだし」

「あー……確かにな。母さん強いし。ていうか一応勇者職である俺より母さんの方が余よ裕ゆうで強いし。……自分で言ってて泣けてくるけどな」

「あたしも貰もらい泣きしそう。ぷぷっ」

「泣くどころか笑ってるじゃねーか！……とまあ、放ほうっておいても問題なさそうな気はするんだが……でもやっぱりさ、そこは一応助けに行くだろ。親子なんだから」

「まあね。親子だもんね」

「たまには子供が親の世話を焼いてやるのもいいだろ、ってことでさ」

　真人は表情を引き締しめ、二人に向かう。

「無む謀ぼうを承知で頼たのむ。二人とも力を貸してくれ！」

「はい！　自分もできる限りのことをします！」

「おっけー！　急ぎましょ！……よくよく考えてみれば、ゴブリンの住処に人間の女が連れ込まれるって、めちゃめちゃヤバいわよね。アレな感じで……」

「おいそこっ！　余計なこと言うのはやめろっ！」

　フラグなんて立ってない。全然立ってないよ。

　真人は自身にそう言い聞かせ、砦に突入しようとした……そんな時だ。

　……やんっ、それはダメぇ！……そこを弄いじっちゃ……あっ、そこのお肉は！……

　砦の中から、かすかに声が聞こえてきた。

　真人が聞き間違えるはずもない。その声は。

「今の、母さんの声だろ！」

「はい！　今のはママさんの声です！……なんだかちょっと切なそうな……」

「まさか手て遅おくれだった!?」

「んなわけあるかよっ！……くっ、母さん!?」

　駆け付けたら、自分の母親が、そんな……なんて、ない！　ないないない！　絶対に！

　真人は柵を飛び越こえ、砦の入り口ドアを蹴けり飛ばす。

「母さんっ！　大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　飛び込んだその内部は、部屋の区切りも何もない一つの大部屋。

　真々子は大勢のゴブリンに取り囲まれていて。

「あら、マー君！　来てくれたのね！」

　ワンピースの上にエプロンを着けた恰かつ好こうのその人は、まな板の上に置かれた野菜を大地の聖剣テラディマドレでトントン切っている。

　その隣となりでは、土のかまどに置かれた大おお鍋なべがグツグツ煮に立たっていて、大海の聖剣アルトゥーラからぴゅーっと水を放ってスープを薄うすめたりもして。

「えっと、これは……何やってんの？　よりにもよって聖剣使って何やってんの？」

「何って、お料理しているのよ？」

「ギャワワッ！」「ギャウーッ！」「ギュワワ？」

「ああん、こらこら、ダメよ？　さっき教えたでしょ？　煮えてきたら浮うかび上がってくるから、それまでは弄っちゃダメ。そこのお肉はまだよ。火が通りやすいから最後に」

「え……さっきの声って、そゆこと……？」

「ちょうどよかったわ。マー君、ちょっと味見してくれる？」

　スープが注つがれた小皿を差し出されて、とりあえず飲んでみて。
















「……ああ、まあ、いいんじゃないの」

　とりあえずそう言うのが精せい一いつ杯ぱいの真人だった。







　砦の前の開けた場所に、適度な高さの石を並べ、その上に木板を置いて。

　中央には大鍋。鍋の中でいい感じに煮えている野菜煮を、お椀わんに取り分けて、ずらっと並べて。

　それぞれの席に、ゴブリンと、ゴブリンと、ゴブリンとゴブリンとゴブリンと、ワイズと真人と真々子とポータと、さらにゴブリンゴブリンゴブリンが並んで座って。

「それじゃみんな、手を合わせて……いただきます」

「い、いただきます……」

「ギャワワッ！」「ギギーッ！」「ギュワーッ！」

　ゴブリンたちのけたたましい鳴き声が響ひびき、昼食だ。

　おっそろしい顔つきで一心不乱に野菜煮をかき込むゴブリンたちを横目に、真人は真々子にそっと話しかける。

「……で、これはどういうことなんだよ」

「どうもこうも、見たままよ？　折角だからみんなでご飯」

「いやそうじゃなくて。何がどうなってこうなったのか、その辺を聞きたいんだけど」

「それについては、こちらのボスブリンさんが」

　真々子が柔やわらかな手つきでご紹しよう介かいするのは、真人たちの後ろにどっかりと座っている巨きよ漢かんのゴブリン。プロレスラーのように屈くつ強きような体格の、１１ブリン、いや、１２ブリンはありそうなブリンだ。いやゴブリンだ。

　で、そんなボスゴブリンが言うには。

「グギャギャギャッ！　グギァッ！　グガーッ！」

「ということなのよ」

「いや全然わからんから。……母さんはわかるのか？」

「ええ。何となく」

「うちの母さんはどうなってんだよ……」

「母親補正の効果か何かでしょ。別に驚おどろくことなくない？」

「はい！　ママさんなら何でもできそうな気がします！」

　このゲームの中での母親は、際限のない補正効果によって様々なことができてしまう。ワイズとポータの言い分が正しいだろう。そういうことで。

「じゃあお母さんが説明するわね。つまりブリンさんたちは、ちゃんとしたお料理ができなくて、お母さんに料理を教えてもらいたかったみたいなの」

「だからって……ここにある食材は、商人たちの馬車を襲おそって手に入れた物なんだぞ？　それを料理して美お味いしく食べさせてやるのはどうなんだよ」

「そうなんだけどね……でも、みんなお腹なかを空すかせていたみたいで、なんだか可哀かわいそうに思えちゃって」

「そんな理由で……」

「それにね？　ちゃんとお話ししたら、もう悪いことはしないって約束してくれたから」

「は？　いやいや、そんな馬ば鹿かな。それはないだろ」

　ここにいるゴブリンたちは、ゲーム内の敵キャラクターとして作成されたモンスター。

　悪事を働く者として、システム上でそう設定されているわけであって、真々子に説得されて改心したなんてことは……

　だが、ゴブリンたちをうかがうと、どいつもこいつも一いつ斉せいに頷うなずく。真々子が言う通りです。もう悪いことはしません。みたいに。すごく真しん摯しな瞳ひとみをしている。

「おい……うちの母さんはシステム書き換かえまで成功してしまったぞ……この母親力は何なんだ……」

「母親補正の効果でしょ。納なつ得とくしなさいって」

「ママさんなら何でもできます！　自分はそう思います！」

「はぁ……じゃあ、もうそういうことで納得するしかないのか……こいつらは母さんに懐かい柔じゆうされて、いいゴブリンになりましたってことで」

　だが、気がかりが一つ。

「でもさ、俺たちはそれでいいとしても、被ひ害がいに遭あった商人たちは納得しないと思うぞ。そっちはどうするんだよ」

「それは大丈夫。きっと何とかなるわ。だって相手は商人さんたちだから」

　自信たっぷりに頷く真々子だ。







　そして翌日。東の空がかすかに明るくなってきた暁あかつきの時刻。

　街かい道どう沿いの森の前には、多くの馬車が集まっている。いずれもゴブリンたちに襲しゆう撃げきを受けた商人のもので、まだ痛々しい傷きず跡あとが残されている馬車も少なくない。

　被害に遭った記き憶おくはまだ新しい。集まった商人たちは一様に不ふ機き嫌げんな表情を浮かべている。

　そんな人々を前に、ボスゴブリンを筆頭としたゴブリンの集団が整列し、揃そろって頭を下げた。

「「「「グギャギャギャギャ」」」」

　とのことだが。何を言われているのかわからない商人たちは眉まゆを顰ひそめるばかり。

　通訳係の出番だ。真々子はゴブリンの側に立ち、商人たちに訴うつたえる。

「みんな『ごめんなさい』って言っています。どうか謝罪の気持ちを受け取ってあげて下さいませんか？　私からもお願いします」

「いや、まあ、謝ってるのはなんとなくわかるんだが……」

「だからって、こいつらがやったことを帳消しにするわけにはいかないぞ！」

「話が通じるなら、損害賠ばい償しようの話をさせてくれ！　商人相手に話をしたいなら、まずは金の問題をどうにかしてからだろ！」

「はい、承知しています。……ですので……」

　真々子はゴブリンたちにそっと目配せをした。

　合図を受け取ったゴブリンたちは、森の中からいくつもの木箱を運んできて、商人たちの前に並べる。

　商人たちは警けい戒かいしつつ、手にした明かりで照らして見ると、そこには……

「お、おい、これ……木箱一杯にマツタケが!?」

「こっちの箱に入っているのは白トリュフだぞ!?」

「こっちはサフランだ！　サフランがこんなに！」

　あくまで参考価格として。

　大きさによって異なるが、マツタケは一本が一万円前後。世界三大珍ちん味みの一つであるキノコ、白トリュフは百グラムで五万円ほど。香こう辛しん料りようのサフランは百グラムで八万円程度。

　ゲーム内の物価は、日本のそれと同等。

　茫ぼう然ぜんとする商人たちへ、真々子が柔らかな微笑ほほえみを向ける。

「これはこの森で採れたものです。ご迷めい惑わくをおかけしたお詫わびにどうぞお持ちください。……これだけあれば、赤字の埋うめ合わせができますよね？」

「そりゃもちろんだよ！　埋め合わせどころか、一財産作れちまう！」……ささっ……

「おいそこ！　こっそりポケットに入れるなよ！　被害額に応じて分配だぞ！」

「このお詫びなら納得だ！　俺はゴブリンの謝罪を受け入れるぜ！……で、お嬢じようさん。ものは相談なんだが……」

「はい？」

「うちで扱あつかってる食材と、この森で採れるお宝食材を、物ぶつ々ぶつ交こう換かんするような、そういう取引は可能かい？　可能なら是ぜが非ひでもお願いしたいんだが」

「ええ、できますよ。でもそれには一つ条件が」

「条件？」

「このブリンさんたちがこのまま森で暮らせるよう取り計らっていただきたいんです。みんなもう悪いことはしませんから。モンスターだからと言って討とう伐ばつされるようなことがないようにしていただきたいんですけど……いかがですか？」

　真々子が問いかけると、取引を持ちかけてきた商人はしばし考え込む。

「ふむ……モンスターをこのままにしておくのは……いや待てよ？　ここにブリン、いや、ゴブリンが住み着いていてくれれば、人間は森に入りにくくなり、お宝食材の濫らん獲かくが防げる、か……」

　利を悟さとり、商人はポンと手を叩たたく。

「了りよう解かいだ。そちらが提示した取引条件を吞のもう。商人の誇ほこりにかけて、取引上の約束事は死んでも守るさ」

「ありがとうございます。とても助かります」

「ということで、早さつ速そくだが契けい約やく書にサインを……」

「おいっ！　抜ぬけ駆がけするなよ！」

「取引したいのはうちも同じだ！　こっちも頼たのむ！　契約を！」

　商人たちが証書を掲かかげ、我先にと真々子のところへ殺さつ到とうして、なんだかもう大おお騒さわぎになってしまっているようで……

　こちら、そんな様子を遠巻きに眺ながめている真人たちである。

「……何とかなったみたいだな」

「やるじゃん真々子さん。あたし結構尊敬してるかも」

「ママさんすごいです！　すっごいです！」

「ええ。見事なものですね」

「おや、いつの間にか一人多いぞ」

　真人、ワイズ、ポータ、その隣となりには、いつの間にか謎なぞの修道女シラーセがいて。

　お宝食材を山盛りにしたカゴを両りよう脇わきに抱かかえているシラーセは、クエストの結末を見届けてそっと微笑む。

「まさかこんな方法で解決してしまうとは……恐おそれ入りました。流石さすがは真々子さんと言ったところですね。これからもこの調子で、運営の手が行き届かないところを修正していただきたいものです」

「いや待ってください。それ本来の趣しゆ旨しじゃないでしょ」

「ああそうでした。親子仲良く冒ぼう険けんしてください、が正解です。……ではこちらが今回のクエスト報ほう酬しゆうとなります。みなさんで召めし上がってください」

「あ、ども。ていうか現地調達ですか。そして一つは自分用ですか」

　マツタケとかトリュフとかがどっさり盛られたカゴを受け取って。まあぶっちゃけ、高級なのはわかるけど、それほど嬉うれしいものでもなかったりするのだが。

　兎とにも角かくにも、クエスト達成。

「やれやれ。母さんと一いつ緒しよに冒険してると……何かもう、振ふり回されっぱなしだな」

　でもまあ、言うほど悪い気はしていない、そんな真人だった。




















第二章　担任教師になったお母さんは好きですか？









【問：戦せん闘とうの難易度について、ご意見をお聞かせください】

　最初に素す晴ばらしい武器を貰もらったので、苦労はしていません。子供たちは、もっと強い敵と戦いたいと言いますけど、今くらいがいいと思います。

【問：スキルや魔ま法ほうについて、ご意見をお聞かせください】

　子供たちに喜んでもらえるようなスキルを、もっとたくさん覚えたいです。

【問：追加してほしいスキルや魔法がありましたら、ご自由にお書きください】


・仲良し親子ジャンプ：子供と一緒に、とっても高くジャンプするスキル

・仲良し親子ダッシュ：子供と二に人にん三さん脚きやくで、とっても速く移動するスキル

・仲良し親子散歩：子供とお散歩して、たくさんお話しするスキル

・仲良し親子料理：子供とお料理して、一緒に食べるスキル

・仲良し親子掃そう除じ：子供とお掃除して、綺き麗れいなお部屋で一緒にごろごろするスキル

・仲良し親子歌唱：子供と並んで、楽しく歌うスキル

・仲良し親子仲良し：子供と、とにかく仲良くなるスキル



　親子で協力して繰くり出す必殺技わざは、いくつあっても困らないと思います！

【問：フィールドやダンジョンの構造について、ご意見をお聞かせください】

　どこへ行っても、こっそりトイレが設置されているので、安心して冒険できます。ついでにシャワールームやキッチンもあったら、もっと快適な冒険になると思います。

【問：クエストについて、ご意見をお聞かせください】

　子供たちが、クエストのことを〝クエ〟と略りやく称しようで呼びます。何度もクエクエと言われると、とあるチョコレートのお菓か子しを思い出してしまいます。

　冗じよう談だんで言ってみたい気もしますけど、やめておいた方がいいでしょうか？

【問：ＮＰＣについて、ご意見をお聞かせください】

　名前が決まっていなかったり、表情が図形で表現されていたりなど、製作が間に合っていないというＮＰＣの生徒さんたちに会ったことがあります。

　仕方がないことかもしれませんけど、切なくなってしまうので、できればちゃんとしてあげてほしいなと思います。







　時刻は昼。草原フィールドにぽつんと生えている大木の下で、弁当を平らげて、食後の一休みだ。

　賑にぎやかにおしゃべりしていた女子たちは、いつの間にか、安らかな寝ね息いきを立てている。「……重いぃ……ぐぬぬ……」約一名、他ほかの二人の枕まくらにされている赤いのが、妙みようにうなされているようだが、概おおむね安らかということでいいだろう。

「昼寝か……よし。俺も負けてられないぞ」

　よくわからない対たい抗こう意識が芽生えて、真まさ人とも寝転がろうと……

「マー君もお昼寝するのね。じゃあ……はい、どうぞ。いらっしゃい」

　頭を置こうとした場所に、すかさず真ま々ま子こが膝ひざ枕まくらを用意してくれたので、「ふんっ！」真人は全力の腹筋力で姿勢を元に戻もどした。お母さんの膝枕で昼寝なんて、思春期の息子むすこ的に無理だ。

「よーし。もう全然眠ねむくないぞ。あー気分すっきり」

「マー君ったら、遠えん慮りよしなくていいのに……その気になったら、いつでも言ってね。お母さん、ここにいるから」

　とりあえず真人の傍そばから離はなれてくれる気はないらしい。

　真々子はウィンドウ画面を立体表示させて、指先でつんつんっとつついて、文字を打ち込んでいる。朝やっていたアンケートの続きを、まだやっているようだ。

　真人は真々子の回答を眺めて、思いっきり眉まゆを顰ひそめた。書かれている内容が嫌いやすぎる。

「親子で協力して繰り出す必殺技は、一つ残らず却きやつ下かだな。特に〝仲良し親子仲良し〟は本気で意味不明で、だからこそやめてほしい」

「うふふ。仲良し親子仲良しは、仲良し親子を目指す仲良し親子が、もっと仲良くなるために、仲良し親子の仲の良さを仲良く高めていく仲良しスキルよ……なんて言ったら、なんとか設定みたいになっちゃうかしら」

「中二よりも厄やつ介かいな何者かによる設定だな」

　母親設定、または真々子設定か。素の状態で平然と言い出すから、むしろ性た質ちが悪い。

「クエストに関する回答にも、物申したいところだけど……それよか、ＮＰＣの生徒たちって、学園にいたあいつらだよな」

「ええ、そうよ。マー君も覚えているわよね」

「一応な。短い間だったけど、同じ教室で生活して……」

「お母さんも一緒に、教えられたり、教えたりして、たくさんのことを学んだわ」

「その結果として、あいつらが進むべき道を誤っていないか、ひじょーに心配だ」

　冒険者育成学園ジョコ・アカデミアでの日々が、軽い頭痛と共に思い出される……

　女教師がやってくる。

　タイトなスカートからすらりと伸のびている美び脚きやくで颯さつ爽そうと歩いてくる。

　大物の胸が激しくゆっさゆさしちゃって、ブラウスのボタンが今にも吹ふき飛びそうだけど、そんなのお構いなしに軽かろやかに歩いて。

　教室に入ってきた彼女は、伊だ達て眼鏡をくいっと押し上げて、甘やかな声で告げるのだ。

「みんな、おはよう！　今日は先生と一緒にたくさんお勉強しましょうね！」

「「「「はい！　一緒にお勉強します！　よろしくお願いします！」」」」

　いやっほーぅ！　待ってましたー！　若くて綺麗な女の先生バンザーイ！　と、生徒たちの拍はく手しゆ喝かつ采さいで迎むかえられた女教師の名は、大おお好すき真々子。

　こちらで席に突つっ伏ぷして頭を抱えて悶もん絶ぜつしている真人の、実の母親である。

「どうしてだ……どうして母さんが先生やってんだよ……何がどうなってこうなった……」

　その問いに対する答えは簡単である。

　真人の右みぎ隣どなり。頭の両サイドにぶら下がっている巻まき髪がみと、真しん紅くのソーサラージャケットが目印の、強気な顔してやっぱり生意気なＪＫ賢けん者じやワイズ曰いわく。

「どうしてって、そんなの簡単じゃない。このクラスの担任のゴッツイ先生が急病で休んじゃったからでしょ」

　そう。そういうこと。

　さらに真人の左隣。お腹なかの中の色は置いておくとして、ヒーラーチュニックの白さと間ま違ちがいのない美少女スマイルが美しい、容よう姿し端たん麗れい成績優ゆう秀しゆうな癒ゆ術じゆつ師しメディ曰く。

「私たちの送別会で食べ過ぎてしまったことが原因のようですね。ゴッツイ先生は真々子さんのお料理を片かた端はしから食べ尽つくしていましたから」

　そうそう。そういうこと。

　そして真人の後ろ。若さと素直さが溢あふれる十二歳、トレードマークの大きなショルダーバッグを膝ひざに抱えて、まん丸な目をキラキラ輝かがやかせている旅商人ポータ曰く。

「ママさんのせいじゃないですけど、ママさんは責任を感じて、先生の代役を引き受けました！　だから今日はママさんが先生です！　ママさん先生です！」

　そうなのだ。ということで、次なる冒険への出発を延期して。

　冒険者育成学園ジョコ・アカデミアにて。真々子の一日先生である。

「くっ……俺はそんな話聞いてないぞ……卒業生にポイントを配布するって言われたから貰いに来ただけなのに……！」

「授業終わったら貰えるみたいだから、ちゃんと参加しなさいよね。……ほら始まるわよ」

　息子生徒は後こう悔かいのどん底で、精神的に瀕ひん死しの状態だが、まずはＨＲから。

　教きよう壇だんに立つ真々子先生の甘々ほんわか笑え顔がおに注目。

「それじゃ出席を取りますね。先生に名前を呼ばれた人は、大きな声で返事をしてください。まずは……」

　真々子先生は生徒名めい簿ぼを見ながら生徒名を呼ぼうとするのだが。

「あ、あら？　名簿に名前が書かれていないわ。どうしてかしら……」

「先生！　僕たちはチョイ役のＮＰＣ生徒なので、名前はありません！」

「なので出席番号で呼んでください！」

「あ、あら、そうなのね。それじゃ……」

　とりあえず学ランやセーラー服を着ているが、名前がない上に顔もアスキーアートで適当に作られている生徒たちの出席を取る。「えっと、一番君」「はい！」「二番さん」「はーい！」そんな感じで。

　順に呼びかけていって、次に。

「それじゃ次は……真人君」

　真々子先生はキリッと表情を引き締しめて呼んだ。

　呼ばれた真人君はというと。

「……ふわぁ～……早く終わらないかなぁ……」

　気け怠だるそうにあくびなんかしている。「真人君。真人君！」「ったく。さっさと返事してやれよぉ……」真人君は何やってんだよ……聞こえないのかよ……

　と、真人はハッと気付いた。

「あ、あれ？　真人君って、俺のことじゃね？」

「ええそうよ。あなたのことよ」

「あ、ああ、そうか……母さんが珍めずらしく名前で呼ぶから、とっさにわからなかったぞ……」

「今日の私は先生ですからね。生徒をあだ名で呼んだりはしません。それじゃ今度こそちゃんとお返事しましょうね」

　教室にいるからには、親子といえども、先生と生徒。真々子先生は真ま面じ目めに一日先生を務めようとしているのだ。

　ということで、真々子先生はあらためて出席を取ろうとしたのだが……その時。

「それじゃ……まさ……ま……まっ……ああっ、めまいが……」ふらっ

　真々子先生は真っ青な顔をしてその場にしゃがみ込んだ。かなり具合が悪そうだ。

「おいっ、母さん!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。大丈夫だから……」

「大丈夫って顔色じゃないだろ！　一体どうしたんだよ！」

「じ、実は、お母さ……いえ、先生は特とく殊しゆな体質で……」

「特殊な体質!?　そんなの初耳だぞ!?　何だよその体質って！」

「先生はね、マー君のことをマー君って呼ばないと死んでしまう体質なの！」

「は？　何言ってんのこの人」

　真々子先生は何と、真人をマー君と呼ばないと死んでしまう体質の持ち主だった！

　そんな大変な事情を抱かかえながらも懸けん命めいに教師であろうとする真々子先生のところへ、ワイズたちが目に涙なみだを溜ためながら駆かけ付ける。

「真々子先生！　しっかりして！　ああもう、無茶するから！」

「教室にいる限りは先生であろうとする姿は素す晴ばらしいです！　ですが無理しないでください！　私たちはあなたという先生を失いたくないのです！」

「真人さんのことはいつも通りに呼びましょう！　無理しちゃダメです！」

　そんな三人に続いて他の生徒も「真々子先生！」「先生！　しっかりして！」「死なないで！」真々子先生を気き遣づかって一いつ斉せいに集まってきて。もうみんな泣き出してしまって。

「ワイズちゃん、メディちゃん、ポータちゃん、他のみんなも……そうね。無理しちゃダメよね。気遣ってくれてありがとう」

　ワイズたちに支えられ、大勢のＮＰＣ生徒に囲まれて、真々子先生はゆっくり立ち上がって。

「それじゃ……マー君！」

　普ふ段だん通りのにっこり笑顔で真人を呼んだ。

　途と端たんに体調が完全回復！　真々子先生が元気になった！　ワイズたちも生徒たちも涙を流して喜んでいる！　よかった！　みんなの真々子先生はやっぱり笑顔でなくちゃ！　わーい！

　みたいなことになっているのだが。

　全然ついていけない生徒が一人いる。真人だ。

「えーっと……このくだらなすぎる学園ドラマは何だ？　俺がツッコミ入れた方がいいのか？　俺がそういう係なのか？」

　真々子は元より。ワイズとメディとポータまでそっち側にいるようで。

　となると真人しかいないわけで。

　今日の真人はとっても忙いそがしくなりそうだ。







　出席取りが終わり、ＨＲが終わって。

　さっそく一時間目の授業だ。教壇に立つのはもちろん真々子先生。

「はい。それじゃ授業を始めますね。一時間目はゲームの基き礎そよ。しっかりお勉強しましょうね」

　真々子先生は教科書を開いて、さっそく講義を始める……と思ったら。

　教科書の内容をじっと見つめたまま、ピタッと止まってしまった。

「あ、あら？……え、えっと……」

「ん？　どうしたんだよ母さ……じゃなくて真々子先生」

「い、いえ。大丈夫よ。大丈夫。お母さ、じゃなくて先生は大丈夫。……えっと……あかうんと作成……まずゲームＩＤを取得して……ＩＤ？　ＩＤって何かしら……ＣＤとかＭＤの新しいタイプかしら……」

　おそらく真々子先生は、オンラインゲームの開始方法に関する内容を読んでいるのだろう。

　しかしまったくわかっていないようだ。簡単な用語でいきなり躓つまずいている。

「（そりゃそうだよな。母さんはオンラインゲームのことなんてさっぱりだから）」

　真々子先生は元々専業主婦。多少は仕方がない部分はあるだろうけど。

　それにしても教科書の内容はちんぷんかんぷんのようで……

「えっと……と、とにかく、ゲームの始め方のお勉強なのよね……だったら……よし」

　と、真々子先生は不意に教科書を閉じて、生徒たちに向き直って。

「さっそくだけど、みんなに質問よ。この中で、お母さんと一いつ緒しよにゲームをしたことがある人はいるかしら。お母さんとゲームしたことがある人は手を挙げてください」

　そんなことを言ってきた。

　質問の意図はよくわからないが、とにかく心当たりがある生徒は挙手をする。

「あー、まあ、俺はあるけど。ていうか現在進行形だけど」

「はーい。あたしもママと一緒にゲームの中に来たから、該がい当とう者でーす」

「私も該当しますね。では挙手ということで……ポータちゃんはどうですか？」

「じ、自分ですか？……え、えっと……自分も、一応そうなので……」

　手を挙げたのは、真人、ワイズ、メディ、それから、ちょっと控ひかえめにポータ。大勢いる生徒の中で手を挙げたのは四名だけだ。

　その結果に、真々子先生は納なつ得とくしたように頷うなずく。

「はい、ありがとう。手を下ろしていいわよ。……お母さんとゲームをしたことがある人はやっぱり少ないみたいね……わかりました。じゃあお勉強しましょう」

　真々子先生はまず黒板に【お母さんとゲーム】と書き記した。

「お母さんとゲームなんて、できるわけないよ、なんて思っている子もいるのかしら。でも大丈夫よ。先生の授業をちゃんと聞いていれば、みんなすぐにできるようになるから。……それじゃ、まずはマー君」

「何だよ、じゃなくて、何ですか」

「マー君と先生がこのゲームを始めた時の状じよう況きようはどんなだったかしら。覚えている？」

「それは……あー……真々子先生が何か勝手に申しん請せいしたのが始まりだったと思うんだけど……」

「そうね。マー君と先生の場合はそうだったわね。そうして一緒にゲームの世界に来たのよね。……だけど、実はその申請は、子供の方から申請することもできます」

「へー、そうなのか……」

　それは知らなかったなー、なんて、真人は何気に学習してしまったのだが。

　ちょっと待て。

「……ん？　何か変だぞ？」

「でも申請する時には注意が必要よ。お母さんと一緒にゲームしたい気持ちはわかるけど、お母さんは家のこととかあって、何かと忙しいから、まずは事前に相談を……」

「あー、ちょっと待ってくれ真々子先生。そういえばあなた様は、息子むすこに対して事前の相談も何もなかった気がするんだが」

「あっ！　そ、そうだったわね！　それについては本当にごめんなさい！　マー君と仲良し親子になりたい一心で、他ほかのことまで考えが回らなかったの！　本当にごめんなさいね！」

「ああ、はい、どういたしまして。……というか、それはもういいんだけど……そうじゃなくてさ」

「あら、何かしら？」

「真々子先生が説明してることってさ、俺たちが参加してるこの〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟っていうゲームの始め方についてだよな」

「ええ、そうだけど……」

「思うんだけどさ……それってさ、ゲームの中のキャラクター相手に教えることじゃなくね？」

　生徒たちに目を向けると、テストプレイヤーであるワイズとメディとポータ以外の生徒たちは、完全にぽかーんとしている。真々子先生の話が理解不能のようだ。

　当然だ。生徒たちはそもそもゲーム内にいるＮＰＣ生徒である。

　現実世界からゲーム内に入る方法なんて説明されても、そりゃさっぱりだ。わかるわけがない。

「あらやだ！　ごめんなさいね、先生うっかりさんで！」

「あー、まあいいけどさ。俺は多少なりとも勉強になったし」

「それじゃ授業内容を変へん更こうするわね！……えっと……あ、そうだわ！　いい物があるの！」

　真々子は満面の笑えみで宣言して、じゃじゃーんと一冊の冊子を取り出した。

【お母さん冒ぼう険けんドリル】

　そんなタイトルと、真々子先生の似顔絵が描えがかれている冊子だ。

「……おい真々子先生。何だよそれ」

「授業用の教材よ。学園の理事長代理をなさっているシラーセさんが用意してくれたの」

「シラーセさんが用意した……その時点ですでにまともな物じゃない気がするんだが……」

「それじゃみんなで一緒に問題を解いていきましょう」

　真々子先生は生徒たちに一冊ずつドリルを配って、「まずは……これがいいかしら」黒板に問題を書いた。




【（　　）の攻こう撃げき。モンスターの群れを倒たおした】




　さてクエスチョン。
















「この括かつ弧この中に入る言葉は何でしょうか。わかった人は手を挙げて答えてね」

　ということで。

　正直なところ全然意い欲よくが出ないが、まあ一応授業だし、真人もそれなりに考える。

「（状況としては戦せん闘とうだよな……ポイントは……モンスターの〝群れ〟ってところか）」

　括弧の中に入るのは職業名だろうか。範はん囲い攻撃や全体攻撃ができる職業というと……

　と、そんな時。

「真々子先生。私に答えさせてください」

　美少女で優等生のメディがいち早く挙手をした。

「はい。それじゃメディちゃん。お答えをどうぞ」

「括弧の中に入るのは〝お母さん〟であると思います」

　お母さんの攻撃。モンスターの群れを倒した。

　それは真人たちパーティの日常風景である。間ま違ちがいない。

「はい。大正解よ。さすがメディちゃんね。素晴らしいわ。とってもおりこうさん」

「いえ、そんな。これもひとえにお母様の教育方針のおかげです。……まあ、少々行き過ぎていた部分はありますけどね……ちっ……」

　ちょっと鬱うつなことを思い出してしまったのか、密ひそかに机の脚あしをガスガスガスガス蹴けっているようだが、とにかくメディ正解。

　他の生徒たちは感心しきりだ。

「へぇー、そうなんだ……お母さんか……」

「お母さんって、モンスターの群れを倒しちゃうのね」

「お母さんってすごいんだな……全然知らなかった……」

「おいそこのクラスメイトたち。それはうちの母さんに限ってのことだからな？　一いつ般ぱん的な話じゃないからな？　勘かん違ちがいするなよ？」

　誤解してはいけないと思うので、真人は一応補足を入れたのだが……果たして他の生徒たちは聞いているのかどうか……

　さておき。どんどんいこう。

「それじゃ次の問題よ。次は……これにしましょう」

　真々子先生はドリルを参照しながら黒板に書いた。




【勇者は（　　）を掲かかげた。眩まばゆい光が放たれる。魔ま王おうがまとっていた闇やみの衣ころもが剝はがれ落ちた】




　はいこの問題。

「わかる人はいるかしら。わかったら……」

「はいはい！　あたしわかった！　ちょー簡単だし！」

　ギャルみたいな態度でワイズが挙手して回答する。

「答えは〝お母さん〟よね！　正解でしょ！」

　勇者はお母さんを掲げた。眩い光が放たれる。魔王がまとっていた闇の衣が剝がれ落ちた。

　なんて。

「おいおいワイズ。それが答えなわけな……」

「はい。ワイズちゃん大正解」

「よしっ！　超ちよう絶ぜつ賢けん者じやであるあたしなら当然よね！」

　ワイズお見事。正解だ。

　って、ちょっと待てと。

「は？　正解？　おいおい待てよ母さ……あー、真々子先生。そんなわけないですよね。違いますよね？」

「いいえ、正解よ。だってお母さんは光るもの。ほら」ピカーッ！

　真々子先生は【母の光】を発動させた。真々子先生の体から眩まぶしい光が放たれて。

　温かく優やさしい光に照らされた生徒たちは感動しまくっている。

「おおっ！　お母さんって、本当に光るんだな！」

「すごいわ！　私、お母さんが光るなんて、今まで知らなかった！」

「おいおい待て待て！　誤解だからな！　普ふ通つうは光らないから！　うちの母さんがちょっと変わってるだけで……！」

「そういえば真人君は勇者なんだよね……じゃあ真々子先生を掲げて魔王と戦ったことがあるのかな……すごいなぁ……」

「あるわけねーよ!?　無茶なこと言ってんじゃねーよ!?　ねーから！　本気でねーから！」

　真人は必死に否定するが……光る真々子に注目している生徒たちは聞いているのかどうか……

　さて。

「じゃあ次ね。これはちょっと難しいわよ」

　真々子先生が黒板に書いた問題はこちら。




【親切な町の人『（　　）は装備しないと意味がないからな』】




　何だろうこれ。

「これは町の人のセリフよ。町の人は冒険者に対してどんなアドバイスをしているのかしら。わかる人は……」

「はいよ」

　真人はさっそく挙手した。だってもうわかったし。

「はい。それじゃマー君。お答えをどうぞ」

「答えは〝武器や防具〟だ。間違いない」

　親切な町の人は冒険者に教えてくれるのだ。『武器や防具は装備しないと意味がないからな』と。

　これはＲＰＧの常識。初心者に必要なアドバイスとして、特にスタート地点の町や村にこういうことを言うＮＰＣが用意されている。

　ＲＰＧをやったことがある人ならこんなのわかって当然……

「残念。マー君、不正解だわ」

　と、真々子先生は本当に残念そうに言った。

　いやちょっと待って。

「は？　おい母さ……真々子先生！　なんで不正解なんだよ！　どう考えても正解だろ！」

「ごめんなさいねマー君。正解にしてあげたいところなんだけど、ドリルには別の答えが書いてあるの」

「別の答えって……そういや、そのドリルを作ったのはシラーセさんなんだよな……やっぱまともな答えじゃないのか……」

「本当にごめんなさいね……それじゃ他に誰だれかわかる人はいるかしら」

「はい！　自分、わかったかもしれません！」

　ぴょこんっと手を挙げたのはポータだ。ポータが答えるのなら邪じや魔ましちゃいけない。真人は不満を一時保留して聞くことにして。

「はい。それじゃポータちゃん。お答えをどうぞ」

「えっと、えっと、答えは……〝お母さん〟です！」

　親切な町の人曰いわく『お母さんは装備しないと意味がないからな』と。

　おいちょっと待てそんなわけな……

「すごいわ！　ポータちゃん大正解よ！」

「わぁ！　やりました！　自分嬉うれしいです！」

「おーっ！　ポータおめ……って……ちょっと待てええええっ！　ポータ!?　ねえポータぁ!?　ダメだよ!?　ポータはそういうボケに加担しちゃらめぇ！」

「そうなのか！　お母さんは装備できるのか！」

「はじめて知ったわ！　お母さんは装備できるのね！」

「モンスターの群れを倒して、光って、装備できる！　お母さんすごいよ！」

「おいクラスメイト共！　おかしな学習してんじゃねぇよ！　んなわけねーだろ！　頼たのむからお前らも正気に戻もどって……！」

「はい。それじゃ次の問題ね」

「サクサク進めるんじゃねえええっ！」

　真人の血管がブチ切れそうだが、次の問題。




【（　　）冒険ドリルは全国書店にて好評発売中！】




　さて括弧に入る文字は何でしょう？

「もういい加減にしろおおおおっ！　答えが何でもかんでもお母さんなんて、そんなドリルが売ってるわけないだろぉっ！」

「本当に販はん売ばいされているそうよ？　シラーセさんが言うには、累るい計けい出版部数はもう百万部を超こえたとか」

「ひゃ、百万部!?　こんなドリルが百万部突とつ破ぱ!?　全国は頭おかしいの!?」

　お母さん冒ぼう険けんドリルは全国書店にて好評発売中！

　もちろんゲーム世界の全国書店である。







　二時間目。体育の授業。

　生徒たちは体操服に着き替がえてグラウンドに集合だ。

　もちろん真人たちも参加している。胸に大きな名札が縫ぬいつけられている体操服を着て整列した。

「いつの間にこんな物が……」

「朝の内に真々子さんが用意してくださったようです。私の体操服にも、こんなに上手に」

　どうぞ見てくださいと、メディは胸の名札を見せてくる。内側からの押し上げで大きな連山ができている胸がすごい……じゃなくて、名札だ。名札。

「朝ご飯の準備で忙いそがしかったはずなのに、すごいです！」

　ポータの胸にも可愛かわいい名札がある。嬉しそうに飛び跳はねる度たびに、体操服の裾すそがひらっとなって、おへそがこんにちは。でも見るのは名札で。

「さすが真々子さん。スーパーお母さんよね。ふふん」

　まるで自分のことのように誇ほこらしげに言って、ワイズが名札を張っている。

〝胸を張る〟が正解？　いやいや。ワイズには無いから。

　残念ながら無い人以外の姿を、心のアルバムにそっと収めて。

「……んで？　そのスーパーな人はまだ来ないのか？」

　真人は辺りをうかがうが、その人の姿はどこにもない。チャイムはもう鳴った。授業はすでに始まっているのだが……

　と。

「みんなー！　お待たせしちゃってごめんなさいねー！」

　真々子先生が大急ぎで走ってくる。

　ポニーテールをゆっさゆさ揺ゆらし、ジャージに包まれている大胸をゆっさんゆっさん揺らしながらやってくる。

　体育女教師バージョンの真々子先生が登場だ！

　で、すでに汗あせだくだ。

「はぁ、はぁ……ご、ごめんなさいね！　場所を間ま違ちがえて体育館の方に行っちゃって……はぁ、はぁ……マー君、みんな、本当にごめんなさい！」

「あーはいはい。別にいいけど。ていうか汗かきすぎだろ」

「い、急いで走ってきたから……はふぅ……ジャージを脱ぬいでいいかしら」

「どーぞご自由に。勝手に脱げよ」

「それじゃ……」

　真々子先生がジャージのファスナーを下ろして、ぬぎっと脱ぐと。

　ジャージの下の体操服は、汗でびっしょり濡ぬれて、透すけ透けで。

　ゴージャスな刺し繡しゆう入り下着の色いろ柄がらがはっきりと「やっぱジャージ着てろっ！」「え？　え、ええ」息子むすこ的にアウトだったのでジャージ着用をお願いした。

　さて。生徒も先生も集まったところで。

「それじゃ、さっそく授業を始めるわね。先生と一いつ緒しよにたくさん運動しましょうね」

「「「「はい！　真々子先生！」」」」

「……はぁ……妙みようなことにならなきゃいいけどな……」

　真人の不安をよそに、真人以外の生徒たちによる元気な返事で開始だ。

　授業内容は、陸上競技。

「まずは短たん距きよ離り走そうよ。頑がん張ばりましょう！」

　真々子先生の指示に従い、生徒たちは百メートルレーンのスタート地点に集まった。出席番号順に四人ずつ走る。

　スターターは真々子先生。

「位置について。よーい……お母さん！」

「「「「ぅおおおおおっ！」」」」

　走者一いつ斉せいにスタート！　本気ダッシュ！

　そしてあっという間に百メートルを走り抜ぬいてゴールイン！

「あらまあ！　みんなすごいわ！　とっても速いわね！　ね、マー君！」

「ああ、まあ、そこそこ速いみたいだけど……ていうかスタートの合図がおかしい……」

「それじゃ次の四人ね。位置について。よーい……お母さん！」

「「「「っしゃおらあああああっ」」」」

　真人のささやかなツッコミなんてお構いなしに、生徒たちは本気ダッシュ！　全速力でゴールを駆かけ抜ける！「その本気の意味がわかんねぇよ……」理由はさっぱりだが、とにかく速い！

　そうして、次は真人たちの番だ。

　第一コース・真人。
















「はぁ……やる気出ねぇ……」

　第二コース・ワイズ。

「ふふん。あたし魔ま法ほう職だけど、運動は全然苦手じゃないし」

　第三コース・メディ。

「私はどちらかといえば得意な方です。少なくともワイズさんに負ける気はしませんね」

　第四コース・ポータ。

「自分、一いつ生しよう懸けん命めい頑張ります！」

　四人はスタートラインに並び、クラウチングポジションでその瞬しゆん間かんを待つ。

　さあ勝負だ。真々子先生の合図。

「よーい……お母さん！」

　スタート！「はっ！」メディが華か麗れいなスタートを決めて、「んなろっ！」「とやーっ！」ワイズとポータも負けじと全力で駆け出す！

　で。

「はぁ～……やってらんねぇ……」

　真人はぐだぐだちんたら走り出す……と。

「言い忘れていたけど、ビリの人は放課後に残って先生と二人で特訓よ？」

「そんなのもっとやってらんねぇええええっ！」

　真人は慌あわてて猛もうダッシュ！　嫌いやなことから逃にげるため、逃とう避ひのための力で加速する。

　真人疾しつ走そう。「わわっ！」ポータを抜き、「ちょっ!?」ワイズを追い越こし、「そんなっ！」メディと並んで、そのまま一気に追い抜いて。

　真人が一着でゴール！

「っしゃああああっ！」

　やはり補習から逃げたい気持ちは強かった。真人の圧勝。

　以下、二着はメディ、三着はワイズ。

「二番だなんて……お母様に怒おこられてしまいます……」うつーん

「ちょ、メディ！　鬱うつになってんじゃないわよ！　あんたのママはそういうの許してくれるようになったでしょ！」

　メディのダークパワーがちょっぴり漏もれ出ているようだが。

　それよりも。

「うぅぅ……自分がビリですぅ……」

　残念。ポータが四着だ。ゴールした途と端たんしょんぼりしてしまっている。

　こりゃいかん。真人たちは慌てて駆け寄った。

「あー、えっと！　元気出せポータ！　気にするなよな！」

「そ、そうよ！　ポータはまだ十二歳なんだし！」

「私たちは高校生ですからね！　だからあまり気にしないようにしましょう！　ね！」

「そうね。順位なんて関係ないわ。大事なのは、一生懸命頑張ることよ」

「はい！　自分は全力で走りました！　だから大だい丈じよう夫ぶです！」

　駆け付けた真々子先生からも励はげまされて、ポータはにっこり笑え顔がおだ。元気回復。よかったね。

　といったところで、真々子先生がふと言った。

「さて。それじゃ先生もみんなと一緒に頑張ろうかしら」

「お、何だよ。真々子先生も走るのか？……ていうか走れるのか？」

「もちろんよ。ちゃんと走れるわ。もしかしたらマー君にだって負けないかも」

「へぇ……」

　真人にだって負けないかも。

　その一言で、息子の闘とう争そう本能に火がついた。

「はっはっは。言ってくれるじゃんか。俺に負けないって？　へぇ～？……だったらさ、やってみようぜ。俺と真々子先生で勝負とか、どうよ？」

「あらいいわね。親子で競走なんて素す敵てきだわ。是ぜ非ひやりましょう！」

　真人バチバチ。真々子ニコニコ。火花とお花が交差する親子対決勃ぼつ発ぱつ！

　急きょ開かい催さい。真人ＶＳ真々子の百メートル競走だ。

「えー、実じつ況きようはあたし、ワイズと」

「メディでお送りします。……といっても、実況するようなことは特になさそうですね」

「んー、まあそうね。じゃあ普ふ通つうに応おう援えんする感じで」

　その辺に適当に座って眺ながめているワイズとメディをはじめ、他ほかの生徒たちも見守る中。

　真人と真々子先生がスタートラインに立つ。

「真々子先生。これは勝負だ。俺は全力出すからな。手加減しないぞ」

「ええ、もちろんよ。先生も本気で……とっておきの秘策を使うわ」

「秘策？　ははっ。どんな秘策か知らないけど、まあ勝手にやってくれよ。どうせ勝つのは俺だからさ」

　正々堂々戦うことを誓ちかい合って、クラウチングポジション。

　そして実況のワイズがスターターも兼けん任にんして合図を……と、その前に。

　真々子が何やら呟つぶやき始める。

「イメージが大事よ……今は朝……マー君が朝ご飯を食べずに家を出ちゃって……お弁当まで忘れていて……ええ、そうよ……届けないと……急いでマー君にお弁当を！」

「お、おい……？」

　真々子先生の内側から猛もう烈れつなオーラが溢あふれ出ているようだが……

　位置について。

「じゃあいくわよー。よーい……お母さん！」

　レーススタート！

　合図と同時に真々子先生がシュパーン！　と、ロケットスタートを決めた！

「マー君っ！　お弁当を忘れちゃダメよっ！」

「ぅおっ!?　何か妙なこと言いつつ、めっちゃ速いっ!?」

　真人も慌てて走り出すが、真々子先生の勢いは凄すさまじい。神速真々子先生！

　そして真人が三十メートル付近を越こえた時点で、真々子先生はもうゴール！

「お弁当を届けられたわ！　うふふ！　やった！」

「おいいいいいっ!?　速すぎだろおおおおおっ!?」

　非公式であり、お母さん参考記録ではあるが、タイムは３秒８８だ。

　そこからかなり遅おくれてフィニッシュした真人は、がっくりと項うな垂だれて、真々子先生の前に膝ひざをついた。

「な、何だよ今のは……何だったんだよ……」

「今のはね、先生の秘策、その名も・お母さんの気持ち・よ」

「お母さんの気持ち……？」

「そう。……先生はね、最愛の息子にお弁当を届けたいお母さんの気持ちで走ったの。だからあんなに速く走れたの」

「ふ、ふざけるなよっ！　そんなもんで速く走れるようになるわけがないだろっ！……俺は認めない……常識を守るための最後の砦とりでとして、俺は絶対に認めない！」

　地面を引っぱたきながら激しく叫さけぶが。

　そんな真人を尻しり目めに、生徒たちが真々子先生のところにわーっと集まってくる。

「真々子先生！　今の走り、滅め茶ちや苦く茶ちやすごかったですよ！」

「どうやってあんなに速く走ったの？　教えてほしいな！」

「うふふ。それはね、とっておきの秘策を使ったのよ」

「秘策ですか……その秘策を使ったら、僕も速く走れるようになるのかな……」

「ええ、もちろんよ」

「んなわけねーだろっ！　ねーから！……ああもう、こうなったら……俺が真実ってやつをわからせてやる！　お前ら全員、その秘策とやらを使ってかかって来い！　俺が相手してやんよ！」

　ということで。真人ＶＳ誤解をしているＮＰＣ生徒全員。

　お母さんの気持ちで運動能力上じよう昇しようなんて、馬ば鹿かげた話を認めてなるものか。真人は絶対に負けないことを誓ってスタートラインに立って。

　いざ勝負。レーススタート！

　第一試合。

「みんな頑張って！　お母さんの気持ちよ！　位置について、よーい……お母さん！」

「ふざけんなっ！　そんなもので足が速くなるわけが……！」

「今日は燃えるゴミの日！　あ、回収車がもう来てる！　急いで出しに行かないと！」ズビュンッ！

　勝者、出席番号一番君。

　第二試合。

「よーい、お母さん！」

「くっ！　そ、そんなわけない！　そんなわけ……！」

「スーパーのタイムセール終しゆう了りようまであと五分しかないわ！　これは急がないと！」ズビュビュンッ！

　勝者、出席番号二番さん。

　第三試合。

「お母さん！」

「ま、待って!?　ちょ待って!?　こんなことがあるわけ……！」

「あ、そろそろ子供の塾じゆくが終わる時間だ！　最近は何かと物ぶつ騒そうだし、急いで迎むかえに行かないと！」ズビュビュビュンッ！

　勝者、出席番号三番君。

　とまあ、そんな感じで……







　結果。

「すごいよ真々子先生！　俺たち本当に足が速くなったよ！　俺たち生徒全員が真人君に圧勝だったよ！」

「真々子先生が言ったことは本当だったわ！　私もう感激！」

「運動が苦手な僕がこんなに速く走れるなんて、感動だよ！　真々子先生に教えてもらってよかった！」

「ママさん先生！　自分ももっと走りたいです！　運動をもっともっと楽しみたいです！」

「うふふ。それはよかったわ。それじゃこの調子で、体育の授業を楽しみましょう！」

「「「「はいっ！」」」」

　真々子先生を中心に生徒たちがワーッと盛り上がっている。

　その一方で。

「ぜーっ、ぜーっ……み、認めないぞ……こんな馬鹿な話が……あって、たまる……か……がくっ」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの真人は、一人寂さびしく息絶えたのだった。

　いやまあ死んでないけど。







「……はぁ……あーもう、やってらんねぇ……もーヤダ……もう勝手にしろよ……これ以上は付き合いきれねーよ……」

「ちょっと真人。拗すねるんじゃないわよ」

「そうですよ真人君。自分の存在意義を捨ててはいけません」

「俺の存在意義って何だよ……俺は孤こ高こうのツッコミ係になった覚えはねぇよ……」

「真人さん！　頑がん張ばりましょう！　ファイトです！」

「うぅぅ……ポータに応援されたら、そりゃもちろん頑張りたい気持ちになっちゃうんだけど……でもな……」

　どう頑張っても、真人はきっと何もできない。

　なぜなら、次の授業は。

「みんな！　三時間目と四時間目は、二時間続けて、お待ちかねの調理実習よ！　うふふ！」

　エプロン姿があまりにも似合いすぎる真々子先生がおっしゃった通り、ここからは料理の時間だ。

　調理器具や実験器具なら何でも揃そろう調理科学室にて。家庭科の授業である。

　真々子といえば料理。料理といえば真々子。

　真々子先生が最も得意とする分野の授業を行うわけだから、そりゃもう盛り上がって当然。すごい料理がじゃじゃーんと現れて、ワーッとなって、感心されまくって尊敬されまくって当然。

　最初からわかっていることだ。

「……はぁ……ここで誤解を解くとか、まあ無理だよな……」

　真々子先生はすごい！　という流れを止めることは不可能に思える。

　なので真人は机に突つっ伏ぷし、ここは潔いさぎよく傍ぼう観かんすることに決めたのだが。

　その時、真々子先生が申し訳なさそうに告げた。

「それでは始めましょう……と言いたいところなんだけど……実はね、困ったことに、調理実習用の食材がないの。だからお料理を作れないの」

「……え？」

　予想外の言葉が耳に入り、真人は思わず体を起こす。

　食材がない……真々子先生が言ったことは本当だ。教室の中には、調理器具は大量にあるが、肝かん心じんの食材がどこにもない。

　これでは調理実習なんてできやしない。

「おおっ……これはもしや、授業終了のお知らせか？　そうだな？　そうなんだな!?」

　真々子は授業に失敗し、妙みような幻げん想そうはここでお終しまい。世界は正しい認にん識しきと共に動き出す。

　真人は思わずガッツポーズして喜んだ……だが。

「だからね、今日はまず、食材を集めるところから始めたいと思います」

　真々子先生がそんなことを言い出した。おいおい、やる気だぞ。

「食材を集めるところからって……あの、真々子先生！　ちょっといいですか！」

「はいマー君。どうぞ。何かしら」

「食材集めってことは、買い出しですよね。……いやー、でもそれってどうなんですかねぇ？　授業時間内に学園から出るって、あんまりよくないんじゃないですかぁ？　よくないですよねぇ？」

　真人はここぞとばかりに嫌いやみな口調で言ってやった。我ながらムカつく感じで。

　でもこれでいい。食材集めができなければ調理実習はできない。お母さん無む双そうの流れを阻そ止しするためにも、ここは外出禁止を理由に終了ということにしたい……

　しかし真々子先生は、余よ裕ゆうをもって微笑ほほえんでいる。

「はい、そうですね。何だかちょっとおかしなマー君が言う通りだわ」

「おかしなって……ま、まあ、自分でもそう思ったけど……でもさ、だったらさ！」

「でもこんな時、お母さんたちの力をお借りすれば、何とかなっちゃうのよ？」

「は？……いや、そんなわけが……」

「うふふ。あるのよ。それじゃお見せしましょう。……みんな、教室の窓まど際ぎわに集まってくれるかしら」

　真々子先生の指示に従い、生徒たちは窓際に集合。真人もしょうがなく、一番端はじっこに集まって。

　真々子先生は窓を開けながら、ワイズたちをはじめとする熱心な生徒たちに問いかける。

「それじゃみんなに質問するわね。私たちが普ふ段だん食べている食事の材料は、一体どこから来ているのかしら」

「どこからって……食材屋からよね」

「そうね。じゃあ食材屋さんにある食材はどこから来ているかしら」

「食材屋にある食材は……農家や畜ちく産さん家、漁師の方から卸おろされた物だと思います」

「じゃあさらに、そういった職業の方々はどこから食材を収しゆう穫かくしているかしら」

「はい！　畑とか、牧場とか、海とかです！」

「そうね。じゃあここで問題よ。……畑や牧場がある大地、そして海は、それぞれどんな人に例えられるでしょうか」

　真々子先生が問いかけると、生徒たちは顔を見合わせて、すぐに気付いて。

　約一名、息子むすこ生徒が盛せい大だいにため息を吐つきながら教室から出て行ったようだが。そちらはさておき。

　生徒たちは声を揃えて答えた。

「「「「大地も、海も、お母さんです！」」」」

「その通り！　みんな正解よ！　それじゃ今からお母さんの力をお見せするわね！」

　真々子先生がその両手に剣けんを握にぎる。

　右手には、灼しやく熱ねつ色の剣、大地の聖剣テラディマドレ。

　左手には、濃のう蒼そう色しよくの剣、大海の聖剣アルトゥーラ。

　窓の外に向けて双そう剣けんを掲かかげ、真々子先生は言葉を捧ささげる。

「母なる大地よ、母なる大海よ……あなたたちも母なら、私の気持ちがわかるわよね……多くの子供たちが料理のお勉強をしようとしているの……そうして料理を学んだ子供が、お母さんと一いつ緒しよに台所に立つところを想像したら、とってもワクワクしちゃうわよね……この気持ちをわかってくれるなら、どうか力を貸して！」

　その呼びかけに、大地と大海がすかさず呼応する。

　途と端たん、町の方で巨きよ大だいな土の柱が立ち、同時に海の方でも巨大な水柱が立った。

　二つの柱は学園に向けて一いつ斉せいに倒たおれてきて。

　それぞれの柱の先せん端たんにあった食材屋と一隻せきの船が、ピタッと、調理科学室の脇わきに横付けされた。

「おわぁっ!?　な、何だ何だ!?　何事だ!?」

「おいおい！　どうなってんだこりゃぁ！」

　食材屋の店主と漁師のおっちゃんが滅め茶ちや苦く茶ちや慌あわてているようだが。

　真々子先生はにっこり微笑んで呼びかける。

「突とつ然ぜんすみません。実は今、調理実習をしているところなんですけど、食材がなくて……」

「へ？　調理実習の食材？　おお、それはちょうどよかった！　売れ残りって言ったら悪いけど、余りそうな食材がたくさんあるからさ！　遠えん慮りよなく使いなよ！」

「こっちも食材ならどっさりあるぜ！　今日は大漁すぎて、売り捌さばけない量でよ！　余らせて腐くさらせちまったら海に申し訳ねぇ！　ささ、遠慮なく貰もらってくれや！」

　気のいい店主と漁師が教室の窓辺に食材を積んでいく。肉に野菜に果物、魚に貝に海かい藻そうもどっさり分けてくれて。

　あとついでに、土の触しよく手しゆによって「ふむむっ!?　むぐーっ!?」土の輪っかで拘こう束そくされ猿さる轡ぐつわをかまされている真人が、食材の山の脇にちょこんと添そえられて。

　食材確保完かん了りよう！

「あらまあ、こんなに！　本当に助かります！　お代は後でお支し払はらいしますから……」

「お代なんていいから！　生徒さんの勉強のためだからね！　ちゃーんと料理の勉強をして……食材に興味を持って、うちの店に勤めてくれたらそれでいいさ！」にこっ

「こっちも右に同じくだ！　漁師って仕事は楽しいぜ？　いつでも従業員を募ぼ集しゆうしてるからよ！　待ってるぜ！」にこっ

　お代の代わりの就職を希望しているようで。まあそういうご時世かなと思ったりしつつ。

　食材屋と船を乗せた二本の柱はするすると引き返していった。

　で。

「こ、これがお母さんである真々子先生の力……すごい！　すごすぎる！」

「お母さんの力がこれほどだなんて……私、全然知らなかったわ！」

「お母さん大地に、お母さん海……僕たちはお母さんの力と共に生きていたんだ……それを真々子先生というお母さんに教えられて……僕の心はもうお母さん尽づくしだよ！」

　圧あつ倒とう的すぎる光景を目にした生徒たちは、もうお母さんのことしか考えられない！　お母さん最高！　真々子先生万ばん歳ざい！

　といったところで。

「はい。それじゃ調理実習を始めましょう。作るのはお昼ご飯。メニューは自由よ。食材も自由に選んでね」

「「「「はーい！」」」」

　さあ料理の時間だ。予測可能で回かい避ひ不可能な真々子先生無双の始まりだ。

「さてと。それじゃ先生も何か作ろうかしら」

「真々子先生が料理するとこ、ちょー見たいんだけど！」

「そうですね。私もまずは見学させていただきたいです」

「ママさん先生はどんな食材を選ぶのでしょうか！」

「先生が選ぶ食材は、もちろん……うふふ……」

「むぐっ？　むぐぐぐっ!?　むんぐーっ!?」

　じっと見つめてくる甘い視線を感じて、一いつ匹ぴきの食材が激しく暴れ出した。

　真々子先生が選んだ食材は、とっても活いきがいい、新しん鮮せんな息子だ。







　そして昼休み。

　調理されそうになった息子が、調理された息子をじーっと見つめている。

「……自分の顔のキャラ弁なんて、どう食えばいいんだよ」

　弁当箱の中にある自分の顔（リアルすぎ）を眺ながめ、真人はどこまでも深いため息を吐くのだった。







　五時間目。

　本来なら別の科目が予定されていたのだが、急きょ、五時間目も家庭科の授業になった。

　というのも。

「真々子先生！　お母さんを教えてください！」

「私たち、お母さんのことをもっと勉強したいんです！」

「お母さんを知れば何かがわかる……僕がこれまでずっと出せなかった答えが出るような、そんな気がするんです！　だから！」

「ええ、わかったわ。それじゃ、先生が教えられる全すべてをみんなに伝えるわね」

　ということで、生徒たちの強い要望により家庭科の授業である。

　内容は、お母さんの重要スキルの一つである、掃そう除じだ。

　教室にて。箒ほうきを手にした真々子先生が講義を開始する。

「まずは〝お母さん掃除〟の基本をお勉強しましょう。先生がお掃除するところをよーく見ていてね」

　真々子先生は床ゆかをサッサと掃はく。サッササッサとリズムよく。

　ただ単に、普ふ通つうに掃除しているだけのようなのだが。

　周囲に集まっている生徒たちは非常に熱心に見つめている。一挙手一投足を見み逃のがさないよう、ひたすら真しん剣けんに見つめている。

　そんな様子を遠巻きに眺めている真人は、とことん呆あきれている。

「おいおい、なんでそんなに注目しちゃってるんだよ……意味わからんぞ……」

　母親ＳＵＧＥＥＥＥＥなところを何度も見せつけられて、みんな頭がおかしくなっちゃったのか。たぶんそうなのだろう。

　これはいよいよ危機的状じよう況きようだ。

「（何とかしないと……ああそうだ、何とかするんだ。勇者である、この俺が！）」

　おかしな方向へ進もうとしている世界を正すのだ。真人は強い使命感を胸に、今こそ何とかしようと……！

　と、そんな時、ワイズがそっと近寄ってきた。

「やれやれだわ。真々子先生の掃除の意味がわからないなんて、真人はまだまだ未熟者ね。未熟なお母さんだわ」

「いや俺はお母さんじゃないから未熟者で全然いいんだけど……ていうか、あの掃除の意味って何だよ。意味なんかねーだろ」

「あるわよ。あたしを見ればわかるでしょ。ほら」

「いや、お前を見てもさっぱりわからな……はっ!?」

　その時、真人は目もく撃げきした。とんでもないものを見た。

　ワイズは箒を手にして、床を掃いている。問題はその掃き方。

　ワイズは掃いているのだ……床をサッサと、まるで〝ハハ〟という字を書くように掃いている。

　あらためて真々子先生に目を向けてみると、真々子先生の掃き方もまさにその通りで。

　さらに。

「……あっ！　メディも！」

　メディは窓に洗せん浄じよう液を噴ふきかけている。窓に付着した泡あわは〝ハハ〟という文字を形作っている。

　さらにさらに。

「ああっ!?　ポータまで!?」

　雑ぞう巾きんで洗浄液を拭ふき取っているポータの手の動きも〝ハハ〟だ。

　さらにさらにさらに。真々子先生の指導を受けて黒板掃除を始めた生徒も、壁かべを拭いている生徒も、机を拭いている生徒も、いずれも〝ハハ〟という字を書くように手を動かしていて。

　そして。

「……はっ!?　そ、そんな？　まさか……俺まで!?」

　真人も自おのずと〝ハハ〟という字を書くように箒を動かしていた。いつの間に!?

　愕がく然ぜんとする真人に、ワイズたちがそっと囁ささやいてくる。

「真人。心穏おだやかに、目の前で起きていることを見つめなさい」

「〝ハハ〟──すなわち母によって、全てが清潔に美しくなっていくのですよ」

「お掃除は、自分の心を綺き麗れいにするのと同じことです！」

「掃除で……自分の心を綺麗に……」

　そう。お母さん掃除で教室を綺麗にすると、同時に、掃除をする者の心の中も清せい掃そうされていくのだ。

　母によって、心の中に溜たまった不要なこだわりが取り除かれていくのである。

　それこそお母さん掃除の意味。お母さん掃除の圧倒的効果。

「（……俺の心にこびりついていた否定的な気持ちが……消えていく……）」

　母の名のもとに、心の隅すみ々ずみまでクリーンに。

　母によって綺麗になっていくのが、とても心ここ地ちよい。清すが々すがしい。

　真人の目から鱗うろこがぽろぽろ零こぼれ落ちた。慣用表現ではなくマジで。

「……俺は……俺は一体何を……こんなにすごいことを、どうして拒こばんでいたんだろう……」

「やれやれ。真人もやっと気付いたみたいね」

「そうですね。ついに真人君も理解したようです」

「それじゃ真人さん！　自分たちと一いつ緒しよに、お母さん掃除をしましょう！」

「おう！　そうだな！　それじゃ俺も、お母さん掃除するぜ！」

　そうして、誰だれもがお母さん掃除で心を磨みがかれ、お母さんの素す晴ばらしさを純じゆん粋すいに受け止められるようになって……







　真々子の一日先生は終わりを迎むかえた。

「名残なごり惜おしいけど、お母さんたちは次の冒ぼう険けんに向かわなくちゃいけないものね。……それじゃ、帰りましょう」

「ああ。帰るか」

　学園の校舎に背を向けて、真々子はゆっくりと歩き出す。真人たちも後うしろ髪がみを引かれるような思いを振ふり切って歩き出して。

　と、その時。

「真々子先生！　待ってください！」

　昇しよう降こう口から生徒たちが飛び出してきた。真々子先生の教え子たちだ。

「真々子先生！……できることなら、ずっと俺たちの先生でいてほしいけど……」

「でも真々子先生は行かなきゃいけないのよね！　わかってる！　だから止めないわ！　ただ私たちの気持ちを聞いてほしいの！」

「僕たちは大だい丈じよう夫ぶだから！　だって、真々子先生から大切なことを教わったから！　僕たちが進むべき道を教えてもらったから！」

　アスキーアート顔で号ごう泣きゆうしている生徒たちは、その胸の内にある熱い思いを全力で告げる。「俺は！」「私は！」「僕は！」彼らは！

「「「いつか必ず、真々子先生みたいな、立派なお母さんになってみせるからっ！」」」

　お母さんの素晴らしさを知り、誰もがそうあることを心から求めるようになったのだ。進路決定！

　さらに、ライバルたちへ。

「真人君！　いつか俺が立派なお母さんになったら、勝負してくれ！　どちらがよりお母さんか競きそおうじゃないか！」

「ああいいぜ！　俺はお母さん勇者として逃にげも隠かくれもしない！　かかってこいよ！」

「ワイズさん！　メディさん！　私たちも勝負よ！」

「ふふん！　上等じゃない！　どちらがよりお母さんか、あたしの連続お母さんで証明してあげるわ！」

「お母さん魔ま法ほうでしたら負ける気がしませんね。蹴け散ちらして差し上げますよ。ふふふ」

「ポータちゃん！　僕たちはお母さん生産職のスキルで勝負だよ！」

「はい！　自分、お母さんクリエイションなら絶対に負けません！」

　いつか再会し戦うことを誓ちかい合って。

　今度こそ別れの時だ。真々子が満面の笑え顔がおで告げる。

「それじゃ、みんな元気でね！　次に会う時はみんなお母さんよ！」

　そしてもう振り返らない。振り返る必要はない。

　未来につながる多くの泣き声を背に、真々子たちは歩き出す……

「って、何じゃこりゃああああああっ!?　誰か止めろやああああああっ！」

　夕暮れの町に、ふと正気に戻もどった真人の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたるのだった。




















第三章　これを最後に、母さんにはもうアンケート回答させないことにする。絶対に。









【お名前】

　大おお好すき真ま々ま子こ

【ご職業】

　普通の勇者の母親

【ご住所】

　不定（息子むすこや仲間の子たちと一緒に、冒険の旅をしている関係で、普ふ段だんは宿屋さんに泊とまっています）

【ご連れん絡らく先】

　ma-kun-no-oka-san@mmmmmorpg

【ご希望のプレゼント番号】

　２番の〝仲良し親子水すい筒とう〟をお願いします

【ご意見やご要望など、ご自由にお書きください】

　旅の途と中ちゆうに立ち寄った町で、お買い物をしていた時に、このスペシャルイベントのことを教えてもらいました。チラシもそこでいただきました。

　私たちは冒険者をしていて、クエストの依い頼らいは頻ひん繁ぱんにチェックするのですが、こういうことは見落としてしまいがちです。こんな大事なイベントに気付けないなんて、とても残念なことです。

　せっかくの機会を逃のがさないために、メールでお知らせしてもらえるサービスがあったらいいな、と思いました。検討していただけたら嬉うれしいです。

　今回のスペシャルイベントは、今いる場所から遠く離はなれた町で開かい催さいされますけど、仲間の子が移動の魔法を使えるので、なんとか参加できそうです。

　年に一度の、この機会。とても楽しみです。全力で頑がん張ばります！

　どうぞよろしくお願いします。
















　夜。宿場町の宿屋にて。

　一日の汚よごれと疲つかれを風ふ呂ろで落とした真まさ人とは、飲み物を求めてダイニングにやってきた。

「……あれ、明かりがついてる。誰かいるのか？」

　軽く覗のぞいてみると、真々子がいる。テーブルの片かた隅すみで、熱心に書き物をしているようだ。

「まだ運営からのアンケート……ってわけじゃなさそうだな」

「あらマー君。もうお風呂から出ちゃったの？　お母さんも一緒に入ろうと思ってたのに」

「早めに出て、命拾いしたよ。……んで？　今度はなんだ？」

「これもアンケートよ。回答して持っていくと、プレゼントが貰もらえるの」

　真々子がアンケート用紙を見せてくる。紙かみ媒ばい体たいのアンケートだ。

　回答を読んだ真人は、これで朝から三度目となる、本気で嫌いやそうな表情を浮うかべた。

「プレゼントの希望が仲良し親子水筒って……どう考えても要いらないんだが……それよりも、ちょっと聞かせてくれ」

「ええ。何かしら」

「スペシャルイベント、とか書いてあるけど……これは……」

「とってもとっても素敵なイベントよ！」ピカーッ！

「お、おう。急にテンションが跳はね上がったな……また母親のためのイベントか？」

「そうじゃなくてね、この前みたいな大会じゃなくて、マー君やみんなも一緒に参加できるイベントなの！　でも、そうは言っても、いざとなったらお母さんに任せてくれてもいいわ！　お母さん、頑張っちゃうから！」

「母さんがやる気になっているところを見ると、逆に不安になるんだが……」

「というわけで、マー君にお願いがあるの！」

　真々子が猛もう烈れつに迫せまってくる！「ね、マー君！」「近いって！」真人は咄とつ嗟さに手でガードするが、そのガードを潜くぐり抜ぬけて、さらに迫ってくる！

「明日、できればみんなで参加したいんだけど、どうかしら！」ぐいぐいっ！

「明日？　明日は……特に予定がないから、ワイズたちも『何かしたいわよねー』とか言ってたけど……」

「だったら、いいかしら！　ねえマー君、いいかしら！」ぐいぐいぐいぐいっ！

「あーもう、わかったよ！　参加すればいいだろ！　明日は、母さんと一緒に、そのスペシャルイベントに参加する！　そういうことで！」

「ありがとう、マー君！　そう言ってもらえて、本当に嬉しいわ！」

「はっ!?　来る!?」

　真人が了りよう承しようすると、真々子がすかさず熱ねつ烈れつハグを！「マーくーん！」「させん！」真人は真々子の肩かたを押さえて、今度こそ接近を防いだ！

「よし！　間かん一いつ髪ぱつセーフ！……俺は、隙すきあらば母さんに抱だきしめられるような、甘い息子ではないのだよ！　ふはははっ！」

「あらあら。マー君ったら、遠えん慮りよしなくてもいいのに」

「遠慮とかじゃなくて！　スキンシップは程ほど々ほどにしろって、いつも言ってるだろ！」

　息子を抱きしめたい母の力で抵てい抗こうしていたものの、真々子はしぶしぶ身を引いた。

　真人はホッと一安心……

「それじゃアンケートの記入を済ませましょう。……【追つい伸しん。息子のマー君も、お母さんと一緒に参加すると張り切っているので、ますます楽しみです！】……これでいいわ。仲良し親子で頑張りましょうね。うふふ」

「おいっ!?　ふざけんなっ！　母親に甘えてる息子みたいに書くなよっ！」

　自身で書いたドリーム文章に大満足の真々子はさておき。

　スペシャルイベントに、勇者親子と仲間たちが参戦する！











第四章　ちょっと買い物……そう言いつつ、それだけで終わらないのが、母親の常だ。









　いきなりだが、死し闘とうだ。何をどう言っていいのかわからないほど、あり得ないほど激しい戦いが幕を開けた。

　戦闘開始早々、ワイズが先せん陣じんを切り、決死の覚かく悟ごで突とつ撃げきを仕し掛かける。

「ここはあたしに任せて！　超ちよう絶ぜつ賢けん者じやの力を見せてあげるわ！」

　スタートダッシュの勢いは、とてもいい……

「って、あれ？……ちょおおおっ!?　待って待って待って!?　ふぎゃっ!?」

　ワイズは、頭の両側にぶら下がっている巻まき髪がみを摑つかまれて、引っ張り回されて、軽々と放ほうり捨てられてしまった。けっこうなダメージ！

　相手は数が多く、闘争意い欲よくが旺おう盛せいで、通常では考えられないほどの力を有している。

　仲間の一人が瀕ひん死し状態。こんな時は、回復係の出番だが。

「ワイズさんが無力で役立たずなのは、いつものことです。仕方がありませんね……ここは私に任せてください！」

　美少女スマイルを浮かべたメディは、べちゃっと突つっ伏ぷしているワイズを余よ裕ゆうで放ほったらかして、突撃を仕掛ける。

　群れの中に割り込んで、成果を上げようと……

「え、ちょっと……あ、あのっ……きゃああああっ!?」

　割り込むのは無理だった。首根っこを摑まれて、ぽいっと、あっさり放り捨てられてしまった。「はろー・まい・ふれんど」「く、屈くつ辱じよくです……！」ワイズの傍そばまで転がって、床ゆかに突っ伏して涙なみだしている。

　やはり太た刀ち打ちできない。ここが潮時だ。

「無理だな。よし諦あきらめよう」きっぱり

「真まさ人とさん、待ってください！　自分も頑張ってみます！　行きます！　えーいっ！」

「あっ、ポータ!?」

　なんとポータも突撃を仕掛けた。

　小さい体を活いかして、群れをかき分けて、かろうじて前進できたが……

「あ、あれ？　わっ、わわっ、ひゃわああああっ!?」

　もみくちゃにされて、目を回して、ポータ自身もくるくる回っている。「ポータ！　俺の手を摑め！」「ひゃいいい～……」なんとか引っ張り出して救出した。

　どうにも相手が悪すぎる。勝ち目がなさすぎだ。

「やっぱ無理だったな。これはもう退ひくしかないだろ」

　真人は撤てつ収しゆう指示を出そうとした。

　だが、その時。

「マー君、大だい丈じよう夫ぶよ！　お母さんに任せてね！……それじゃ行くわよ！　おー！」

　最後に控ひかえていた真ま々ま子こが、威い勢せいよく声を上げた。

　その右みぎ腕うでには、灼しやく熱ねつ色の買い物カゴ。

　その左腕には、濃のう蒼そう色しよくの買い物カゴ。

　買い物カゴを二つ装備した真々子が、にこやかに微笑ほほえみながら突撃する。

「ちょっと失礼しますね。前をごめんなさいね。お先に、どうも」

　群れの間を、目にも留まらない速さで通り抜けて。

　手を伸のばして摑むのは、特売品。

「あら、これいいわね。あ、これもいただこうかしら。あら安いわ。これも買っておいた方がいいわね」

　目的の品や、そうでないものも、瞬しゆん間かん的に吟ぎん味みして、品物を次から次へと買い物カゴに入れていく。神速の買い物だ。

「はぁ……やっぱ母さんが大活かつ躍やくか。まあ予想通りだけどな」

　真人は呆あきれて、手にしているチラシの表を眺ながめる。

【年に一度のスペシャルイベント！　超ちよう超超特価セール開催！】

　真人たちが参加したのは、つまりそういう戦いである。

「バーゲンセールでも無む双そうするなんて、さすが真々子さんね」

「通常の、二倍の量を、売り場全体をくまなく回ってお買い物していらっしゃいますね。圧巻です」

「ママさん、すっごいです！　スーパーお母さんです！」

　その激しさを直じかに感じた女子たちは、真々子の動きに感動しまくっているようだが。

　真人的には、もうどうでもいい。

「……とりあえず、景品交こう換かんしてくるわ」

　怒ど濤とうの勢いで特売コーナーに群がる客たちと、そんな中でも無双する真々子の姿に背を向けて、仲良し親子水すい筒とうを貰いに行く真人だった。







　買い物という名の激戦を終えた真人たちは、大量の戦利品をポータのバッグに預けて、店を後にした。

　目を向けた先にあるのは、白い土つち壁かべや、レンガの壁に、暖色の屋根がのっかっている建物たち。まさに王道ファンタジーの町並みであり……見覚えがある風景だ。優やさしく吹ふき抜けた風の香かおりも、どこか懐なつかしく感じられる。

　真人たちの現在地は、冒ぼう険けんのスタート地点、カーサーン王国の首都だ。

「いきなりカーサーンに戻もどりたいって言い出したから、何かと思えば……」

「だって、年に一度の大セールだったのよ？　二千マム以上お買い上げ毎ごとに、卵が一パック無料なのよ？」

「はいはい、わかったよ。母さんとしては、絶対に見過ごせなかったんだよな。……けっこう美お味いしいクエストがあったのに、セール優先とか……親子の冒険はホント大変だよ」

「美味しいクエスト？　食べられるクエストもあるの？」

「そういう意味じゃなくて。報ほう酬しゆうがすごくいい、みたいな……あーもういいけど」

　クエストは食べ物ではありません、なんて、説明するのも面めん倒どう臭くさい。パスだ。

　そんな真人の態度を見て、仲間たちがチクチクつついてくる。

「ちょっと真人。ぐだぐだ言ってんじゃないわよ。悪いことばっかじゃないでしょ」

「そうですね。お得にお買い物をして、食材の補ほ充じゆうができましたからね」

「ママさんに美味しいご飯を作ってもらえます！　自分はとっても楽しみです！……あ、真人さん！　準備ができたので、どうぞ！」

「どうぞって……？」

　ポータが渡わたしてきたのは、景品として貰もらった親子水筒の、子供用だ。

「ＨＰ回復ポーションを詰つめ替かえてみました！　ママさん用の、お母さん水筒も準備できてます！　どうぞ！」

「ありがとう。肩にかけて持ち運べるのね。……これでいいかしら」

　真々子は、お母さん水筒を装備した。大きな胸の間に、肩ひもがフィットしてる。

「ほら、マー君も」

「いや無理です。勘かん弁べんしてください。ホント許してください」

「ちょっと真人。遠慮するんじゃないわよ。ぷぷっ」

「ポータには悪いけど、これを装備するのは無理だ！　ちょっとイメージしてみろよ！」

　お揃そろいの水筒を装備した勇者親子が戦う。

　渾こん身しんの一いち撃げき！　水筒が激しく揺ゆれる！　とどめの必殺技わざ！　すかさず水筒カットイン！

　水筒装備で戦闘は無理だ。「ぷははっ！　シリアスが死ぬ！」「だろ！」ぶらんぶらん揺れる水筒に目がいって、誰だれも戦いに集中できないだろう。

　親子水筒は、あくまでコレクションアイテムとして、ポータに保管してもらって。

「とにかく、買い物はこれで終わりだよな！　じゃあ今から通常通りってことで！」

　転送魔ま法ほうで、とんぼ返りして、別の町で美味しいクエストだ。真人はさっそく話を切り出そうとした。しかし。

「あら？　あのお店は何かしら」

　真々子がふと立ち止まり、通り沿いにある建物を眺めた。

「おいおい待てよ。さらに買い物とか、本気で勘弁してほしいんだけど……ん？」

　真々子が眺めている建物は、確かに商店らしい佇たたずまいをしているが。

　掲かかげられている看板には、店名も、どんな商売をしているのかも、何も書かれていない。

　ワイズとメディも建物を眺めて、小首を傾かしげている。

「閉店した店っぽい？　それとも開店準備中？」

「新築のようですから、これから営業を開始するお店だと思いますけど……それにしては、なんの作業もされていませんね……」

「自分、ちょっと見てきます！」

　ポータが建物に駆かけ寄って、窓から中を覗のぞき込む。そして突とつ然ぜん、「わわっ!?」びっくり仰ぎよう天てんして、体を仰のけ反らせた。

　真人は急いで駆け寄って、建物の中を覗いてみる。

「おいどうした！　何か……あ……」

　内部は、さながらファストフード店のような造りになっている。注文を受け付けるカウンターがあって、テーブルセットがいくつか置かれていて……

　入り口通路のど真ん中に、棺かん桶おけが横たわっている。

「あー、はい……俺たちの前に現れる棺桶って、大体、あの人だな」

　真人の一言に、店内を覗き込んでいる仲間たちが揃って頷うなずいた。







　建物は施せ錠じようされていない。「歓かん迎げいされてるみたいで、嫌いやなんだけどな」真人たちは中に入って、すぐにメディが蘇そ生せい魔法を使用する。

　棺桶が霧む散さんして、修道女の恰好をした例の人が起き上がった。

「これはこれは。この度たびも蘇生していただき、ありがとうございます。私はシラーセ……皆みなさんの冒険の案内役であり、たまにちょっとしたお願いをするだけの、人じん畜ちく無む害がいなシラーセですとお知らーせします」

　どんな時でも冷静な顔のシラーセが、ぺこりとお辞じ儀ぎしてくる。

「では、生き返らせていただいたお礼に、この土地と建物をプレゼントいたします。ここで素す敵てきな店を経営して、迷える親子を助けてあげてください。よろしくお願いします」

　真人たちは不動産資産を手に入れた！　資産を有効活用する冒険が始まる！

　なんて、そんな冒険をする気はなく、真人はジト目でシラーセを見つめる。

「で、今回は何を企たくらんでいるんですか？」

「その言い方は心外ですよ。私は純じゆん粋すいに、皆さんにご協力をお願いしたいのです。……実は、少々困ったことになっているのです」

「困ったこと？　何かあったのかしら」

「言ってしまえば、運営側の事情なのですが……このゲームは、親子の絆きずなを重視しているにもかかわらず、親子を支し援えんするサポート体制が不足しているのではないか、という意見が多数、寄せられまして……」

「サポート体制が不足？　あたしはそんなの感じたことないけどなぁ」

　ワイズが何気なく呟つぶやくと。

　シラーセは、ものっすごい真顔でワイズを見つめ返した。

「例えば、とある親子が喧けん嘩か別わかれをして事件を起こしたりとか」

「うっ……」

「逆に、ずっと行動を共にしていたせいで、ストレスをため込んで、その結果として事件を起こしたり」

「そ、それは……」

「特別措そ置ちを利用して、長期間に亘わたり、子供だけで冒険していたり」

「あうぅぅ……」

「といったように、複数の親子が身勝手な行動をして、様々な問題を起こしたことが引き金となり、サポート体制の強化が求められているのです」

　ワイズからの流れ弾だまで、メディとポータもチクチク言われている。

　挙げられた事例の当事者である三人は、居い心ごこ地ち悪そうに、申し訳なさそうに俯うつむいている。一応は、各方面にご迷めい惑わくをおかけした自覚があるようだ。

　シラーセは満足そうに頷いて、あらためて告げてくる。

「運営としては、取り急ぎ、親子のための相談窓口を作ることにしました。ひとまず私が、施し設せつを設置する場所の下見に訪おとずれたのですが……不可解なバグ死をしてしまい……」

「偶ぐう然ぜんやってきた俺たちが、不幸にもシラーセさんを蘇生させてしまって、面めん倒どう事を背負う羽目になるわけですか」

「うっかり悪あく魔まの封ふう印いんを解いてしまった、みたいな反応をされるのは、甚はなはだ不本意ですが、まあそういうわけです。いかがですか？」

「急に言われても困るんですけど……」

「もちろん、皆さんの冒険を優先していただいて構いません。施設の運営については、冒険の合間の息いき抜ぬき、あるいはサブイベント……または、散々迷惑をかけたことに対する贖しよく罪ざいとしてご協力いただければ構いません」

「そっ、それいいじゃん！　やるやる！　やるってば！」

「誰かが同じ過あやまちを犯おかさないように、教えて差し上げるべきですよね！」

「は、はい！　自分も、すっごくお手伝いしたいです！」

　自分の罪を帳消しにしたい女子たちが、すごくやる気だ。むしろ必死だ。

　さらに、真々子も。

「これまでの経験が、他ほかの親子さんたちの助けになるかもしれないわね。とっても素敵なことだわ。……ねえマー君。やってみたらどうかしら。ね、どうかしら。ね」

　ここぞとばかりに、真人にぐいぐい迫せまって、にっこり笑え顔がおだ。

「はぁ……母さんは、息子と一いつ緒しよに冒険する日々を、誰かにしゃべりたいだけだろ」

「そ、そんなことないわよ？　ただおしゃべりしたいわけじゃなくて、誰かのお役に立てればいいわねって思って……」

「いいから。わかってるから。母さんがおしゃべり好きなのは、今に始まったことじゃないから……」

　と。

「ワイズさん、メディさん、ポータさん、そして真々子さんもご協力いただけるのですね。ありがとうございます。では決定ということで」

「え？　あの、シラーセさん？　俺の意見は？」

　真々子が話に乗った時点で、決定だ。

「それでは真々子さん。代表して、こちらの書類に記入をお願いします。フィーリングでパパッと書いていただいて結構ですよ」

「私が書いていいのね。それじゃ、フィーリングで……」さらさらっ

「あっ!?　おい待て!?」

「では、後のことはお任せします。よしなに」

　責任者のシラーセが、認め印をポンと捺おして、手続きがあっさり完かん了りようして……







　商業区画の一等地に、どどーんと新装開店。その名も！

【お母さん屋】

　看板に書かれている文字を、何度見ても、どの角度からどう見ても、お母さん屋だ。

　真人は、店の前の通路に這はいつくばったまま、立ち上がれない。

「おい……なんだよこれ……」

「ねえマー君、どうかしら！　お母さんは、とっても素敵なお店だと思うわ！」

「どこが!?　どの辺が!?　素敵な部分がどこにも見当たらないんだけど!?」

　カーネーションの花などが飾かざられた、ちょっとお洒落しやれなカフェ風の佇まいに、堂々たる【お母さん屋】の看板だ。

　しかも真人にとっては、実の母親が経営者の店である。「下手したら、レンタルビデオの十八禁コーナーより入りづらいだろ」「あらマー君。そんなところに……」「い、行かないけど！」あくまで真人個人の感想である。

「なあ母さん！　ちょっと待とうか！　これはダメだろ！」

「あら、どこがダメなのかしら」

「まず、ここは一体なんの店なのか、まったくわからん！」

「お母さんのお店だから、『ああ、ここは家庭の問題を解決するお店なのね』って、わかると思うんだけど……」

「いや、わかんねーよっ！　本気で意味がわからん！……こんな店、他のみんなだって納なつ得とくしないだろ！」

　仲間たちも不満を露あらわにして、ぶつくさ文句を言っているに違ちがいない！

　真人が店の中に駆け込むと。

「いらっしゃーい！　お母さん屋へ、ようこそー！」ふふん

「何かお困りのようですね。どうぞご安心ください」にっこり

「ママさんと、自分たちで、お悩なやみを解決します！」にぱーっ！

　女子たちの接客スマイルが輝かがやいている。本気で楽しそうに従業員をやっている。

「……あのさ。みんな、ちょっといいか。冷静に話をしよう」

「何よ真人。あんた乗り悪いわね」

「乗れるわけねーだろ!?　この店おかしいだろ!?　まず名前がおかしい！　お母さん屋なんて……！」

「何か悩みを抱かかえている母親だったら、〝そんな時には、ここ！〟って、速そつ攻こうで思い付くと思うけど？」

「母親に対する悩みをお持ちの方にとっても、非常にわかりやすいのではないでしょうか」

「〝お母さん〟って言葉だけでも、自分はなんだか安心します！」

「なんてこった……みんな、何か得体の知れない力に毒されている……」

　ここは真人だけが頼たよりだ。なんとかして、この馬ば鹿かげた状じよう況きようをなんとかするのだ。

　と、真人が打開策を考え始めた時だった。店の前で、やたら豪ごう華かな馬車が止まった。

「お邪じや魔まするわね。おほほほ」

　ゴージャスなドレスを着た婦人が店に入ってきた。単なる金持ちとは違う、高貴な雰ふん囲い気きをまとった貴婦人だ。

　次いで、何人もの兵士が店の中に駆かけ込んできて、その女性を守るように陣じん形けいを組んだ。

　最上級の敬語を使わないと、即そく座ざに処しよ刑けいされるかも……兵士たちの硬かたい表情を見ていると、そんな気がする。

「えっと……あなた様は、どなた様で……？」

「あら。この国にいながら、わたくしのことを知らないなんて……あなたはもしかして、テストプレイヤーさんかしら？」

「あ、はい。そうですけど……」

「そう。なら仕方がないわね。自己紹しよう介かいしましょう。……私の名は、ジョオー・オブ・カーサーン。この国の女王です」

「名前が適当すぎるんだが、女王陛下であらせららますら!?」

「おほほ。嚙かむほど緊きん張ちようしなくてもいいわよ。わたくしとしても、名前が適当すぎて非常に不服ですから、女王陛下とだけ呼んでくれればいいわ。今日はお忍しのびですから、気楽に接してちょうだい」

　ファーストレディ、ご来店である。

「じゃあ、あの、ちょっと質問なんですけど……女王陛下が、どうしてここに？」

「お店の名前が気になったから、少し寄ってみたの」

「あんな馬鹿みたいな看板で、最上級ＶＩＰが釣つれた!?」

「馬鹿みたいだなんて、とんでもない。お店の名前を一目見た瞬しゆん間かん、〝ここだわ！〟と閃ひらめくものがあったわ。おほほ」

「マジですか……」

　真人がそっと振ふり返ると、ワイズが自じ慢まんげに頷うなずいている。なんか悔くやしい。

「それで、こちらはまだ開店前なのかしら」

「いいえ、もう営業していますよ。どうぞ、おかけになってください」

　すかさず真々子が、熟練店長さながらの貫かん禄ろくを発揮して、女王をテーブル席に案内した。

　従業員三人娘むすめも機き敏びんに動き出す。

「記念すべき、第一号のお客さんよ！」

　ワイズはカウンターの奥に駆け込んで、火の魔ま法ほうで湯を沸わかして茶を淹いれた。

「さっきのお買い物で、お菓か子しをたくさん買っておいてよかったです！」

　ポータはショルダーバッグから菓子を山ほど取り出して、器うつわに盛って茶菓子を用意。

「では、後は私にお任せください。作法は心得ていますから」

　茶さ菓かが準備できると、配はい膳ぜん係のメディがテーブルへ運んでいく。

　普ふ段だんの戦せん闘とうよりも見事なコンビネーションである。

　やることがない真人は、ひとまずカウンターの奥に引っ込んで、様子を見ることにした。

　真々子と女王は話を始めている。

「それで、このお店はどんなお店なの？」

「簡単に言えば、ご家庭のお悩み解決を請うけ負うお店、という感じかしら。差し出がましいようですけど、何かお困りのことがあれば、力になりたいと思って……」

「あらそうなの！……それじゃ、さっそくだけど、ちょっと聞いてくれるかしら。王子、つまりわたくしの息子むすこのことなのだけど……最近、わたくしに甘えてくれなくなったの」

「それは寂さびしいですね……」

「そうなの。わたくしはもう、どうしようもなく寂しくて……こんな時、市井しせいの方たちはどうするのかしら。良い知ち恵えをお持ちなら、是ぜ非ひともお教えいただきたいわ」

　女王が持ち込んできたのは親子の問題。内容的に、真人には理解不能な領域だが、お母さん屋の専門分野だ。

　とにかくここは、真々子の無む双そうに期待して、あっさり解決を……と。

「ああ、そうだわ。市井の方といえば……ここへ来る途と中ちゆう、大勢の方が集まっているお店を見たの。あれはなんの騒さわぎだったのかしら」

「それは、年に一度のバーゲンセールですよ！」

「バーゲンセール？　聞き慣れない言葉ね。詳くわしく聞かせてもらえるかしら」

「ええ！　喜んで！」

「……おい」

　話がいきなり脱だつ線せんした。

　こうなるともう、母親たちのおしゃべりは止まらない……







　余よ裕ゆうで一時間以上が経過した。

「つい話し込んでしまったわね。長居して、ごめんなさいね」

「お構いなく。お話しできて、楽しかったですよ」

「ええ、わたくしも……あら、そういえば……わたくしは相談をしに来たのよね」

「お子さんが甘えてくれない、ということでしたら、まずは二人で一いつ緒しよに過ごす時間を作ってみるのはどうですか？　例えば、親子水入らずで、お買い物とか」

「なるほど。親子でお買い物をして、何か買ってあげれば……いいわね！　そうしましょう！」

　たったそれだけの会話で、結論に達したようだ。要した時間は、数十秒。……そこに至るまで、無む駄だ話で一時間以上である。

「それじゃ、頑がん張ばってくださいね。陰かげながら応おう援えんしています」

「ありがとう！　本当に助かったわ！……仲良し親子を妬ねたましく思うばかりに、親子の触ふれ合い禁止令を出してしまいそうだったけれど、その必要はなかったわね！　おほほ！」

　何気に、親子関係を脅おびやかす横暴が回かい避ひされたらしい。とても満足そうな女王は、豪華な馬車に乗って去った。

　真人と真々子で、丁てい寧ねいに見送りをして。

「さっそく、お仕事達成ね。よし」

「『よし』じゃないだろ。無駄話ばっかり延々としやがって……おかげで、こっちは壊かい滅めつ状態だぞ」

　店に戻もどって、カウンターの奥を覗のぞき込むと、ワイズたちが居い眠ねむりこいている。そりゃ寝ね落おちしたくもなる。単なる雑談で、一時間以上だ。

　ぶっちゃけ真人も眠いが、それより、真々子に言いたいことがある。

「なあ母さん。俺としては、ちょっと心配な部分があるんだけど。……あんな適当なアドバイスして、よかったのかよ」

「あら、どこが適当だったのかしら」

「女王陛下と王子が、二人で買い物したら、王子が甘える、みたいなこと言っただろ。……でもさ、はっきり言って、それはないから。無理だから。不可能だから」

「そんなことないわよ。王子様もきっと、女王陛下に甘えたいと思っているわ」

「その根こん拠きよは？」

「お母さんの勘かんよ」キュピーン☆

「そんなもん……！」

　信用できるわけねーだろ！　と、怒ど鳴なりつけようとすると。

　ちょうどその時、店の前で、やたら豪華な馬車が一台止まった。女王が戻ってきたのではなくて。

「失礼します。少しよろしいでしょうか」

　ゴージャスな服を着たイケメン青年が店に入ってきた。兵士を何人も引き連れている。

　単なる金持ちとは違う、高貴な雰囲気がある。最上級の敬語を使わないと処刑されそうな気配も。

「あれ？　この感じ……まさか!?」

「まずは名乗らせていただきます。私の名は、オウジ・オブ・カーサーン。我ながら悲しくなるほど適当な名前ですけどね。ははは」

「カーサーン……いうことは、もしかして、王子様かしら」

「はい。あなたがおっしゃる通りです。……さっそくですが、一つ聞かせてください。こちらのお店は、もしかすると、母親に関する相談を受け付けていただける場所ではありませんか？」

「ええ。その通りよ」

「やはりそうでしたか！　店の名前を目にした時に、そうだと思ったのです！……でしたら是非、私の悩みを聞いてください！　どうかお願いします！」

　馬鹿みたいな看板で、またしても王族が釣れた。







　イケメン王子様が来店。

　途と端たんに女子たちがキャーキャー騒ぎ出すかと思われたが。

「ヘイお待ちっ！　お茶三丁！」

「お菓子の準備もできました！」

「配膳は私が。いってきますね」

　ワイズたちは、少しも浮うき足あし立だっていない。てきぱきと通常勤務。むしろ職人。イケメンとか、あんまり興味なさそうだ。

「それでは真人君。お母さん屋の従業員として、頑張ってくださいね」

「俺、この戦いが終わったら、退職届を書くんだ……」

　非常に頼たのもしい仲間に、不本意な応援をされつつ、真人は真々子と並んで席に着いた。王子の要望に従い、ロイヤルファミリーの悩なやみを拝はい聴ちようする。

「えっと……それで、王子様の悩みって、なんですか？」

「母上への甘え方について、です」キリッ

「引き締しまった顔で言うべきことじゃないです」

「実は、私の母上は、私に甘えてもらいたいようなのです」

「あー、はい、そうですか……」

　女王が自ら言っていた通りだ。しかし。

　王子は、真人より年ねん齢れいが少し上に見える。もう立派な青年だ。となると。

「あー、でも……王子様くらいの年齢で、親に甘えるのは、やっぱり無理ですよね」

「とんでもない！　是非とも甘えたいです！」キリッ！

「ものすごく引き締まった顔で言うべきことじゃないです」

「ですが、どのように甘えればよいのか、なかなか思い付きません。正しい甘え方とは、どのようなものなのか、どうかお教えください」

「教えを乞こうべきことじゃないと思うので、どうぞお帰りください」

　真人は丁寧にお引き取り願ったのだが。

「悩む必要なんてないわ。自分が思う通りに、素す直なおに甘えればいいのよ」

　真々子がにこやかに言い切った。

「おい待て母さん。何言ってるんだよ。甘えちゃダメだろ」

「お母さんは、いつでもマー君に甘えてもらいたいわ。うふふ」

「それ自分の気持ちを言ってるだけじゃんか！」

「そ、そうですね。真々子さんは母親ですから……でしたら、真人君は普段、どんな風に甘えているのですか？」

「俺？　それはもちろん……！」

　甘えてるわけねーだろ！　と、勢いよく言いたいところだったけど。ストップ。

「（あれ、そういえば……）」

　先ほど、女王に対しては、王子が甘える方向性でアドバイスをしている。

　ここで真人が、甘えを否定して、王子が女王に甘えなかったら？

「（女王がっかり。不満爆ばく発はつで、親子の触れ合い禁止令が発令とか……さらに……）」

　間ま違ちがったアドバイスをしたお母さん屋は、女王の怒いかりを買って。

　従業員、処しよ刑けい？　断頭台が待っている？

「マー君？　顔が真っ青よ？　どこか具合でも悪いの？」

「いっ、いやぁ!?　大だい丈じよう夫ぶだけどぅぉ!?」

　いや全然大丈夫じゃない。

　生きるか死ぬか。命がけの大勝負だ。

「（仕方がないんだ！　王国と、自分たちを救うために、やるしかないんだよ！）」

　真人は真々子の背後に回って、勇気を振ふり絞しぼって、後ろから！

　ものっすごく軽く、抱だき付いた。

「あらあら。おんぶ抱っこ？　マー君ったら、甘えん坊ぼうさんね。うふふ」ピカーッ！

　スキル【母の光】で輝かがやかれて、あまりに眩まぶしすぎるが、我が慢まんだ。

「おっ、王子様！　とりあえず、こんな感じでいいと思いますよ！　うちの母親も満足してるみたいですから！　とりあえず、こんな感じで！」

「おお、なるほど！　勉強になります！」

　王子は感心しきりのようだが。

　真人がそっと振り返ると、純じゆん粋すいな笑え顔がおのポータはさておき、ニヤニヤしているワイズと、クスクス笑っているメディがそこにいる。いっそ殺してほしい。

　それでも真人は、救うべきものを救うために、自らを犠ぎ牲せいにして戦い続けた。

　珍めずらしく勇者らしいことをしている気がしたが、コレジャナイ感が半はん端ぱなかった。







　王子の悩みを解決し、力を使い果たした真人は、安らかに息を……

　引き取れなかった。

「このお店って、もしかして親子の悩みを解決してくれるのかしら」

「ちょっと聞いてくれる？　うちの子が甘えてくれなくなっちゃって……」

「変な感じじゃなくて、普ふ通つうにママに甘えたいんですけど、どうしたらいいですか？」

　お母さん屋に、次から次へと客がやってくる。

「さあマー君！　勇者親子の使命を果たしましょう！　大丈夫よ！　マー君ならできるわ！　だってマー君は勇者だもの！」

「くっ！　そんなこと言われたら、やるしかないじゃんか！……言っておくけどな、これが最後だからな！　本気の本気で、これが最後だからな！」

　最後と言いつつ、悩みを二十件ほど受け付けることになり。

「甘えられたい親……甘えたいけど、面と向かって甘えるのは躊ちゆう躇ちよしてしまう子供……そんな親子の悩みを解決するために……さあ、マー君！」

「ああもうっ！　やればいいんだろ！……大おお好すき家奥おう義ぎ……おんぶ抱っこだああああっ！」

　全すべての悩みを、真人と真々子の甘え実演で解決して。

　労働基準法を順守して、休きゆう憩けい時間である。

「おかしい……甘えに貪どん欲よくな人が多すぎる……おかしい……」

　精せい根こん尽つき果てた真人は、真人を弄いじりたくてたまらん顔してるワイズとメディを全力で無視して、テーブルに突つっ伏ぷした。

「……この店、もう止やめよう」

「またまたー、そんなこと言っちゃってー、実は楽しんでるくせにー」

「親子の絆きずなで問題を解決しつつ、真々子さんに甘えられて、よかったですね。ふふふ」

「俺は！　人々を！　救うために！　已やむを得えず！　この身を犠牲にして……くぅっ！」

「真人さん、お疲つかれ様でした！　お菓か子しをどうぞ！」

「お、サンキュ。やっぱポータは癒いやしだなー」

　気が利きくポータを愛めでながら、菓子をぱくついて、癒し成分と糖分を補給……

　なんて、くつろいでる場合じゃない。真人は跳はね起きた。

「おい母さん！　ちょっといいか！」

「あら、何かしら。またお母さんを、ぎゅーってしてくれるのかしら」

「そんなに強く抱き付いたわけじゃなかっただろ!?　というか、そうじゃなくて！」

　もはやプッツンしそうだが、まずは冷静に。

「なあ母さん。この店について、俺たちがやるべきことについて、ちょっと確かく認にんしよう」

「ええ。いいわよ」

「俺たちがシラーセさんから依い頼らいされたのは、親子のサポートだ」

「ええ、そうね。その通りよ」

「でもさ、シラーセさんはきっと、テストプレイヤーの親子に対するサポートを期待しているんだと思う。だってそうだろ。ＮＰＣ親子に問題があるなら、データを調整すればいいだけなんだから」

「それは……そうなのかしらね……」

「そうなんだよ。だからさ、看板に〝テストプレイヤー専用〟とか、〝ＮＰＣの方はご遠えん慮りよください〟って書こうぜ！　ああそうだ！　それがいい！」

　いきなり王族二連発。その後も一いつ般ぱん客きやくが次から次へと。お母さん屋は繁はん盛じようしすぎている。このままでは対応しきれない。

　大好家奥義おんぶ抱っこは、真人の体力と精神力を消費して放たれる大おお技わざだから、これ以上は真人の身がもたないのだ。

　だからせめて、客数の削さく減げんをしたいのだけど。

「んー……テストプレイヤーとか、ＮＰＣとか、甘えん坊とか、その辺りは特にこだわらなくていいんじゃないかしら。みんなが仲良し親子になれば、みんな幸せよ。うふふ」

「お願いだから、こだわろうぜ!?　あと、甘えん坊を同列に扱あつかうのはおかしい！」

　真々子はむしろ乗り気だ。千客万ばん来らい。……大好家奥義は、真人が疲ひ弊へいする一方で、真々子が活性化する大技である。次のお客さんが待ち遠しくてたまらない様子だ。

　と、そんな時。

「……あの、ちょっといいでしょうか」

「ひぃぃぃっ!?　また甘え相談!?」

　店に入ってきたのは、かなり疲れている様子の中年女性だ。

「お店の看板を見て、もしかしたら、ここで私の悩みを聞いてもらえるかと思ったんですけど……」

「ええ。おうかがいしますよ」

「ちょっと待った！『子供に甘えてもらうには、どうしたらいいですか？』みたいな相談だったら、うちでは対応できないんですけど……！」

「ああ、いえ、そうではなくて……その逆です」

「え？　逆って……」

「娘むすめが私に甘えすぎていて……困っている、というか……どう対応していいのか、親として迷っているんです」

　甘えさせたい、でも、甘えたい、でもない、新手の相談だ。

「娘さんが甘えすぎ……具体的には、どれくらい甘えすぎなのかしら」

「どう説明すればいいのか、ちょっと難しいので……できれば、家に来ていただいて、娘を見ていただけませんか？　どうかお願いします」

　その依頼に対して、真々子がＮＯと答えるはずがなかった。







　女性客の名前は、リーネという。

　娘を実際に見てほしいという要望に従い、真人たちはリーネの自宅へ向かった。

「こちらです。どうぞ」

　案内されたのは、地味に金持ちの人が住んでいるような、小こ綺ぎ麗れいな住宅街。

　だがリーネの家だけ、不自然なほど傷いたんでいる。

　家のあちこちが、適当な板や木切れで応急補修されている状態だ。ガーデニングや庭木は、無理やりむしり取られたように、無残な姿をさらしている。

「まるで、凶きよう暴ぼうな何かが暴れたみたいだな……何かあったんですか？」

「い、いいえ！　何もありませんよ！　ちょっと手入れが行き届いていないだけで……と、とにかく娘を紹しよう介かいしますね！　ささ、どうぞ！」

　手入れとか、そういう次元の話ではなさそうだが。

　妙みように慌あわてているリーネが、急いで玄げん関かんを開けると、いきなり。

「ママーッ！　私ね、ちゃんとお留守番できたよーっ！　ちゃんとお留守番できたら、頭を撫なで撫でしてくれる約束だったよねーっ！……はっ!?」

　廊ろう下かの奥から、珍ちん妙みような何かが、ものすごい勢いで突っ走って来たと思ったら。

「お、お客様ですね！　はじめまして！　モーネと申します！……ふぅ、セーフ」

　瞬しゆん間かん的に取り繕つくろって、丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてきた。

　リーネの娘、モーネ。年ねん齢れいは十五歳。

　見た感じ、間違いなく可愛かわいいに分類される少女だ。

「（ついに俺のヒロイン登場、なんて、言いたいところだけどな……）」

　だが、母親に甘えまくって困らせている、問題児だ。

　家の外観と同様に、あちこち応急補修だらけの傷んだリビングに通されて。これまた補修されたソファに座り、紅茶とケーキをいただきながら、さあ話をしようとした瞬間。

「んんん～っ！　やっぱり無理！　もう我慢できない！……マッ……ママーッ！」

　モーネは、隣となりに座っているリーネの方へ倒たおれ込んで、すりすりすりすり、膝ひざ枕まくらに頰ほおずりしはじめた。

「え、えっと、モーネちゃん？　これから、皆みなさんと大事な話をしないといけないから、ちゃんと……」

「うん！　ママのお膝で、ちゃんと聞くー！」

「そ、そうじゃなくてね？　ちゃんと座って……」

「ねえママ！　私ね、ケーキ食べたい！　食べさせて！　あーん！」

「た、食べていいから、自分で……」

「ママに食べさせてもらった方が、美お味いしいもーん！　だから、あーん！」

　リーネは、べったべたに甘えまくるモーネにケーキを食べさせながら、泣き出しそうな顔で真人たちを見つめてくる。もうお手上げ状態だ。

　モーネの甘えっぷりを目まの当たりにして、ワイズやメディはもちろん、ポータや真々子まで呆あつ気けに取られているが、対応開始である。

「お母さん屋の仕事だぞ。さあどうする」

「と、とりあえず、何か固い物で頭を殴なぐるとか？　もしかしたら正気に戻もどるかも」

「そうですね。でしたら私が……」

「わわっ！　メディさんの打だ撃げき力りよくだと、大おお怪け我がしちゃうと思います！」

「そうね。手て荒あらなことは、よくないわ」

「まあそうだけど。……じゃあ、どうするんだよ」

　尋たずねると、真々子は難しい顔をして考え込んでしまう。

「お母さんのことが大好きなのは、悪いことではないけど……要は、程度の問題よね……んー……もう少し、適度な距きよ離りで接するようになればいいと思うけど……」

「だな。適度な距離感が大事だ」

「そうよね。例えば、これくらい」

　真々子は真人との距離を詰つめて、さりげなく腕うでを組んだ。

　大きな胸が、むにむにと、真人の腕に当たるというか、もはや包み込まれている。

「そうそう、これくらい……って、おかしいから！　これ近すぎだから！」

「あら、そう？　お母さんは、これくらいならいいと思うんだけど」

「よくねーよ！　これ息子むすことの正しい距離感じゃねーから！」

　真々子の感覚は当てにならない。ダメだこれ。

　柔やわらかい部分には触ふれないように、やんわり押し返して。

「とにかく大事なのは距離感だ。それを教えてやれるのは……ワイズ！」

「ふっふーん。あたしの出番ってわけね。任せなさいよ」

　ワイズは、自身の母親に対して、喧けん嘩かするほど仲がいい的な距離を取っている。ややバイオレンスではあるが、悪くない親子関係だ。

　自信満々で立ち上がったワイズは、「はいちょっとごめんねー」モーネ親子の間に無理やり割り込んで、どかっと腰こしを据すえた。

　途と端たんに、モーネが血相を変えて騒さわぎ始める。

「ちょっと！　私とママの間に入らないでよ！」

「はいはいごめんねー。ていうかさ、そこまで怒おこらなくてもよくない？」

「怒るってば！　絶対に許せない！　私とママの絆を断たち切ろうとするなんて、悪あく魔まの所業だよ！……かくなる上は……えいっ！」

　怒いかり狂くるったモーネの攻こう撃げき。

　モーネは、その手に力を溜ためて、ワイズの脇わき腹ばらに摑つかみかかった。

「悪あく霊りよう退散！」

「ちょそこやめふひゃははははっ!?」

　脇腹を揉もまれたワイズは、ソファからずり落ちて、床ゆかの上で笑い転げている。どんなに逃にげようとしても、モーネのくすぐり攻撃から逃のがれられない。

　モロに見えているパンツより、ワイズの悶もん絶ぜつ顔が残念すぎて、真人はそっと目を伏ふせるしかなくて……

　五分後。

「も、もうやめへ……あたしが、悪かったから……」がくっ

「悪は滅ほろびたわ！　親子の絆の勝利よ！」

　勝負あり。モーネは勝ち鬨どきを上げて、「ママーッ！」再びリーネに抱だき付いた。

　物理的に距離を開けさせる作戦は、失敗に終わった。

「やっぱりワイズじゃ無理だったか。まあしょうがないか。ワイズだもんな」

「ふ、ふざけんじゃないわよ……というか、見てないで助けなさいよ……」

「だったら次は、メディ！」

「ワイズさんは私たちの中で最弱。この私が、本当の力というものをお見せしましょう」

　次なる刺し客かくはメディ。

　メディは、リーネの傍そばに立って、その肩かたに手を添そえた。

「モーネさん、よく聞いてください。今から、あなたのお母様が密ひそかに思っていることを、あなたに伝えます」

「ママが密かに思っていること!?　何それ、聞きたい！」

　誰だれかの思考を読み取るスキルなんて、ないのだが。

　いかにもそれらしく、意識を集中して、メディはゆっくりと語りはじめる。

「あなたのお母様は、こう思っていらっしゃいます。……モーネさんのことは、もちろん、娘として大切にお考えのようですが……」

「ですが？」

「甘えすぎる点については、かなり心配なさっているようです」

「え？　私、ママに甘えすぎなの？……そ、そんなことはないと思うけど……だってママも、一度もそんなこと言わなかったし……」

「あなたのお母様は、思ったことをはっきり言えない性格のようですね。ですが、心の奥では確かに、そう思っていらっしゃいますよ。……ですよね、リーネさん？」

　問われたリーネは、かなり控ひかえ目だが、頷うなずいた。本心をちゃんと代弁できている。

　この調子でモーネを諭さとすことができれば……

「あと、さすがにここまでベタベタ甘えるのは、率そつ直ちよくに気持ち悪いと思っていらっしゃいます。頭がどうかしているのではないか、とも思っていらっしゃいます」

「ええええっ!?　ママが私のこと、そんな風に思ってるの!?」

「待てメディ！　それ、お前の本心だろ！」

「あ。つい」

　ナチュラルに腹黒な部分が災わざわいして、メディがうっかり毒を吐はいてしまった。

　リーネは、さすがにそこまでは思っていないと、首を横に振ふっている。

　終わった。

「ママは、そうじゃないって言ってるよ！……くぬぬぬ……私を騙だまそうとしたのね！　許せない！」

「いえ、あの、落ち着いてください！　話せばわかります！　話せば……！」

「問答無用！　えいっ！」

「待ってふふははひいいいいっ!?」

　怒り狂ったモーネの攻撃、再び。

　脇腹を揉まれまくったメディは、崩ほう壊かいした美少女顔を惜おしげもなく晒さらして、床の上を笑い転げて……先に悶もん死ししていたワイズの隣まで転がって、ピクリとも動かなくなった。

「ふふん！　成敗！」

　モーネは、勝利のビクトリーサインを高らかに掲かかげて、またリーネに抱き付いた。

　これは手ごわい相手だ。

「メディもダメだったか。まあしょうがないな。メディだもんな」

「言われ方が、とても不服なのですが……敗北は敗北として、認めるしかありません……」

「後は任せて、休んでいてくれ。お疲つかれさん」

　せめて安らかに眠ねむってくれるように、完全にめくれあがっていたスカートを直してやる。とても紳しん士し的な真人だ。Ｒ・Ｉ・Ｐ、白パン。

　さて。

「強引な割り込みも、母親サイドからのアプローチも、失敗に終わった。次はどうするか」

「ねえマー君。もしよければ、お母さんが……」

「甘えに対して肯こう定てい的な母さんが何かしたら、むしろ逆効果になりそうな予感がする。よって却きやつ下かだ」

「そんな……お母さん、しくしく」

「はいはい鬱うつ陶とうしい」

　泣き真ま似ねしながらすり寄ってくる真々子を、真人がやんわり押し返していると。

「真人さん！　ちょっといいでしょうか！」

　ポータがビシッと挙手した。

「おお、ポータ！　ポータも参戦するのか！　勇気あるな！」

「え？……あの、えっと……その……」

　ポータは、絶望的な表情で悶死しているワイズとメディを見て。

　ものすごく怯おびえて、目に涙なみだを溜めながら。

「は、はい！　自分、逝いってきます！」ガタガタブルブル！

「いや待て！　噓うそだから！　冗じよう談だんだから！　ポータは逝ゆかなくていいから！　爆ばく笑しようしすぎて壊こわれるポータなんて、絶対に見たくないから！……そうじゃなくて、何か意見があるんだよな！　そういうアピールだよな！」

「は、はい！　そうです！」

「よしわかった！　じゃあポータにアイデアを提供してもらおう！　さあ教えてくれ！　俺たちはどうしたらいいだろうか！」

「ここはやっぱり、モーネさんに変わってもらうしかないと思います！」

「うむ、そうだな！」

　問題を発生させている張本人をどうにかしないといけない。その通りだ。

「だったら、どうやって変わってもらうか……その具体的な方法は……」

「真人さんが、自分の気持ちを教えてあげたらいいと思います！」

「俺の気持ちを教える？……俺の気持ちって……」

「真人さんは、ママさんと仲良しで、とっても素す敵てきな親子なので、その気持ちを教えてあげるだけで、いいんじゃないでしょうか！」

「よしポータ。ちょっと待とうか」

　ちらっと真々子の様子を見ると、ものすごく頷いている。そっちも待てと。

「言っておくが、俺と母さんは、そんなに仲がいいわけじゃ……」

「いい感じの親子よね。いつも近くで見ているあたしが言うんだから、間ま違ちがいないわ」

「どうしたら、そうなれるのか、真人君が子供側の気持ちを教えるというのは、とてもいいアイデアだと思います」

　ワイズとメディがさりげなく復活して、しきりに頷いている。

　あえなく失敗して、自分たちと同じように、くすぐり地じ獄ごくの刑けいに処されてしまえばいい……そんな期待を抱いだいているような気配もするが。

　さらにリーネまで。

「そうですね……同じ子供の立場からアドバイスしていただけたら、娘むすめも考えずにはいられないと思いますから……お願いできますか？」

「え？　マ、マジですか？　俺が？……本気で？」

　期待の眼まな差ざしを一身に浴びて、いざ。

「……むー……」

　野生の獣けもののように警けい戒かいしている、甘えん坊ぼうモーネ。対するは勇者真人。

　甘えを賭かけた対決だ。







　真人とモーネは庭に出た。

　そっと振り返ると、真々子たちが窓に張り付いて、じっと窺うかがっている。注目度が高すぎ。

　ものっすごく、やりにくい。

「あのー。言いたいことがあるなら、早く言ってほしいんだけどー」

「あ、ああ。そうだな」

「最初に言っておくけど、私は、ママが話を聞いてきなさいって言ったから、仕方なく聞いてあげるだけだからね。勘かん違ちがいしないでよね」

「はいはい」

「あと私、甘えが枯こ渇かつして一定時間が経過すると、大変なことになるから」

「はいそーですか。……ったく、適当なこと言いすぎだろ……」

　戯たわ言ごとなんて、放ほうっておいて。

　ふてくされた態度のモーネに対して、真人は慎しん重ちように話しかける。

「とりあえずさ……えっと……そっちは、リーネさんのことを……」

「大好きに決まってるよ！　んもう、言わせないでよぉ！」

「あ、はい。そうですね」

「あ、でも、変な意味で好きってわけじゃないからね！　ママのことは、ちゃんとママとして好き、っていう意味だからね！」

「そうなのか……そういうことなら、ちょっと安心だ」

　頭のねじが、完全にぶっ飛んでいるわけじゃないなら、なんとかなるだろう。

「じゃあさ、その大好きなママが困っていたら、どうする？」

「もちろん！　ママが困っていることを、私がなんとかしてあげる！」

「じゃあ、なんとかしようぜ。リーネさんは、お前のことで……苦労、迷めい惑わく……いや、お前のことを心配しているんだよ」

「え、なんで!?　私、ママに心配させるようなことなんて……！」

「それが、してるんだよ。お前は甘えすぎだ。リーネさんが心配して、俺たちに助けを求めるくらいに」

「そんな……」

　モーネは慌あわてて振り返り、母親を見つめた。

　会話は聞こえているのだろう。リーネは、すごく控え目だが、確かに頷いた。

「……というわけで、お前はどうする。大好きなママが困っていたら、お前がなんとかするんだよな？」

「そ、そうだけど……でも、どうやって……」

「そんなの簡単だろ」

　真人は、いつも通りに微笑ほほえんでいる真々子の様子をチラッとうかがって。

　自身の中にある言葉をそのまま出す。

「うちの母さんは、俺のことを無む駄だに心配しすぎて、あれこれ口出ししたり、出しゃばったり、そういうのがよくあるんだけどさ……俺としては、もう心配なんかされたくないわけだ」

「じゃ、じゃあ、どうするの!?　どうしてるの!?」

「簡単だ。もう心配する必要はないって、そう思ってもらえるような姿を見せるんだよ」

　真人自身が実際にできているかどうかは、さておき。

「言われなくたって、なんでもできるところを見せる……ちゃんと自立してるところを見せる。そう。それだ」

「自立してるとこ……」

「たぶんだけど、リーネさんは、そういう部分を心配しているんだと思うぞ」

「私って……自立してないのかな……」

「甘えられるのは、もちろん嫌いやじゃないけど、娘がずっと自分にくっついていたら、親としてはやっぱ心配だろ。社会に出て仕事をするとか、彼氏とか、結けつ婚こんとか、ちゃんとできるのか……そういうところに不安を感じるんだと思う。親ってのは、そういう生き物だ」

　彼氏や結婚という部分には、別の心配がつきまとうのだろうけど。

「（俺のイメージだけで言っちゃったけど……間違ってないよな？）」

　念のため、リーネの様子をうかがってみると……全くその通りだと、しきりに頷いている。よし。

　親心をちょっと理解できた気がして、非常に誇ほこらしい気分で、一気にモーネを説得だ。

「というわけで、お前はどうする？　どうしたい？」

「私は……ママを心配させるのは、すごく嫌だから……ママが心配しなくていいように、ちゃんとした姿を見せたい」

「ああ、そうだな。そうしろ」

「そのために……うん！　まずは、アルバイトとかして、ちゃんと働けるところをママに見せる！」

「おう。働け働け。労働は義務だ、市民」

「それで、ちゃんと彼氏も作る！　ちゃんと男の子と付き合えるところも見せる！」

「おう。作れ作れ。なお相手は俺以外で頼たのむ」

　顔が好みじゃないとか、そういうわけではないのだけど。

　ママ大好きな彼女と付き合うのは、真人的にはちょっと厳しいかなと……

「私としては、真人君みたいにしっかりした子とお付き合いしてくれたら、とても安心なんですけどね。ふふふ」

　と、リーネが庭に出てきて、とんでもないことを言ってくれた。

　さらに、真々子たちも出てくる。

「働く場所だったら、私たちのお母さん屋はどうかしら」

「あー、それいいじゃん。あたしたちは、ずっと店にいられるわけじゃないから」

「お店を開けて、相談を受け付けて、必要に応じて連れん絡らくを入れてくださる方がいれば助かりますね」

「お店を手伝ってもらえたら、自分たちも、困っている人も、みんな助かります！」

「娘の勤め先が、皆みなさんのお店だったら、ますます安心です！……ね、モーネちゃん！　どうかしら！」

「いや、あの、ちょっと待とうぜ？　待ってください？」

　なんだか話がとんとん拍びよう子しに進んでしまって。

　モーネが。

「うん！　決めた！　私は、ちゃんと自立してる姿を見せて、ママを安心させてあげる！　そのお店で働くよ！　それから……彼氏も、ね！」

　真人を見つめながら、何か言った。







　で、そうなった。

「あの、シラーセさん。ＮＯと言ってくれても、いいんですけど……」

「私としたことが、うっかりしていました。サポート施し設せつが常に閉まっていては意味がありません。真々子さんたちが不在の時は、モーネさんにお店を任せることにしましょう。従業員として、賃金もお支し払はらいさせていただきます」

　お母さん屋にふらっと現れた権力者の一言で、正式決定。

「じゃあ、あらためて……モーネです！　よろしくお願いします！」

　新たに従業員となったモーネが、ぺこりとお辞じ儀ぎをしてくる。礼れい儀ぎ正ただしく、元気で明るくて、ちゃんと可愛かわいい少女だ。

　ただし。

「それにしても驚おどろきました。隠かくしボスである彼女を発見して、さらに仲間にしてしまうとは、お見事です」

「え？」

「彼女の本当の名は、魔ま神じんマムモーネ。最上級クエストのボスとして作成されたキャラなのですが、クエストのストーリー作成に遅ち延えんが生じたため、ひとまず一いつ般ぱん家庭の娘として生活させていたのです」

「は？」

　シラーセが何か言った。

「ちょ、待ってください!?　モーネが隠しボス!?　なんですかそれ!?　最強キャラを、スタート地点の一般家庭に配置してたって……なんかもう、全ぜん般ぱん的におかしいでしょ!?」

「他ほかに方法がなかったのですよ。実は、彼女に秘ひめられている能力が、非常に特とく殊しゆで……」

　と、シラーセが言いかけた時。

　不意にモーネが呻うめいて、その場に膝ひざをついた。

「うっ……」

「ちょっ、どうしたのよ！」

「どこか具合が悪いのですか!?」

「大変です！　すぐにお薬の用意をします！」

「違ちがうの、そうじゃなくて……実は、私の甘えは単なる甘えじゃなくて、力を封ふう印いんするためのもので……ママへの甘えを断たち切ったから……」

　心が満たされず、渇かつ望ぼうの力が発現する。

　モーネを中心として、椅い子すやテーブル、さらに真人たちまでもが、ゆっくりと引き寄せられる。

　と、引き寄せられた観葉植物が、モーネに触ふれた途と端たん、粉々に分解されて、その体内に吸収されてしまった。

「おいマジか!?　こいつ、甘えが欠けつ乏ぼうすると、ブラックホールみたいになるのか!?……自宅が傷いたんでたのは、まさか、この力で……と、とにかく！　なんとかしないと！」

「じゃあ、ほら！　あたしが甘えさせてあげるから！」

「いえ。ワイズさんは、私とママの間を強ごう引いんに引き裂さこうとした悪あく魔まですから、甘えたくないです」きっぱり

「ワイズさんではダメですね！　でしたら私が！」

「いえ。メディさんは腹黒の詐さ欺ぎ師しさんなので、甘えたくないです」きっぱり

「だったら、自分はどうでしょうか！」

「ポータちゃんは……んー、悪くないけど……でも自分より年下の子に甘えるのは、ちょっと……」

「かなり緊きん急きゆう事態なのに、無駄にこだわりやがる！　こいつ面めん倒どう臭くさい！」

　そこで真しん打うち登場。

「だったら、私はどうかしら。……さあモーネちゃん、いらっしゃい。お母さんよ」

　真々子が両りよう腕うでを広げて誘さそっている。「おかーさーん！」「真々子さーん！」「ママさーん！」なぜかワイズたちが真っ先に吸い寄せられたようだが。

　モーネは、駆かけ寄って抱だき付きそうになりながらも、ぐっと踏ふみ止とどまった。

「くっ！　ダメ！　真々子お母さんに甘えちゃったら、結局、ママに甘えることになっちゃう！……だって真々子さんは、いずれ本当に、私のママになる人なんだから！」

「ならねーよ。なってたまるか。俺は何も認めてないぞ」

「ということで、ここはやっぱり……えへへ！　真人くーん！」

「やめてください！」

「やめないよーだ。だって真人君は、私の彼氏だもんねー」

「認めた覚えはない！」

「真人君が認めなくたって、私は決めたもーん。すりすりー。すりすりー」

　モーネは真人に抱き付いて、胸に頰ほおずりした。甘ったるく、すーりすり。

　その甘えによって、力を抑おさえ込むことができたようだ。破は滅めつ的な吸引が沈ちん静せい化する。

　ただし真人は、くっつかれたままだ。

「んふふー。真人くーん」すりすりー
















「くっ……何気に、いい匂においしやがって……！」

「それじゃ、せっかくだから……お母さんもマー君に……すりすりー」

「母さんまで、くっついてくるんじゃねええええっ！」

「面おも白しろそうですね。では私も、たまには真人君に甘えてみましょうか」

「シラーセさんのは、嫌がらせにしか思えないんですけど!?……だ、誰だれか！　誰か俺を助けてくれ！　この甘え地じ獄ごくから解放してくれええええっ！」

　真人が必死に叫さけぶも、ポータは楽し気に、ワイズとメディは微び妙みような表情で、黙だまって見守るだけで……







　こちらは、お母さん屋の外。

　通行人の視線なんて気にせず、窓から中の様子を覗のぞいている、堂々たる不ふ審しん者がいる。

「暢のん気きに馬ば鹿か騒さわぎしているなんて、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうね。腹立たしい限りだわ」

「真人君が一番人気だなんて～、珍めずらしい光景だね～。むしろ超ちよう常じよう現象かな～？」

　一人は、虎とらのように獰どう猛もうな顔つきの少女。

　もう一人は、蕩とろけた目で見下す妖あやしい女性。

　反はん抗こう組織リベーレ四天王の二人、アマンテとソレラだ。

　看板に書かれている【お母さん屋】の文字を睨にらみ付けて、アマンテが歯は嚙がみする。

「いきなりカーサーンに移動したかと思ったら、母親の店を開店させるなんて……これは私たちに対する挑ちよう戦せんだと考えて、間ま違ちがいないわね」

「母親の存在を認めない私たちとしては～、ひじょ～に不ふ愉ゆ快かいだよね～」

「その通りよ。こんな店、さっさと潰つぶさなければいけない。……潰さなければいけない、けれど……」

　アマンテとソレラは、あらためて店の中を覗き込む。

　店内にいるのは、母親世界一のタイトルを保持している真々子に、四天王の二人を追い詰つめたことがあるワイズとメディ。さらに、隠しボスであることが明かされたモーネもいる。あとはポータ。

　シラーセと真人もいるのだが、そっちは眼中になくて。

　二人は冷ひや汗あせをかきながら、静かに身を引いた。

「べ、別に、あの面子メンツとまとめて戦ったら勝てる気がしないとか、そんなことは思っていないけれど！　臆おくしているわけではないけれど！」

「そ、そうだよね～！　ただちょっと～、多勢に無勢っていうか～、相手の方が人数が多いのはズルいよね～！」

「そ、そうよ！　そういうこと！……だから、何か作戦を……ああ、そうだわ。ここはあえて、この店を……そうすれば……」

「何か思いついたの～？　そういうのこそ説明してほしいんだけど～」

「時間が惜おしいわ。まずは行動よ。行きましょう。……大好真々子……世界に知れ渡わたるあなたの評判が、あなた自身の首を絞しめることになるなんて、思いも寄らないでしょうね。フフフッ！　アハハハッ！」

　お母さん屋に背を向けて、アマンテとソレラが行動を開始した。




















第五章　「お見合いって、要は面接だろ？」言ったら、女子たちに呆あきれられた。解げせぬ。









　絶好のクエスト日和びよりだ。

　引き受けた依い頼らいは〝ニワトリを襲おそうモンスターをなんとかしてほしい〟というもの。

　依頼者の鶏けい舎しやにやってきた真まさ人とたちは、戦せん闘とう準備を整えて、まずはターゲットをおびき寄せるための餌えさを用意する。

「……なあ母さん。母さんが用意した餌について、ちょっと聞きたいんだが」

「情報によると、ターゲットは猫ねこ型のモンスターよ。だったら、まっしぐらよ」

「猫型というポイントだけ考こう慮りよした結果か……くっ……俺がもっと早く気付いていたら、こんなことにはならなかったのに……」

　真人が手にしている餌は、何度見ても、どこからどう見ても。

　茶ちや碗わんに盛られた、ねこまんまだ。ご飯と鰹かつお節ぶしを絶ぜつ妙みようなバランスで混ぜた、真ま々ま子こ特製ねこまんまである。

　適当な場所に置いたら、鶏舎の陰かげに身を潜ひそめて、じっと待つ。

「相手はどんな猫ちゃんなのかしらね」わくわく

「猫じゃなくて、モンスターな。……つーか、来るわけねーだろ。餌といえば、普ふ通つうは肉だろ……モンスターがねこまんまに食いつくわけが……」

「ん、ちょい待ち。なんか、向こうの森から出てきたみたいだけど……」

「遠すぎて、よく見えませんね……ポータちゃんは見えますか？」

「あれは……わわっ！　サーベルタイガーです！　ものすごく速いです！」

「噓うそだろ!?　ねこまんまで釣つれた!?　というか、サーベルタイガー!?」

　ねこまんまの香かおりがふわ～っと流れていった、その先から、あまりにも巨きよ大だいな牙きばを生やした猛もう獣じゆうが怒ど濤とうの勢いで駆けてくる。全力まっしぐらだ。

「ガチの肉食獣のくせに、ねこまんまに本気出すんじゃねーよ！……なんて言ってる場合じゃない！　あれはヤバいぞ！　攻こう撃げきを受けたら、一発で即そく死しもあり得るから……！」

「真人が攻撃を受けるのね！　任せた！」

「すぐに蘇そ生せいさせますから、安心してください！」

「ひとまず回かい避ひする方向で話を進めたはずなんだが!?」

　ワイズとメディが真人の背後に隠かくれて、服を摑つかんで、真人という名の盾たてにした。「これでよし」「念のため、ポータちゃんもこちらへどうぞ」「は、はい！」許し難がたい二人はともかく、ポータまで背後にいるのでは、真人は盾をやめるわけにはいかない。

「ったく！　こういう時ばっか俺を頼たよりにしやがって！……でもまあ、言うほど悪い気分じゃないけどな！」

　こうなったら、やるしかない。頼りにされる勇者の力を見せるのだ。

　サーベルタイガーは、より大きな食事である真人に狙ねらいを定めている。

　真人は、左ひだり腕うでを突つき出し、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開して、決死の覚かく悟ごで攻撃を受ける……！

「あらあら。猫ちゃんじゃなくて、危険なモンスターなのね。それじゃ……えいっ」

　真々子の攻撃。石せき刃じんと水すい弾だんによる頭割り全体攻撃×２が命中して、サーベルタイガーを一いつ瞬しゆんで倒たおした！「おう。わかってた」真人は穏おだやかに納なつ得とくして、そっと左手を下ろした。

　戦せん闘とう終しゆう了りよう。クエスト達成だ。

「モンスターが倒されて、ジェムが山盛りです！　自分、回収してきます！」

「任せた。……じゃあ俺は、ねこまんまを片付ける。母さん、箸はしと醬しよう油ゆ」

「はい、どうぞ。お茶も用意してきたわ」

「いただきます」

「あとはギルドに報告して、完了ね。……なんか、あっさり終わっちゃったわね」

「今日の予定は、このクエストだけでしたから、いきなり暇ひまになってしまいましたね」

「だな。……これからどうするか……」

　ねこまんまを食べながら、真人が軽く思案すると。

　ぽんっと、真々子が手を叩たたいた。

「だったら、お母さん屋の様子を見に行くのはどうかしら」

　お母さん屋が営業を開始して、数日が経過している。

　真人たちが不在の時は、モーネに店を任せることになったが、はたして。

「そうだな……ちょっと見に行ってみるか」

　気にならないと言えば噓になる。ねこまんまを一気食いして、さっそく行動開始だ。

　まずは宿場町の冒ぼう険けん者ギルドで報告を済ませて、その次は……







「……よっと。カーサーンに到とう着ちやく。ワイズ、ご苦労」

「はいはいどーも。あたしの魔ま法ほうに感謝しなさいよね」

「それじゃ、お店の様子を見に行きましょう。おー！」

　転送魔法でカーサーン王都の入り口に到着した真人たちは、真々子の号令で移動開始。お母さん屋へ向かう。

「モーネちゃん、大だい丈じよう夫ぶかしらね……」

「大丈夫だろ。一人で大変そうなら、シラーセさんも手伝ってくれるって言ってたし」

「本来なら運営の仕事だしね。当然、上う手まくやってくれるでしょ」

「心配があるとすれば、お店より、モーネさんの力の方かと思いますけど……」

「真人さんに甘えられなくて、力が抑おさえられなくなって、暴走しちゃっているかもしれません！　自分、心配です！」

「俺のせいで町に壊かい滅めつ的な打撃とか、絶対に勘かん弁べんしてほしいんだが……その辺は心配いらないみたいだぞ。ほら。カーサーンの町は、今日も平和だ」

　町並みは、ちゃんとそこにある。モーネのブラックホール的な力で破は壊かいされたような形けい跡せきはない。通りには人の姿もある。老ろう若にやく男なん女によ、特に女性が多いようだ。

　大勢の人々が列を作り、町の入り口から、ずっと向こうの方まで並んでいる。

「なんだろうな。イベントか何か、やって……あれ？」

　と、その時、立ち止まっていた真人の体が奇き妙みように動いた。

　立った状態のまま、ズズズッと、勝手に水平移動していく。そしていきなり加速。「おわっ!?」「あっ、マー君!?」真々子がとっさに伸のばした手は届かず、真人は通りをスイーッとスライド移動していく。

「こっ、怖こええええっ!?　なんじゃこりゃああああっ!?　勝手に移動っていうか、何かに引っ張られてるっぽい!?　なんだこれ!?」

　そのまま、商業区画へ続いている列に沿って滑すべって、曲がり角で急カーブ。「んひいいっ!?」猛もう烈れつな横Ｇで首が折れそうになりながら、さらに滑り続けて……

　列の先頭が見えてきた。そこにあるのは、お母さん屋だ。

「この人たちって、お母さん屋の客だったのか？　店のドアに【休きゆう憩けい中】の看板が掛かけられてるみたいだけど……って、おい待て……このままだと、ぶつかる!?」

　店てん舗ぽの窓が目前に迫せまってきても、止まらない。「むべっ!?」真人はべちゃっと張り付いた。でもまだ止まらない。「んのおおおっ!?」僅わずかに開いていた窓の、細いスペースから、無理やり店内に引きずり込まれて。

　さらに引きずられていく、その先には。

「もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理」

　カウンターの奥にうずくまって、死んだ魚のような目で足元を見つめながら、延々と呟つぶやいているモーネがいる。

　どう見ても末期状態だ。

「もう無理もう無理も……も？……も、もももっ!?……もそと君んんんっ！」

「もそと、じゃなくて、真人な！　というか、俺をここまで引き寄せたのはお前か!?　甘える対象を強ごう引いんに引き寄せる力を身につけたのか!?　そんな迷めい惑わくな進化を……」

「人があああっ！　人がいっぱいいいっ！　次から次へとおおおっ！　ふえええんっ！」

「うわダメだ！　会話ができる状態じゃない！」

　モーネが、ぶわっと泣き出して、真人に思いっきり抱だき付いてくる。無我夢中で武者ぶり付いてくる。甘えを急速チャージだ。

　そうこうしているうちに、真々子たちが店に駆かけ付けた。

「マー君、大丈夫!?……あらあら、モーネちゃん！　一体どうしたの！」

「ご覧の通りだ。俺もよくわからんけど……外には大量すぎる客がいたからな……もしかしたら、一人じゃ捌さばき切れなくて、テンパって……」

「もうヤダよおおおおっ！　もう無理いいいいっ！　うえええんっ！」

「よーしよし！　落ち着け！……モーネは頑がん張ばってた！　そうだよな！」

「うん！　親子の甘えについての悩なやみが多かったんだけどね！　そういうことなら、誰だれよりもわかるから、お客さんの悩みを解決できたの！」

「モーネちゃんにお店をお願いして、大正解だったわね。……でも……」

「そうなの！　ここ数日で、お客さんが、あり得ないくらい増えて！　それで、どうにもならなくなっちゃって！　うええええんっ！」

「泣かないでください！　もう大丈夫です！　大丈夫です！」

　モーネの背中を優やさしくさすって、真々子とポータが二人がかりで落ち着かせようとしている。だが興奮状態のモーネはなかなか収まらない。

　ワイズとメディも、モーネの背中をさすってあげようと……

「ほら。もう泣かなくていいから……」

「モーネさん。どうか落ち着いて……」

「あ、やめてください。悪あく魔まと詐さ欺ぎ師しに慰なぐさめられても嬉うれしくないですから」きっぱり

「うわ。この子、まだ根に持ってるわー」

「随ずい分ぶんと嫌きらわれたものですね……」

　ものすごく冷静に、二人はお断りされてしまったが。

　結果的に、モーネは落ち着きを取り戻もどしたようだ。

「ごめんね、真人君。つい取り乱しちゃって……ぐすん」

「気にするな。誰だってそうなるだろ。ワンオペだと捌き切れないほどの客が来たみたいだからな。……最初から繁はん盛じようしてたけど、こんな爆ばく発はつ的に客が増えるなんて……どうして……」

「原因はきっと、これだよ。お客さんたちが持って来たの。町中で配られていたって」

　モーネはチラシを見せてくる。

　お母さん屋の宣伝チラシだ。店の場所や営業時間など、基本情報が記き載さいされていて。




【悩みを解決できなかった場合は、責任を取って、大おお好すき真々子が母親をやめます！】




　そんな宣言が大きく書かれている。

「おい……おい母さん、なんだよこれ。こんなの配ってたのか？」

「お母さんは知らないわ。注文した覚えもないから……」

「だったら、誰かが勝手に作ってバラ撒まいたのか？　一体誰が……ん？」

　チラシをよく見てみると、一番下に何か書いてある。

【発行者：反はん抗こう組織リベーレ】【お問い合わせ先：アマンテ、またはソレラまで】

〝母〟の字を反転させたシンボルマークも添そえてある。

「悪の組織のくせに、律りち儀ぎに表示義務を守りやがって……感心するほど馬ば鹿かだな」

「さっきシラーセさんが来てたんだけど、同じこと言ってた。すぐに対処するって、出ていっちゃって……とりあえず店を閉めておくように言われたから、その通りにしてたの」

「そっか。じゃあ馬鹿の方は、ひとまずシラーセさんに任せるとして。……俺たちは、こっちだな」

　店の前には、客の大行列。「まだオープンしませんかー！」「けっこう急ぎなんですけどー！」「子供が甘えてくれないんです！」「お母さんに甘えてみたいんですけど！」しびれを切らした客たちが、ドアや窓をノックして呼びかけてくる。

「チラシが偽にせ物ものだとしても、悩みを解決してほしい大勢の人が集まってるのは事実だ。追い返すわけにはいかないよな」

「もちろんよ！　お母さん屋は、悩みを解決するためのお店だもの！」

「よし。だったら、解決できなかったら母親をやめるって部分だけ訂てい正せいして……」

「ちょい待ち。あたし思ったんだけどさ。訂正しないままの方が面おも白しろいんじゃない？」

「反抗組織の策略を、真正面から打ち破る……確かに、その方が痛快ですね」

「自分もそう思います！　ママさんと真人さんの必殺技わざで、悩みにも、四天王の人たちにも、どっちにも大勝利です！」

「え？……あー、うん、まあ……正面突とつ破ぱで大勝利は、賛成だけど……」

　甘え実演は、真人にかかる負担が大きすぎるわけで。

「あ、そうだ！　せっかくだからさ、リベンジってことで、母さんとモーネがコンビを組んでみるとか……！」

「私、お客さんたちの悩みを聞いてくるね！　同じような悩みだったら、まとめて解決した方が早いから！」

　モーネは店の外へ飛び出していった。素す早ばやい。

　ワイズたちは、カウンター内に入って、おもてなしの準備を始めている。素早い。

　唇くちびるを嚙かみしめる真人の隣となりに、真々子がそっと並んだ。最も素早い。

「さあマー君。お母さんと一いつ緒しよに、頑張りましょうね。うふふ」

「くっ……あーもう！　わかったよ！　やるよ！　やらせていただきますよ！」

　やや投げやりな覚かく悟ごと共に、営業再開だ。

　客たちが、ぞろぞろと店に入ってきて、次々に悩みの解決を求めてくる！

「子供を自然に甘えさせるには、どうしたらいいですか！」

「そんな時には、膝ひざ枕まくらね。さあマー君、いらっしゃい」

「わ、わーい！　子供まっしぐら！……あ、眠ねむ気けが……すやぁ……」

「さりげなくママに甘えるには、どうしたらいいですか！」

「腕うでを組んで、一緒にお散歩するのはどうかしら。ね、マー君」

「おーけい！　今日は俺が母さんをエスコートするぜ！　れっつごー！」

　仲良し親子による実演が、迷える人々を虜とりこにして……







　とっぷりと日が暮れて、夜。

　お母さん屋を訪おとずれた客の数は、三百人を超こえた。

　その悩みの全すべてを解決できたわけだが、ダメージも大きかった。

「もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理もう無理」

「マ、マー君！　もう大だい丈じよう夫ぶよ！　さっきのお客さんたちで最後よ！」

「真人君、頑張ったね！　頑張ったご褒ほう美びに、頭を撫なで撫でしてあげるね！　私に甘えていいよー！」

「え？……あ、甘え？　甘えっ!?」

「真人さん、お菓か子しとジュースをどうぞ！　疲つかれた時は、甘いものがいいです！」

「ひいいいっ!?　甘えはもう勘弁してええええっ!?」

　真々子と共に、無数の甘えっぷりを披ひ露ろうした真人は、精神的にダメージを負いすぎた。甘えがトラウマになってしまった。

　そんな真人を見かねて。

「ったく。しょーがないわね……メディ、やるわよ」

「そうですね。手早く治しましょう」

　ワイズは魔ま法ほう書を出現させ、メディは杖つえを握にぎりしめて、真人に対して順番に魔法を使う。

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

「あ。俺、死んだ」

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……蘇生リアニマート！」

「ん？　生き返った？」

　死んで棺かん桶おけに納まったと思ったら生き返った真人に、ワイズとメディがそっと近寄って、耳元で囁ささやきかける。

「勇者真人。汝なんじは転生し、今ここに生まれ変わったのじゃ」

「え？　転生？　俺は生まれ変わったのか？」

「そうです。先ほどまでのあなたは、もういません。ここにいるのは、心を蝕むしばんでいた重荷から解放された、真新しいあなたです」

「おおっ！　確かに、身も心も軽いぞ！　そうか、俺は生まれ変わったんだ！」

　新生真人、誕生！

「って、そんなわけないだろ。さっきまでの俺と同じだよ。ふざけんなよ」

「ですよねー。わかってた」

「ですが、乗りボケができる程度には回復しましたよね。よかったです」

「こういう茶番が嫌いじゃない自分の性格が恨うらめしい……まあとにかく、現実と向き合える程度にはなったよ。どーもお手数かけました」

　不本意ながら、真人復活だ。楽し気に笑うワイズとメディを睨にらみ付けて……心の中で、ちゃんとお礼を言っておく。

　と。

「あのー。ちょっといいですかー」

　いきなり、ふてくされた顔をしたモーネがやってきて、ワイズとメディの前に仁に王おう立ちした。

「えっと……なに？　なんか怒おこってる？」

「怒ってはいないですけどー、なんか面白くないって言うかー。私が真人君を元気付けようとしたのにー、そっちが勝手なことしてくれてー、面白くないって言うかー」

「つまり面白くないわけですか……」

「仲良さそうなところを見せつけるとか、嫌いやがらせですかー。そうなんですかー」

「ちょ待ってよ。別にそんなつもりじゃないんだけど。あたしたちは、真人を適当に復活させただけだし」

「そうですね。ちょっとした思い付きで、適当に復活させただけですね」

　適当に、という一言が不満なのだけど。そんなことより。

　今まさに、真人に思いを寄せる女子たちのバトル勃ぼつ発ぱつ……！

「言っておきますけどー、真人君の彼女は私ですからー、ちゃんと配はい慮りよして……」

「モ、モーネ!?　あんた馬鹿なこと言ってんじゃないわよ!?　気を確かに！」

「もっと自分を大事にしなければいけませんよ!?」

「おい待てお前ら。それはどういう意味だ」

　女子同士のバチバチなんて、なかった。

　そんな時だった。コンコンッと、店のドアがノックされた。

「おわっ!?　まだ客がいたのか!?……でも、もう夜だし、今日は閉店ってことで……」

「はーい。どうぞ」

「ちょっ、母さん!?」

　真々子が返事をすると、客が入ってくる。

「ばわー」

「ちょっと里り香か。〝こんばんは〟でしょ。もう三み十そ路じが見えてきた歳としなのに、ちゃんとした挨あい拶さつの一つもできないの？」

「まだ二十代よ！　ちょっと後半だけど二十代！　まだまだ若くていいのよっ！」

　自じ称しよう若い女性と中年女性。顔立ちが似ている二人組だ。ペンとタブレット板、筆や絵の具など、それぞれ絵を描かく道具を携けい帯たいしている。どちらも画家だろうか。

　とにかく来てしまったからには、追い返すわけにはいかない。茶さ菓かの用意を女子たちに頼たのんで、お客様を席へ案内した。真人と真々子で対応する。

「ども。いらっしゃいませ。じゃあ、お悩なやみを……」

「マー君、まずはご挨拶よ。……はじめまして。私は……」

「ああ、大丈夫ですよ。私は運営のスタッフなので、真々子さんと真人君のことは承知してますから」

「え？　運営の人なんですか？」

「キャラクターデザインの担当で、実際の運営にはあんまり関かかわってないんだけどね。……私は鈴すず谷や里香。こっちは私のお母さんよ」

「鈴谷加か奈な子こと申します。よろしくお願いします」

　母親の加奈子がお辞じ儀ぎをしてくる。「ほら、里香！」「わ、わかってるってば！」娘むすめの里香も、脇わきを小こ突づかれて、ぺこりとお辞儀してきた。

「私たちのことは、テストプレイヤーだと思ってくれていいわ。そういう扱あつかいで来てるから。……で、さっそくお願いなんだけど」

「あら、何かしら」

「お母さん屋に来たってことは、親子関係の悩みがあるんですよね。甘え関係の悩みじゃなければ、なんとか……」

「王子様を紹しよう介かいして！　私、王子様と結けつ婚こんするから！」

　甘え関係じゃなかった。だがそれ以前に、親子の悩みじゃなかった。

「王子様……それは乙女おとめの憧あこがれ。単なるイケメンとは違ちがう、心技体を兼かね備えた至高の存在。洗練されたスタイル、上品な物もの腰ごし、そして甘い声で私の名を……ああ、ダメ……素敵な王子様を思い描えがいただけで、私、どうにかなっちゃいそうよ！　いやんっ！」

　里香は、二十代後半なりに乙女っぽく、マイ・ドリームに浸ひたったかと思ったら。

　途と端たんにぐわっと目を見開いて、全力で訴うつたえてくる。

「というわけで紹介して！　この前、王子様がこの店に来たでしょ!?　顔見知りよね!?」

「えっと……とりあえず、帰ってもらえますか？」

「帰らないわよ！　王子様と結ばれるまで、絶対に帰らないわ！　真人君には無理だとしても、真々子さんなら、なんとかなるでしょ!?　さあ王子様を紹介して！　さあ！　さあさあさあさあ！」
















「なんかイラッとしたんで、帰ってください。つーか、帰れ」

「す、すみません！　困った娘で、本当にごめんなさいね！　私からちゃんとご説明しますから！……里香！　ちょっと静かにしてなさい！」

「ぐぬぬぬっ！」

　娘の首根っこを摑つかまえて、加奈子が事情を話してくる。

「うちの娘は、子供の頃ころから王子様に憧れていて、暇ひまがあれば王子様の絵ばっかり描いているような子で……趣しゆ味みが高じて、イラストレーターになって、このゲームのお仕事をいただいたそうなんです。それで……」

「もしかして、里香さんがカーサーンの王子様をデザインしたとか？」

「あまり大きな声では言えないけど、イエス！　私の理想を詰つめ込んだ王子様が爆ばく誕たんしたのよ！　やっばーい！」

「大きな声で言っちゃいけないことなんですけどね。話によると、上司の方を脅おどして、無理やり描かせてもらったみたいですから」

「和なごやかな雰ふん囲い気きでパワハラ訴そ訟しようについて話をしただけよ！　合法合法！」

「それで、その王子様がゲームの世界に実装されたとかで、どうしても直じかに会いたいと言い出して……今度はそちらの担当の方に掛かけ合って、無理やり申しん請せいを通したみたいなんです。親子二人一組での参加がルールだからって、私を強ごう引いんに呼び付けて……」

「そして現在地がここですか……半はん端ぱない勢いですね……」

「全ては、私の王子様への愛ゆえに！　愛のためなら、多少の職権濫らん用ようはセーフよ！……だって、もっとすごいことしてる人だっているし……」

　里香は、カウンターの奥でお菓子をつまみ食いしているポータに目を向けた。「……ほぇ？」なんで見られているのか、よくわからないようだが、そんな表情も可愛かわいいポータだ。

「それにね！　私たちは、解決しなければならない問題を抱かかえている親子なの！　何気に家庭崩ほう壊かいの危機なのよ！　だから参加して当然！」

「その問題とは？」

「王子様との結婚は、私が子供の頃から描いてきた、とってもとっても大事な夢……それなのに、お母さんが言うのよ！」

「『いい加減に目を覚ましなさい』『普ふ通つうに人間の彼氏を作って結婚しなさい』って、何回言ってあげたかしらね。何回言っても聞かないんだから」

「ほら！　こんなこと言うのよ！　子供の夢を応おう援えんしないなんて、親として失格よ！　このままだと、親子の縁えんを切るしかないわ！……というわけで、真人君！」

　里香は、お母さん屋の偽にせチラシを取り出して、にっこり微笑ほほえんだ。

「親子の絆きずなを救うために、そして、真々子さんが母親をやめなくて済むように……私と王子様の縁結び、よろしく！」

「正直に言って、主に里香さんが面めん倒どう臭くさそうなんで、お断りしたいんですけど……」

「あ、いいこと思い付いたー。キャラデザ担当の力で、真人君の装備品を全部、真々子さんの萌もえイラスト付きにしてやろうかなー。痛い勇者にしてやろうかなー」

「あんた鬼おにですか!?　わ、わかりました！　やります！　やらせていただきますから、その仕様変へん更こうだけは勘かん弁べんしてくださいよっ！」

　あまりにも恐おそろしい脅しに屈くつして、真人は依い頼らいを引き受けるしかなかった。







　翌日。

　お母さん屋はモーネと鈴谷親子に任せて、真人たちは城へ向かう。

「初めて甘え以外のまともな仕事になるかと思ったら、これだよ。しんどいわー」

「『王子様を紹介して！』って、あの勢いには引いたわ。本気すぎるでしょ」

「恋こいする女性というより、空腹の猛もう獣じゆうのようでしたね」

「そうなっちゃうくらい、大好きなんだと思います！　でも、相手は王子様なので、ちょっと大変そうです！」

「そうね……どうなるか、わからないけど……でも、まずは話をしてみましょう」

　一行は城門に到とう着ちやくした。

　警備の兵士たちが、厳しい表情で真人たちを見つめている。

「最初の関門だな。俺たちみたいな冒ぼう険けん者は、簡単には通してもらえないだろ。……母さんのことは、世界中で知られているみたいだけど、それだけじゃ……」

「おお！　そちらの方は、もしや大好真々子殿どのではありませんか!?」

「間ま違ちがいない！　天下一母道会の覇は者しやとなった、母親の中の母親、大好真々子殿だ！　お目にかかれて光栄です！　ささ、どうぞお通りください！」

「あら、ありがとう」

「顔パスかよ！」

　あっさり通行許可が下りた。「できれば、鎧よろいにサインを！」「私も！」「これでいいかしら」通り抜ぬけるには、少々時間がかかったが、真人たちは城に入った。

　彫ちよう刻こくや絵画で彩いろどられた壁かべに、磨みがき上げられた床ゆか。見上げれば、果てしなく高い天てん井じよう。豪ごう奢しやなエントランスホールの光景に、しばし圧あつ倒とうされて、さて。

「ま、まあ、とりあえず入れたわけだけど……ここからが問題だな。相手は王子だ。簡単に会える相手じゃないぞ」

「別に問題なくない？　真人が一言、言えばいいだけでしょ」

「フラグですね」

「真人さん、お願いします！」

「いやいや、無理だろ。いくらなんでも……不意に王子様が母さんを見つけて駆かけ寄ってくるとか、そんな上う手まい話は……」

「おや、真々子さんではありませんか！　真人君に、皆みなさんも！　お久しぶりです！」

「あらまあ、王子様だわ」

「ホントに来た!?……なんだこれ……もしかして、俺にはそういう特とく殊しゆ能力が秘ひめられていたのか!?」

　真人がフラグ建築士の能力に覚かく醒せい!?　それはさておき。

　上質なお召めし物をなびかせながら、華か麗れいなランニングフォームで、オウジ・オブ・カーサーン王子がやってきた。

「皆さん、ようこそお越こしくださいました！　歓かん迎げいいたします！」

「どうもです。……で、王子様。いきなりなんですけど」

「ちょっとプライベートな質問をしてもいいかしら」

「ええ、構いません。どのようなご質問でしょうか？」

「王子様ってさ、結婚してる？」

「いえ、独身です」

「でしたら、お付き合いしている方や、もしくは許婚いいなずけの方など、いらっしゃいますか？」

「そういった方はいません」

　立て続けに質問を浴びても、すらすらと答えていく王子だったが……

「じゃあ、好きな人はいるんでしょうか！」

「好きな人、ですか？……それは……その……いませんけど」

　ポータに問われた瞬しゆん間かん、小声で否定して、王子は気き恥はずかしそうに俯うつむいた。

　この反応は……？

「（もしかして、気になってる人はいる、って感じか？）」

　どうだろう。こういうことは、真人の得意分野ではないので、なんとも言えないけど。

「まあ要するに、今日はそういう話を持って来たんです。どうしても王子様と結ばれたいって人がいるんで、もしよかったら、一度会ってもらいたいと思って」

「そ、そうでしたか。つまり私に縁えん談だんをお持ちになられたということで……ちなみに、ご紹介してくださる方は、どのような方なのですか？」

「このゲームのキャラクターデザインやってる人です……なんて、ゲーム内のキャラ相手に説明するのは、なんか変な気分だけど……とにかくその人が、王子様に会いたがっていて、無理やりこの世界に来てるんですよ」

「キャラクターデザインをされている方が……そうですか……」

　相手の素す性じようについて、何か思うところがあるようだ。王子は難しい顔をして考え込んでいる。

　ここは気軽に話を進めてもらいたい。その人は、他ほかでもない王子をデザインした人ですよ、なんて、余計に考え込んでしまいそうな情報は伏ふせておくことにした。

「まずはお見合いから、ということでいいと思うんですけど、どうですか？」

「そうですね……お世話になった皆さんからのご紹介ですし……しかも相手の方が、そうだというなら、ひとまずお見合いだけでも……ああ、いや、少し待ってください」

「何か問題があるのかしら」

「母上がなんとおっしゃるか、わからないのです。こういったことは、女王である母上の認にん可かを受けなければならないので、私の一存だけでは、なんとも……」

「じゃあ女王陛下に聞けばいいのね。……だったら、真人」

「フラグ建築士の出番ですね」

「真人さん、お願いします！」

「フッ。俺の力に魅み了りようされるがいい。……をほんっ……あー、女王陛下が俺たちのところへやってくる、そんなこと、あるわけないじゃないかー……だが女王陛下が！」

　……来ない。

　いつまで経たっても、来ない。

「あれ？」

「今のは真人の言い方が悪かったわね」

「私たちのところではなく、真々子さんのところ、と指定するべきでしたね」

「いやいや、そんなわけないだろ。それじゃまるで、結局は母さんの力みたいじゃないか。そんなわけない。……女王陛下が、ふと母さんを見つけてやってくるなんて……！」

「あら、真々子さん。それにお子さんたちも。ごきげんよう」

「女王陛下が来ました！」

「あらまあ、ご無ぶ沙さ汰たしてます。お邪じや魔ましています」

　来た。豪奢なドレスを着たジョオー・オブ・カーサーン女王が、静々と、真々子のところへやってきた。

　真人はその場にうずくまり、さめざめと泣いた。







　先日の悩なやみ解決が功を奏して、真人たちは友人待たい遇ぐうで迎むかえられた。堅かた苦くるしい形式は抜きにして、謁えつ見けんの間ではなく城の中庭へ案内されて。

　お上品な紅茶と菓か子しをいただきつつ、さっそく話を切り出すと。

「……そう。結けつ婚こんを視野に入れて、王子に会わせたい人がいると」

　女王の表情が曇くもった。

「す、すみません。いきなりすぎ、ですよね」

「そうね。突とつ然ぜんのお話で、少し驚おどろいたけれど……差し当たって問題となる点は……相手の方が、王族でも貴族でもなく、市井しせいの女性だということね」

「身分が低いと、ダメなんですか？」

「真々子さんたちには、わかりづらいことかもしれないけれど……古くから続く格式と共に生きるのが、王族の定めなの。たとえ、それが愚おろかなことだとしても、そう易やす々やすと変えるわけにはいかないわ。だからこの話は……」

「母上。よろしいでしょうか」

　早々に話を切り上げようとした女王を制して、王子が席を立った。

　そして女王の背後に回って、おんぶ抱だっこする。ぎゅーっと。

「あらあら、王子ったら。皆さんの前だというのに、甘えん坊ぼうね」

「うふふ。もう立派な仲良し親子ね」

「ほら真人！　こっちも負けてられないわよ！」

「今こそ、勇者親子の実力を見せる時ですね」

「真人さん、どうぞ！」

「よーし、それじゃ……って、やらないからな！」

「あら残念。でもいいわ。昨日のお母さん屋のお仕事の時に、マー君はたーっぷり甘えてくれたから。お母さんの中の甘えエネルギーは満タンよ」

「はいはい黙だまれ！　ふざけてる場合じゃなくて！」

　王子は何か言いたいことがあるようだ。だが女王に先手を取られてしまう。

「甘えて機き嫌げんをうかがおうとしても無む駄だよ。定めは定めとして、受け入れなさい」

「やれやれ、失敗してしまいましたか……ですが母上。どうかご一考ください。私もそろそろ身を固めるべき頃ころ合あいかと思います。私はその方と、是ぜ非ひともお会いしてみたいのです。ですから、どうかお許しを」

「結婚について、王子が前向きに考えている点については、とても喜ばしいけれど……」

「でしたら、どうか」

　王子は、さらにぎゅーっと抱きしめて熱心に甘えるが、「そうは言っても、ねぇ」女王は依い然ぜんとして納なつ得とくしない。

　固いガードを崩くずせないまま、話はここで終わってしまうのか……

　そんな時。

「あれ？　ねえ真人。なんかさ、紅茶が急に甘くなった気がするんだけど」

「おいワイズ。この状じよう況きようで平然と飲んでるとか、お前はなんなんだよ。空気読めよ。紅茶が急に甘くなったとか、どうでもいい……あれ、マジで甘くなってる？」

　飲んでみると、確かに甘い。しっかり甘い。ほんの一いつ瞬しゆん前はシュガーレスだったのに。

　これは、何かが起きている？

「（甘くなかったものが、急に甘くなるなんて……はっ、まさか!?）」

　子供由来の甘え成分が蓄ちく積せきされて、臨界点に達すると、何の前まえ触ぶれもなく発動する驚きよう異いのスキルがある。母親特殊スキル【甘あま母はは】だ。

　その効果は驚異的で、ギャンブルの設定や、ダンジョンの難易度など、あらゆる事象を問答無用で甘くしてしまう。

　真々子は甘えエネルギーが満タン状態だと言っていた。ということは。

「試ためす価値はあるか……あー、母さん。ここは一つ、母さんからも頼たのんでみてくれよ」

「そうね。……女王陛下。お願いできないかしら」

「真々子さんからの頼みでは、断れないわね。わかったわ」

「あっさりかよ！」

　女王のガードが一瞬で甘くなって、速そつ攻こうで話が通った。「このスキル、ぶっ壊こわれすぎる」

「え？　何か壊れちゃったの？」無自覚のまま最強クラスの事象改変能力を発揮してしまう実母がいると、とても頼たよりになるが、息子むすことしては非常に複雑な気分である。

　とにかく女王は納得してくれた。深く頷うなずいて、あらためて告げてくる。

「では、こうしましょう。……明日、国を挙げて、盛せい大だいなお見合いパーティを執とり行うこととします」

「お見合いパーティって……？」

「身分を問わず、誰だれもが参加できるお見合いよ。そこに、王子と、真々子さんがご紹しよう介かいしてくださった方にも参加していただくの」

「そこで縁えんが結ばれた際には、伴はん侶りよとすることをお許しいただけるのですか？　相手がどのような身分の方でも？」

「わたくしとしては、王子が貴族の子女を見み初そめてくれるよう願ってしまうけれど、それ以外の場合でも、ひとまずは認めると約束しましょう。……これが、わたくしにできる最大の譲じよう歩ほよ。真々子さんも納得していただけるかしら？」

「ええ。素す敵てきなアイデアだと思います。それでお願いします」

「じゃあ決まりだな。お見合いパーティってことで」

　ひとまずは認める。その言葉が、真人としては少し引っかかるが。

　お母さん屋に持ち込まれた、悩みというか強ごう引いんな依い頼らいの解決に向けて、一歩前進だ。







　女王の一声で、国政を担になう大臣たちが集められて、お見合いパーティ開かい催さいのための相談が開始された。口を差し挟はさむ余地がない真人たちは、王室御ご用よう達たしの高級菓が子しを食べ尽つくすことに専念している。

　そんな様子を見つめている者がいる。中庭のガーデニングに身を潜ひそめている、アマンテとソレラだ。

「……ちっ。話がまとまってしまったわね。手出しする暇ひまがなかったわ」

「女王が拒きよ否ひしてくれればよかったのに～。……どうする～？」

「かくなる上は、パーティを襲しゆう撃げきして台無しに……いいえ、それではダメだわ。大好真々子の敗北とするためには、お見合いパーティが行われた上で、しかし仕事に失敗した、という結果にならないと」

「だったら～、パーティで勝負だね～。いくよ～」

　悪質な笑えみを交かわして、悪の二人が密ひそかに行動を開始した。







　店に戻もどって、里香に進しん捗ちよく状じよう況きようを伝えると。

「やっぱりお願いして正解だったね！　ありがとう！　お姉さん、ちょー嬉うれしい！」

「じゃあ、後は里香さん自身に頑がん張ばってもらう感じで……」

「え、何言ってるの？　真人君たちも参加しなきゃダメでしょ。……だって……」

　曰いわく。

「王子様との出会いを求める、平民の娘むすめ……お洒落しやれして、胸をときめかせて、パーティ会場へ……でもそこには、意地悪なお嬢じよう様さまたちが待ち構えていた！　道を阻はばまれ、嫌いやがらせをされて、王子様に近寄れない！　ああっ、一輪の花のように慎つつましい恋こいは、ここで潰ついえてしまうのか！」

　芝しば居いがかった口調と動きで訴うつたえて。

　里香は、真人の肩かたをポンと叩たたいてきた。

「というのが、乙女おとめゲーの王子様ルートの王道だから。現地サポートよろしく」

「は？　現地サポート？　いや、むしろ、そういう苦難を自分で乗り越こえてこその……」

「そういう場面では、誰かの助けを借りる。それが攻こう略りやくの鉄則よ。よろしく」

「そんなゲームの話をされても……」

「だってここゲームの世界でしょ」

「あ、そうでした」

「じゃあ、よろしく」

「あ、はい……」

　ということで。







　お母さん屋の終業後。真人たちは夜の街に繰くり出した。

　向かうは、パーティドレスを扱あつかっているブティックだ。

「あそこね！　王子様を落とすドレスは、私のものよおおおおっ！」ズダダダダッ！

「ちょっと里香！……ああもう、すみません！　ちょっと行ってきますね！」

　本気モードの里香が店に突とつ撃げきして、加奈子が慌あわてて後を追った。

　なんかもう、すごい。

「……なあ。俺、思うんだけどさ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。勢いがあるのは、いいことだわ。うふふ」

「そして王子様の前では、借りてきた猫ねこのように大人しく、おしとやかに、ですね」

「うわー最悪。腹黒いわー。あたかもメディのようだわー」

「ふふふ。ワイズさん。ちょっとそこの暗がりで話をしましょうか」……ゴゴゴゴゴ……

「わわっ、メディさん！　ダークパワーが出ちゃってます！　出しちゃダメです！」

　なんて、普ふ段だん通りに騒さわいでいると。

「ほら真人君！　私たちも行こうよ！」

「おわっ!?」

　モーネが真人の腕うでにしがみついてきた。腕に頰ほおずりしてくる。「やめろって！」「よいではないかー」柔やわらかかったり、くすぐったかったり、腕の神経が大おお忙いそがしだ。

「ドレスを選びに、ごーごー！」

「いやいや、ドレスは要いらないだろ。俺たちは、あくまでサポートなんだから」

「サポートするために、パーティ会場に入るんでしょ？　だったら、お洒落しないとダメだよ。普段着で行ったら、追い返されちゃうかもしれないよ？」

「そう……なっちゃうのか？」

「なっちゃうよ！　だからドレス！……私ね、真人君がドキドキしちゃうような、可愛かわいいドレスにする！　そこの赤いのと白いのなんて、視界に入らなくなるくらいに、真人君を夢中にさせちゃうからね！」

　モーネが挑ちよう発はつ的に言い放つと。

　服の色で指定された二人、ワイズとメディが、ピクッと反応した。

「真人をドキドキさせる？」

「私たちが視界に入らないくらいに、夢中にさせる、ですか？」

「んー？　あれあれー？　もしかして二人とも、対たい抗こう意識がメラメラと燃えて……」

「モーネ！　あんたいい加減、正気に戻りなさいよ！」

「相手は真人君ですよ!?　もっと自分を大事にしましょう！　ね！」

　ワイズとメディは真っ青な顔をして、全力でモーネを気き遣づかっている。「二人とも、そろそろ殴なぐっていいか？」容よう赦しやなく失礼な仲間たちだ。

　だが、ほんの少しだけ。一瞬だけ。

　ワイズとメディは、横目でチラッと、真人を見た。

　あくまで、見ただけだ。

「……はぁ。しょーがないわね。ぶっちゃけ、全然興味ないけど、ここはモーネの挑ちよう戦せんを受けるしかなさそうね」

「国が主しゆ催さいする正式なパーティなのですから、正装するべきでしょう。礼節を守れない人だと思われたくありませんし、女子力が低いと思われるのも不ふ愉ゆ快かいですから」

「そう。そーゆーこと。というわけで、あたしたちもドレスを選ぶわよ。ポータもね」

「はい！　自分も、可愛いドレスを着たいです！」

「じゃあ決まりだね！　乙女の勝負だよ！」

　モーネ、ワイズ、メディ、ポータ。女子たちが真しん剣けんな顔つきになり。

　真っ先に一歩を踏ふみ出すのは。

「マー君をドキドキさせちゃうのは誰なのか、ドレス選びで勝負よ！」

「「「「おーっ！」」」」

「おい待てっ！　なんで母さんが一番やる気出してんだよっ！」

　真々子が先頭を突つっ走り、ブティックに入っていった。







　見み渡わたす限り、女性服、女性服、女性服。お値段が少々高い、フォーマルなスーツやドレスだらけ。女性用の礼装を扱う店なので、まあ当然だ。

　そして客も女性だらけ。お見合いパーティについては、既すでに国中に告知されている。少女から大人まで、仲が良さそうなグループに、メイドを従えたお嬢様など、多くの客で賑にぎわっている。

　そんな店内に、男は一人。真人だけだ。

「まあそうだよな……お見合いに参加するんだから、男連れで服を選びに来る人なんて、いないよな……」

　周囲の視線が痛い。〝え、なんでいるの？〟みたいな目で見られると、本気でつらい。

　真々子たち女性陣じんは、各自散開して、思い思いにドレスを選んでいるようだ。「マーくーん！　お母さんはここよー！」思いっきり手招きしてやがる人がいるが、そこには絶対に近寄れない。

　真人は、壁かべ際ぎわに設しつらえられているベンチに腰こし掛かけて、大人しく待つことにした。

「はぁ……もう帰りたい。おうち帰して」

「随ずい分ぶんと情けない発言ですね。女性の買い物を黙だまって待つのは、男性の甲か斐い性しようですよ」

「そんなこと言われても、無理なものは無理……って……え？」

　不意に声をかけられて、隣となりを見ると。

　修道女姿のシラーセが平然とそこにいた。

「うわっ!?　どこから湧わいて出たんですか!?」

「虫の様に言わないでください。真人君が来るよりも先に、ここにいましたよ」

「そ、そうですか。先に湧いてたんですか」

「どうしても虫扱いしたいようですね。わかりました。……それでは、私は虫ということで……」

　シラーセは手を伸のばし、真人の腿ももに指を立てて、トトトトッと走り回る。「ちょおおおっ!?」ゾワゾワする。Ｒ指定は不要だがダメな感覚に、神経が侵おかされちゃう！

「フフフ。知り合いの母親虫に悪戯いたずらされて、どんな気分ですか？」

「すいませんでしたっ！　生意気なこと言って、ホントすいませんでしたっ！　勘かん弁べんしてくださいっ！」

「では勘弁するとして。……いい機会ですので、報告などさせていただきましょうか。まずは、こちらの件につきまして」

　シラーセが取り出したのは、お母さん屋の偽にせチラシだ。

「ああ、これ。アマンテとソレラの仕し業わざですよね」

「調べたところ、原げん稿こう作成から、印刷、配布に至るまで、全すべて自分たちで行ったようです」

「無む駄だに技術と情熱を持っていやがる」

「おそらく今現在も、このカーサーン王都に潜せん伏ぷくしていると思われますが……少々事情がありまして、運営による捜そう索さくは一時中断しています」

「事情って？」

「あちらです」

　その視線の先には、熱心にドレスを選んでいる一人の女性がいる。

　黒いワンピース姿の、真々子にそっくりな後ろ姿の、その人は。

「あれって……もしかして、ＨＡＨＡＫＯさんですか!?」

「はい。ＨＡＨＡＫＯさんです。彼女が、突とつ如じよとしてカーサーン王都に出現したため、こちらの監かん視し体制を強化している次し第だいです」

「どうしてここへ？　何か目的があるんですか？」

「それについては……耳を澄すませば……」

　ＨＡＨＡＫＯの呟つぶやきが聞こえてくる。

「お見合いした相手が、『あなたの子供にしてください！』って言ってくれるように、ちゃんとした服を選ばないといけないわね。どれがいいかしら……」

　だそうだ。

「……お見合いは、出会いの場ではありますけど、大おお幅はばに誤解してますね」

「ですが、子供とは無理やり奪うばい取って得るものではない、という点は確実に理解できているようです。天下一母道会の一件が、良い影えい響きようを与あたえたようですね」

「じゃあ今回も、失敗を通じて成長してもらう感じで？」

「そのつもりです。……ただ、完全放置となると、さすがに心配ですので……」

「シラーセさんはＨＡＨＡＫＯさん担当。でもって、四天王の二人は俺たちですか」

「話が早くて助かります。……と、噂うわさをすればなんとやら、あそこにいるのは」

「そんな、まさか!?」

　真人は派手に慌てて、店内を見渡すが。

「……なんて、いるわけないでしょ。どこにもいませんよ」

「まあそうですね。暢のん気きにドレス選びなどしていたら、ただの馬ば鹿かですよ」

「ですよね。馬鹿は馬鹿ですけど。そこまで馬鹿ではないですよね。はははっ」

　と。

「真人くーん！　ちょっと来てー！　感想を聞かせてー！」

　モーネが真人を呼んでいる。容赦なく大声で。

　他ほかの客たちの視線に刺さされながら、真人は慌てて立ち上がった。

「おい！　めっちゃ注目されてるじゃんか！　あいつぅぅぅっ！……すいませんシラーセさん！　ちょっと行ってきます！」

「男の真価が試ためされる展開ですね。善戦を期待します」

「俺としては、もっと普ふ通つうのバトルがしたいんですけどね！　それじゃ！」

　声がしたのは、店の奥。試着室が並んでいるエリアだ。







　真人が大急ぎで駆かけ付けると。

「あ、来た！　んもー、どこ行ってたの！　早く早く！」

「よっし！　いよいよ決戦よ！」

「最も真人君をドキドキさせるのは、誰だれなのか」

「勝負です！　自分も頑がん張ばります！」

　ずらりと並んでいる個室から、モーネ、ワイズ、メディ、ポータの四人が、顔だけ出して待ち構えている。

「なんだよ。あんまり興味なさそうだったくせに、ワイズもメディもやる気じゃんか」

「まあそうなんだけど……でもさ、試着とかすると、テンション上がっちゃうのよね」

「基本的に、お洒落しやれは嫌きらいではありませんからね。女心を察してください」

「じゃあ、誰から見せましょうか！」

「はいはーい！　トップバッターは私だよ！……とうっ！」

　カーテンを開けて、ぴょんっと飛び出してきたモーネの装よそおいは。

　大好きなあの人の胸に、ふわっと飛び込んじゃう、ゆるふわ可愛かわいい甘えん坊ぼうドレスだ。

　男なら誰でも、受け止めて、抱だきしめて、存分に甘えさせてしまうこと間ま違ちがいなし！

「はい真人君！　感想をどうぞ！」

「あー……普通に似合ってるんじゃないか？　たぶん」

「『たぶん』とか言っちゃダメだよぉ！　コメントが軽いよぉ！」

「真人をドキドキさせられなかったモーネは敗退決定ね。……次は、あたしよ！」

　お次はワイズ。自信たっぷりに出てきたＪＫ賢けん者じやの装いは。

　赤を基調とした、ちょっと背せ伸のびして大人な雰ふん囲い気きの、情熱的なドレスだ。

　迫せまられたら、絶対に抗あらがえない、男を落とす小こ悪あく魔まがやってきた！

「さあ真人！　何か言ってみなさいよ！　さあさあさあさあ！」

「ふむ……赤いな」

「ちょ、色ぉ!?　言うとこ、それだけ!?」

「どうやらワイズさんも脱だつ落らくしたようですね。……それでは、真しん打うち登場です」

　余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮うかべながら、メディが姿を現した。

　これぞまさに淑しゆく女じよと呼ぶべき、シンプルかつ繊せん細さいなデザインの、清せい楚そな白のドレス姿だ。

　社交場に咲さく、穢けがれなき一輪の花が、今ここに！

「それでは真人君。最高級の賛辞をどうぞ」

「……大福」

「はい!?　だ、大福とは、どういう意味ですか!?」

「外側の白さと、その内側にある腹黒さを考えてたら、ふと大福が思い浮かんだ」

「思い浮かんでも、そのまま言ってはいけませんよね!?　女の子のドレス姿にコメントしている自覚はありますか!?」

「えっと、そろそろ自分も出ていいでしょうか！」

　メディが目を白黒させている最中だが、ポータが姿を見せた。その装いは。

　フリフリがいっぱいで、ショルダーバッグまで可愛い、ちっちゃなお姫ひめ様ドレスだ。

　誰もが声を揃そろえて言うだろう。この子は俺が守ると！

「おおーっ！　いいぞポータ！　めっちゃ可愛いぞ！　本当にお姫様みたいだ！」

「きょっ、恐きよう縮しゆくです！」

　真人は思わず、ポータを抱かかえ上げて、高い高いしてくるくる回る。「俺のお姫様、かーわいー！」「ひゃわーっ！」子こ煩ぼん悩のうな父親と愛まな娘むすめの図である。

　そしてこちら、敗北者たち。

「くっ！　めっちゃ反応いいんだけど！」

「ですが、ドキドキしているようではありませんね。純じゆん粋すいに可愛がっているようです」

「だ、だったらさ！　この勝負は、引き分けってことにしようよ！　そうしよう！」

「そ、そうね。それがいいわ」

「ですね。勝負はなかったことに……」

　と、女子たちが話をまとめようとした時だった。




「ねえマー君。そこにいるわよね？　ちょっといいかしら」




　近くの試着室から、真々子の声がした。

　途と端たん、ワイズとメディとモーネが、三人仲良く眉まゆを顰ひそめて、真人をじーっと見つめる。

「……あのさ、真人」

「まさかとは思いますけど」

「お母さんに一番ドキドキするとか、そんなこと、ないよね？」

「馬鹿なこと言ってんなよ！　あるわけないだろ！……見てろよ！」

　真人はポータを下ろして、声がした試着室の前に立った。

　一度、深く深呼吸して、極きわめて冷静に。

「おーい母さん。俺だけど。何か用かよ」

「ああマー君。来てくれたのね。ちょっと見てほしいんだけど」

　カーテンが開いて、真々子が姿を現した。

　極ごく上じようのスタイルを、ゴージャスに、そしてエレガントに包み込む、セクシーなイブニングドレスだ。

　美の女め神がみさえも、裸足はだしで逃にげ出すだろう、完かん璧ぺきな美しさがここに！

　だが、やっぱり、真人にとっては普通に母親である。ちっともドキドキしない……

「あー……息子むすこ的には、もうちょっと露ろ出しゆつを抑おさえてほしいところだけど……まあ、いいだろ。変じゃないと思うし」

「そう？　じゃあ、これにしようかしら……でも、ちょっと着方が難しいのよね……背中の部分が上う手まく留められなくて……あら？」

　真々子が体をよじった瞬しゆん間かん、胸の部分がはらっと「させるかあああっ！」お母さんの大きいのが、ポロッと出そうになったが、真人がとっさにドレスを押さえた。セーフ！

「あっ、危ねえええっ！　ドキドキしすぎて、心臓が口から飛び出るかと……！」

「「「ああ、やっぱり」」」

「違ちがああああうっ！　そういうことじゃねええええっ！……ほら母さん！　もうそれでいいから！　もう着き替がえような！」

　いちいちハラハラさせてくれる母親を試着室に押し込んで、これで一安心。

　それで、だ。真々子の動きに合わせて試着室へ戻もどったポータはいいとして。

　なんか失礼な目で真人をじーっと見つめている女子三人へ。

　別に言わなくていいことだけど。

「あー……モーネ」

「ん？　なにー？」

「その、ふわふわしたドレスだけどさ、本気でモーネに似合ってると思うぞ。こういう時の褒ほめ方なんて、よくわからんから、それくらいしか言えないけど」

「あ……う、うん、ありがとう……」

「それから、ワイズのドレスも悪くないと思うぞ。やっぱワイズは赤だよ。イメージにピッタリだ。ちょっと大人ぶってるところも、お前らしいと思う」

「え？……ああ、うん、ども……」

「メディはさ、普ふ段だんの動作がすごく綺き麗れいだから、変に派手な服を着るより、そういうシンプルなのがいいと思う。メディのいいところが引き立ってる、って言うのかな」

「そ、そう言っていただけるなんて……ありがとう、ございます」

　別に言わなくていいことだと思ったけど、言ってみると。

　モーネも、ワイズも、メディも、口を半開きにして、ぽけーっと見つめ返してくる。

「おい。なんだよ、その反応は」

「え、えっと……」

「いや、なんていうか……不意打ちすぎて、ちょっと思考停止状態というか……」

「私たち、ここからどうしたらいいんでしょうか……？」

「おいおい、しっかりしてくれよ。ドレス選びが終わったなら、元の服に着替えて、買って帰るだけだろ。はい行動！　よーい、どん！」

　真人が合図すると、心ここに在あらずな状態の三人は試着室へ入っていった。「ったく、なんなんだよ」無茶なこと言ってきたり、弄いじってきたり、かと思えば呆ほうけていたり。困った女子たちだ。

「まあいいや。とにかく、これで買い物は終わりだな。……シラーセさんから四天王のことを頼たのまれたけど、こんなところにいるわけないし……安心して帰れるわー」

　ぐぐーっと背伸びをして、解放感を味わっていると。

　真人は、ふと目が合った。

「ん？」

　仲間たちが入った試着室とは別の個室から、顔だけ出して、真人を見ている人がいる。

　獰どう猛もうな顔つきのポニテ女子と、悪質に蕩とろけた目をした女性だ。

「……ん？」

　真人をじーっと見つめて、周囲の様子をうかがって、また真人をじーっと見つめてくる、その二人は。

「んなっ!?　アマンテ!?　ソレラ!?　お前ら……っ!?」

　刹せつ那な、アマンテが神速で飛び出してきて、「んぐっ!?」真人は胸むな倉ぐらを摑つかまれて、そのまま試着室へ引きずり込まれてしまった。

　狭せまい個室の中。真人のすぐ目の前に、四天王の二人がいて、密着している……下着姿のアマンテとソレラが。

　色んな意味で、真人のドキドキが止まらない。本日最高のドッキドキだ。

「ちょっ!?　い、言いたいことは色々あるけどっ、まずはっ……！」

「こちらは下着姿だけど、気にしなくていいわ。お母さんギルドの時に、私はバスタオル姿を見られてしまったでしょう？　あの一件で、もう吹ふっ切れたから」

「私は元から気にならないよ～。しかも相手は真人君だからね～。別にいいかな～って」

「そんな簡単に受け入れないでくれよ……もっと俺を男として扱あつかってくれよ……だ、だったらせめて、敵として！」

「私たちの指示に従うなら、攻こう撃げきはしないわ。大好真々子と、賢者ワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディは別として……あなたのことは、それほど敵視していないから」

「真人君は～、別に脅きよう威いじゃないからね～。だから安心してね～。私たちは～、ちょっと聞きたいことがあるだけだよ～」

「……ぐすん」

　男とも敵とも思われていない勇者の目から、ぽろりと涙なみだが零こぼれた。まあとにかく。

　相手の指示に従っている限り、命の危険はないだろう。

　もし声を上げたら……真々子たちが駆かけ付けて、下着姿の二人とくっついているところを見られて、挙句に助けられたりして、完全に立場がない。それは最悪の事態だ。
















　ここは従った方が安全。真人が頷うなずいて、同意を示すと、アマンテは手を放した。

「……聞きたいことって、なんだよ」

「ふふん。そんなの、決まっているでしょう？」

「実は～、これなんだけど～……」

　アマンテとソレラは怪あやしく笑って。

　それぞれ、虎とら柄がらと骨ほね柄がらのドレスを手にして見せてくる。

「どうかしら。これ、私に似合いそう？」

「男の子の率そつ直ちよくな意見を聞かせてくれる～？」

「知らねーよっ！　勝手にしろよっ！……あ、しまった！」

　真人は思わず怒ど鳴なってしまった。「この馬ば鹿か！」「はわ～っ!?」すかさずアマンテが、ソレラと衣服を抱えて、目にも留まらぬ速さで逃とう走そうした。

　これで真人は危機を脱だつし……ていない。

「マー君、どうしたの？　急に大声を出して」

　真々子が様子を見に来た。その後ろには女子たちも勢せい揃ぞろいしている。

　女性用の店の、試着室に入って、アマンテとソレラから押し付けられたドレスを手にしている真人は、何をどう言ったらいいのか、わからなくて……！

「に、似合う？」

　とりあえず、ドレスを体に当てて聞いてみた。

「あー似合うと思うよ男子のドレス姿の褒め方なんてよくわからないからそれくらいしか言えないけど」

「やっぱ真人は虎柄と骨柄よねイメージにピッタリよ」

「真人君のいいところが引き立っていると思いますよ」

　モーネとワイズとメディのコメントは、棒読みで冷たかった。

「え、えっと、えっと……い、いいと思います！」

　ポータは必死だった。

「んー、でも、サイズが合っていないわね。マー君の背せ丈たけに合いそうなのを探してくるから、ちょっと待っていてね」

「いや冗じよう談だんだからっ！　探しに行かなくていいからっ！　真ま面じ目めに対応するなよっ！」

　愛する息子のことを全すべて受け入れようとする母親は、非常に迷めい惑わくだった。







　翌日。お見合いパーティ当日。

　着き飾かざった女性陣じんの中に、いつも通りの姿の真人がいる。

「あれあれー？　どうして真人君はドレス着てないのー？　くすくす」

「だから！　昨日のあれは冗談だって言ってるだろ！　四天王の二人がいきなり……！」

「ちょっと真人。見苦しいわよ。その言い訳はどうなのよ」

「言うに事欠いて、敵のせいにするなんて……勇者として、それでいいのでしょうか」

「いや本当なんだって！　信じてくれよ！」

「信じてあげてもいいけど、その代わりに、たーっぷり甘えさせてね！」

「よし来い、じゃなくて！　甘えは控ひかえめに！　周囲の目が痛いから！」

　チクチク言われたり、腕うでにしがみつかれたり、忙いそがしくしながら、真人たちは城門を通り抜ぬけた。

　パーティ会場は城。優ゆう雅がな空間で、最高のひとときを過ごし、素す敵てきな出会いを見つけられるように……そんな女王の配はい慮りよにより、全てのフロアが一いつ般ぱん開放されている。

　城内には、男女問わず、すでに多くの参加者たちが集まっていて、思い思いの場所で歓かん談だんしている。よりよい相手と巡めぐり合おうと、精力的に行動しているようだ。

　本日の主役である里香もまた、背中が大きく開いた大だい胆たんドレスに身を包み、気合充じゆう分ぶん。レディーススーツで正装した加奈子に付き添そわれて、いざ出陣。

「始まる……王子様とのお見合いが、ついに！」

「そうね。ご挨あい拶さつさせてもらって、ごめんなさいって言われて、ぱぱっと帰りましょう」

「お母さん!?　たとえ冗談でも、そういうこと言っちゃダメでしょ!?」

「はいはい。冗談なんかじゃなくて、本気で言ってごめんなさいね」

「あーもう！　お母さんはちょっと黙だまってて！　これは、私のお見合いなんだから！」

　テンションが非常に高い里香と、テンションが非常に低い加奈子が、口くち喧げん嘩かをしながら進んでいく。

　真人たちは、なんとも言えない微び妙みような表情で後に続く。

「……加奈子さんは、明らかに乗り気じゃないな」

「そうね。母親として、色々と思うところがあるのね」

「親心ってやつか？　その辺については、俺はさっぱりわからんけど……最終的に、加奈子さんが最大の障害になりそうで、ちょっと心配かもしれん……」

「そうかしら。お母さんは、むしろ加奈子さんが助けになってくれると思うわ」

「だといいけどな……っと」

　不意に里香が立ち止まった。周囲の様子を注意深くうかがっている。

「王子様の姿が見当たらない……この辺りにはいないようね」

「ご縁えんがなかったということね。それじゃ……」

「帰らないから！　お母さんはちょっと黙ってて！」

「じゃあさ、サクッと呼んじゃう？　真々子さんでフラグ立てれば、一いつ瞬しゆんで登場するし」

「そんなことできるの!?　だったら……いえ、やめておきましょう。このタイミングでの王子様召しよう喚かんは、下策だわ」

「何か問題があるのですか？」

「王子様の姿を見つけたら、他ほかの子たちも一いつ斉せいに群がってくる。それだと落ち着いて話ができない。だから、まずは……邪じや魔まな子たちを、片かたっ端ぱしから撃げき滅めつしましょう！」

「撃滅って……これ、お見合いだよね？」

「ええそうよ。お見合い……それすなわち、人生を賭かけた戦せん闘とう！　王子様を獲えるか獲とられるかの真しん剣けん勝負！　だから……！」

　里香が熱く語っていると。

「あらあら。野や蛮ばんなことをおっしゃっている方がいるわね。くすくす」

「これだから庶しよ民みんの方は嫌いやなのよ。くすくす」

「王子様を獲るなんて……ご自身の顔を、鏡で見たことがないのかしら。くすくす」

　それぞれ、金色、銀色、銅色の、宝石ジャラジャラの成金ドレスを身に着けた、見るからにお嬢じよう様さまな三人が現れた。

　すかさず里香は身構える。

「くっ、さっそく来たわね……みんな、戦闘準備！」

「戦闘準備って言われても、何をすればいいのか……」

「私の指示に従ってくれれば大だい丈じよう夫ぶよ！　まずは……ワイズちゃん！　あの三人の横を通り過ぎてみて！」

「え、あたしが行くの？　まいいけど。……それじゃ……」

　とりあえず普ふ通つうに歩いて、ワイズはお嬢様たちの横を通り過ぎようとした。

　だが、次の瞬しゆん間かん、いきなり躓つまずいた。「ちょっ……へぶっ!?」ワイズは通路にべちゃっと突つっ伏ぷして、真っ赤な勝負パンツを晒さらす羽目になってしまった。

　金色ドレスのお嬢様が、ワイズを見下ろして嘲ちよう笑しようしている。

「あらぁ？　何もないところで急に転ぶなんて、おかしな方ねぇ。くすくす」

　確かに、ワイズは何もないところで勝手に転んだように見えたが……

　目め利ききのポータは見み逃のがさなかった。

「真人さん！　自分、見ました！　金色ドレスの人が、すごい速さで足を出して、ワイズさんを転ばせました！」

「ちょっ、なんだよそれ！」

「思った通りね……意地悪なお嬢様は、弱下段キックが強い！」

「格かく闘とうゲームかよ！」

「わかってたんなら、わざわざあたしを行かせないでよ！……ああもう、頭にきた！……ちょっと、あんた！」

　ワイズは跳はね起きて、金色ドレスのお嬢様と対たい峙じした。

　鼻の先っちょが当たりそうなほど至近距きよ離りで、両者が睨にらみ合う。

「面おも白しろいことしてくれるじゃん。……でも、まだまだね」

「はあ？　何が、まだまだ、なのかしら」

「こっちはね、あんたなんかより、百万倍腹黒いのと一いつ緒しよにいるのよ。あんたみたいな雑ざ魚この嫌がらせなんて、目じゃないわ」

　にやりと笑って、ワイズはすかさず、相手のつま先を踏ふんで押さえ込む。

「ちょっ……あ、あなた！　何をするの！」

「はぁー？　なんですかー？　あたしー、別に何もしてませんけどー？」

「くっ！……そちらがその気なら！」

　金色ドレスのお嬢様は、銀色ドレスのお嬢様へ、視線で合図を送った。銀色ドレスのお嬢様が静かに歩み寄ってきて、ワイズの脛すねを蹴けりつけようとする。

　だが、その素早い蹴り足を、メディが踏んで押さえ込んだ。

「なっ……!?」

「ワイズさんが誰だれのことを言っているのか、さっぱりわかりませんけど……こちらの方たちが雑魚だということは、よくわかります。足の使い方がなっていませんから」

「くっ！　このっ……！」

「それから、表情の使い方もよくありませんね。やるからには、こう」……ゴゴゴゴ……

「ひいいいっ!?　笑え顔がおが怖こわい!?……だっ、誰か！」

　銀色ドレスのお嬢様は、助けを求めようとするが。

「ダメです！　行かせません！」

「ちょっと、こら、放しなさいよ！　なんなの、この子は！」

　銅色ドレスのお嬢様に、ポータがしがみついて、行動を抑よく制せいしている。

「この連中は、あたしたちが抑おさえておくわ！」

「真人君たちは、どうぞお先に。里香さんのことをお願いしますね」

「王子様に会えるように、頑がん張ばってください！　応おう援えんしてます！」

「くぅっ！　みんな、ありがとう！　この恩は一生忘れないわ！……さあ真人君！　仲間たちの屍しかばねを越こえて、行きましょう！」

「誰も死んでないですけどね。じゃあまあ、行きますか」

　涙なみだを流して感動している里香のテンションに、ちょっとついていけないけど。

　お見合いという名の戦いは、次なるステージへ。







　入り口付近から、城の奥へと移動した。こちらは、贅ぜい沢たくな調度品が置かれている応接室や、茶さ菓かが用意されているサロンなど、多くの部屋が開放されているエリアだ。

　こちらにも参加者たちが大勢いて、楽し気に、少し緊きん張ちよう気味に、気の合う男女が歓かん談だんしている。とても和なごやかな雰ふん囲い気きである。

「お見合いって、普通はこんな感じなのかな。……でも、こっちは……」

「私の王子様はどこっ!?　どこにいるのっ!?　ガルルルルッ！」

「ちょっと里香！　落ち着きなさい！　ああもう、私はちゃんと人間の娘むすめを産んだはずなのに！　あなた飢うえすぎよ！」

「加奈子さん。手た綱づなの管理をお願いします。俺じゃ無理なんで」

　腹を空すかせた猛もう獣じゆうを散歩させている気分である。

　おまけに。

「王子様、どこにいるんだろうね。ねー、真人君」すりすりー

「どこにいるんだろうな。というか、堂々と甘えるのはやめてくれ」

「お母さんの王子様なら、ここにいるのにね。うふふ」ぎゅーっ

「ちょっ、母さん！　さりげなく腕を組むなよ！」

　両手に花というか、重りにくっつかれて、真人はもう大変だ。体力と精神力が、どんどんすり減っていく気がする……

　と。

「……はっ!?　みんな、気を付けて！　戦闘準備！」

「だから戦闘とかそういうのじゃないと思うんですけど」

　真人のツッコミを無視して、里香が身構えた。

　廊ろう下かの先から、見るからに上品な男性の集団がやってくる。

「うわわ。なんだかキラキラした男の人たちだね。……ねえ真人君。あれってもしかして、貴族の息子むすことか、そういう人たちかな」

「みたいだな。イケメンだらけじゃんか。競きそうつもりはないけど、なんかムカつくわ」

「大丈夫よ、マー君。お母さんは、いつでもマー君が一番よ。うふふ」

「はいはいそりゃどーも。母親に言われても、あんま嬉うれしくないけどな」

「私も真人君が一番だよ！　イケメンじゃなくても、真人君がいい！　えへへ！」

「さりげなく顔を否定されて、微妙に喜べないんだが。……まあとにかく、ここは簡単に突とつ破ぱできそうだな。素す通どおりすればいいだけで……」

「甘いわ真人君！　そんなに簡単な話じゃないわよ！」

「え、そうなんですか？」

　里香は、意地悪お嬢様たちを相手にした時よりも、もっと緊きん迫ぱくした表情になって……

　かと思ったら、急にもじもじし始めた。

「だって、あんなイケメンたちに言い寄られたら……お姉さん、困っちゃう。いやん」

「は？」

「私には、王子様という、心に決めた人がいるの！　でも、でも、あまりに私が魅み力りよく的すぎて、素敵な男たちを引き寄せてしまうのね！　ああ！　なんて罪な女なの！」

「すいません。もう勢いで言っちゃいますけど……おい、お前。いい加減にしろ」

　そうこうしている間に、イケメン集団が目前までやってきて。

「ダメ、ダメよ！　いくら私が素敵だからって、私に恋こいをしては……ああっ、いやん！」

　恋に落ちた表情の男たちが、一斉に！

　里香の脇わきを通り過ぎて、真々子の前に傅かしずいた。

「美しいお嬢さん！　あなたに一ひと目め惚ぼれしました！」

「あらあら、お嬢さんだなんて。私はもう、お母さんよ」

「なんと！　お母さんで、その美しさとは……それではまるで、噂うわさに聞く……はっ!?　もしやあなたは、あなたこそが、大好真々子さんでは!?」

「ええ、そうよ。それでね、そこにいるのが、息子のマー君よ」

「息子さんはさておき、やはりそうですか！　お目にかかれて光栄です！」

「息子さんはさておき、よろしければ、お話しなどいかがでしょうか！」

　感動と憧あこがれの眼まな差ざしを、真々子が一身に浴びて。

　さておかれた息子さんは、まあいいとしても。

　いやんいやんポーズで固まっている里香は。

「ぐすっ……さあ真人君！　ここは真々子さんに任せて、先へ進むわよ！」

「あ、はい。……なんか、すいません」

「謝らないで！　謝られたら、余計に惨みじめになるわ！　だから、いいの！」

　威い勢せいよく進む里香の背に、女の意地を見た真人だった。







　障害を突破して、上の階に到とう達たつ。こちらも、下の階と同じく、お見合い用に開放された部屋が多く並んでいるエリアだ。

　なのだが。

「あれ？　こっちは人がいないな」

「いないね。……もしかして、来ちゃダメなところ？」

「そんなことないだろ。進入禁止にされてなかったし。単に人がいないだけだと思うけど……それにしても、妙みようだな」

　真人とモーネの会話が止まると、急に静かになる。物音ひとつ聞こえない。

　不安に駆かられる静せい寂じやくだ。

「ＲＰＧ的には、よくないことが起きる状じよう況きようだな……里香さんは、どう思いますか？」

「乙女おとめゲー的には、大当たりの状況よ。ヒロインと王子様を二人きりにさせるために、都合よく人ひと払ばらいがされている、みたいなね」

「……そういうものですか？」

「そうよ。これはもう間ま違ちがいないわ。……王子様を探して、誰もいない場所に到達。来てはいけない場所に来てしまったのかと、不安に思って、辺りを見み渡わたすと……嗚あ呼あ、なんということでしょう！　愛いとしの王子様のお姿が、窓の向こうに見えるベランダに！」

　とかなんとか、ドラマティックに語っている人がいるので、何気なく目を向けると。

　廊下の窓の向こうの、ベランダに、一人で空を見上げている王子がいる。

「どぅおわあああっ!?　いいいっ、いたああああっ!?　本当にいたああああっ！　うっわああああっ！　驚おどろきすぎて、めっさ鼻水出たああああっ！」ぶはっ！

「うわぁ……里香さん、壊こわれた」

「元から壊れてるだろ、この人」

「里香！　ああもう、恥はずかしいったらもう！」

　加奈子がティッシュを取り出して、「ほら、ちーん！」「ちーん！」娘を補修した。何かと手がかかる娘だ。

　気を取り直して。

「そ、それじゃ、いよいよクライマックスね！　王子様とご対面ね！」

「そういうことですね。この通路を進めば、ベランダに出られそうですから……どうぞ」

　サポート係の仕事はここまで。後は当事者にお任せしますと、真人は道を譲ゆずるのだが。

　里香は一歩を踏み出さない。緊張の汗あせをかきながら、立ち尽つくしている。

「……里香さん？」

「う、うん。わかってるけど……王子様に会って、それで……私、どうすればいい？」

「どうすればいいって、それは……」

「こうすればいいんだよ！　見ててね！」

　モーネは、一度真人から離はなれて、助走から、勢いよく真人に抱だき付こうと……！

「パリィ」

「あれっ!?」

　真人が華か麗れいに回かい避ひして、抱き付きは不発に終わった。

「んもーっ！　王子様はそんなに回避スキル高くないよーっ！　受け止めてよーっ！」

「あ、すまん。お手本のつもりだったか。つい普ふ段だんの気持ちで避よけてしまった」

「しくしく！　えーんえーん！　真人君が酷ひどいよーっ！　甘えさせてくれないよー！……甘えさせてくれないなんて……甘えが枯こ渇かつしたら、私……力が……」

「ちょおっ!?　それは抑えて!?」

　渇かつ望ぼうの力が発現して、モーネを中心とする吸引力が発生した。

　真人たちはもちろん、廊下に飾かざられている花や彫ちよう刻こくが、ずるずると引きずり込まれる……「ストップ！　ストーップ！」真人は慌あわててモーネを抱き寄せて、存分に甘えさせてやる。だってそうするしかないから。

「よしよし！　よーしよし！　俺の胸に、すりすりしろ！　すりすり！」

「すりすりー！　ふへへー！　甘え補ほ充じゆう完かん了りよう！」

「収まったか。よかった……とまあ、こんな感じで、里香さん」

「いやいやいやいや！　無理無理！　いきなりそんな、王子様相手に、無理だってば！」

　モーネの方は、なんとかなったが、里香の方は相変わらずだ。二の足踏ふみまくり。

　すると。




「だったら、もうお終しまいにしなさい。ここまでにして帰りましょう」




　加奈子が、少し厳しい口調で言い放った。

「ええっ!?　ちょっと待って!?　お母さん、何言ってるのよ！」

「日本語よ。……自分がデザインしたキャラクターがいて、それが普ふ通つうの人間と同じように動いているところを見られて、それでもう充じゆう分ぶんに幸せでしょ？　満足したわよね？　じゃあもう、元の世界に戻もどって、婚こん活かつして、ちゃんとした相手を……」

「私は、自分が描えがいた、理想の王子様と結けつ婚こんしたいの！　そうじゃなきゃ意味ない！」

「そうは言うくせに、会いに行くことさえできないじゃないの。うじうじしてばかり」

「うっ……それは……なんというか……その……」

「うだうだ言ってないで、さっさと諦あきらめなさい。……私はその辺で休んでいるから、帰る気になったら声をかけてね」

　加奈子は心底、呆あきれ果てた様子で、手近な部屋に退散していく。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「ちょうどいいわ。お茶とお菓か子しの用意が……え？……きゃあああっ!?」

「え？……加奈子さん!?」

「ちょっ、お母さん!?　どうしたの!?」

　加奈子が悲鳴を上げた。とっさに真人たちが駆け付けると。

　部屋の隅すみに、多くの人が倒たおれている。ドレス姿の女性と、メイド姿の女性、合わせて十人ほど。

「こっ、この人たち……まさか、死んで……!?」

「お母さん、落ち着いて！　大だい丈じよう夫ぶだから！……大丈夫よね、真人君！」

「ちゃんと呼吸していますから、ひとまず死んではいません。生きてます」

「気を失ってるだけ、みたいだね。……たぶんこれ、魔ま法ほうの効果だと思う」

「そうか……となると、これはやっぱりＲＰＧ的な事態で……」

「ええそうよ。王子に群がる連中が邪じや魔まだったから、魔法で片付けたのよ、なんて、いちいち説明しないけれど」

「だからアマンテさ～、お願いだから～、その癖くせを早く治してよ～」

　ご丁てい寧ねいに説明してくれる敵が現れるわけだ。

　虎とら柄がらドレスを着ているアマンテと、骨ほね柄がらドレスを着ているソレラが、二人揃そろって部屋に入ってきた。

「その恰かつ好こうでのご登場は、かなり予想外だったけど……やっぱお前らか」

「どう？　似合っているかしら。感想を述べてもらっても構わないわよ？」

「私たちにドキドキしちゃったかな～？　そうなのかな～？」

「おかげさまで、ドキドキさせてもらってるよ……悪い意味でな」

　事態は最悪だ。

　相手は四天王二人。アマンテは武器を携けい帯たいしていないようだが、圧あつ倒とう的な身体能力がある。ソレラは、魔法が使えて、アンデッド系モンスターを呼び出すこともできる。

　一方、真人たちは。

「……モーネ。戦えるか？」

「ううぅ。ちょっと無理かも。特とく殊しゆ能力はあるけど、戦せん闘とうできる力は、まだないから」

「そっか……となると……」

　里香に視線を送ると、首を横に振ふった。放心している加奈子には問うまでもない。

　いわゆる、絶体絶命というやつで……

「考えるだけ無む駄だよ。大人しくしていなさい。……ほら」

　不意に、アマンテが花か瓶びんを投げ渡わたしてきた。

　反射的に受け止めると、異常に重い。「おわっ!?」耐たえ切れず、膝ひざが折れて、腿ももに花瓶を載のせた正座状態のまま、真人は身動きが取れなくなってしまった。

「これは……ソレラの能力低下スキルか！　くそっ！」

「そだよ～。力が出ないでしょ～。この辺にある花瓶は～、なんだか高そうだから～、落とさないように気を付けてね～」

　里香と加奈子も、アマンテから花瓶を無理やり持たされて、動きを封ふうじられている。

　そしてモーネも。

「あなたも大人しくしていなさい。ほら」

「わわっ！　この花瓶、本当に高そう！……落として割ったら大変だから、元の場所に戻しておくね！」

　モーネは花瓶を抱かかえて、てくてく歩いて、花瓶を台座に戻した。これで一安心。

　ん？

「あれ、モーネ？……お前、動けるのか？」

「うん。普通に動けるみたい。あはは」

「ええ～!?　ななな、なんで～!?　私の能力低下スキルが効いてないの～!?」

「そんな、どうして……そういえば、この子は、隠かくしボスとして生み出された魔ま神じんだとかなんとか……実は化け物だから、デバフの影えい響きようを受けないということなの!?」

「化け物じゃないよー！　か弱い女の子だよー！」

「特殊能力はあるけど、戦う力はなくて、でもデバフ攻こう撃げきは効かないとか、あまりにも意味不明な存在だけどな」

「こらー！　真人君も、そんなこと言わないでよーっ！　ばかーっ！」

　ぽかぽか殴なぐられて鬱うつ陶とうしいが、なんにせよ、モーネは動きを封じられなかった。

　余よ裕ゆうを帯びていた四天王の二人が、俄にわかに慌ただしく動き出す。

「くっ！　ソレラのスキルが通用しないなんて、厄やつ介かいな相手だわ！」

「これで真々子さんたちまで来ちゃったら～、最悪だよ～！　早く細工を済ませちゃおうよ～！」

「おい待て！　一体何をするつもりだよ！」

「やれやれ。そんなこと聞かれて……これから王子を洗脳して、大好真々子が紹しよう介かいする相手と上う手まくいかないようにして、お母さん屋の仕事を失敗させてやるのよ、なんて、いちいち説明するわけがないでしょう？」

「お前は本当に助かる奴やつだな！」

　ご丁寧に、アマンテは闇やみ色の宝石を見せつけてくる。

　そのアイテムを使われたら、ＮＰＣの洗脳が容易に行われてしまう。

「（ヤバいぞ！　どうする！　どうにかして、あれを！）」

　なんとかする方法は、ある。

「よし！……モーネ！　今から言うことを、よく聞いてくれ！」

「え!?　う、うん！　なにかな！」

「金こん輪りん際ざい、俺に甘えるのは禁止する！」

「え？……ええええっ!?　なんで!?　どうして!?　急にそんなこと……甘えるのを禁止されたら、私は……甘えられないと、私は……」

　衝しよう撃げき的な命令をされて、モーネがみるみるうちに意い気き消しよう沈ちんする。

　同時に、渇望の力が解放されて、猛もう烈れつな吸引力が発生した。何もかもが引き寄せられ、モーネの前で砕くだけ散り、体内へ引きずり込まれる。

　真人たちを押さえつけていた物も、そして、アマンテが手にしていた闇色の宝石も。

「くっ！　この力は……あっ、しまった!?」

「粉々にされて～、飲み込まれちゃったよ～!?　一個しか持ってきてないのに～！」

「よしっ！……それで、えっと……あ、やっべ。ここからどうするか、考えてなかった！」

　渦うず巻まく吸引力は力を増して、一番近くにいる真人を吞のみ込もうとしている。「ヤバいヤバいヤバいヤバい！」逃にげようにも、体に力が入らなくて逃げられない！

「（あ、ダメだ……俺、死ぬ）」

　勇者真人、最後の時。

　その刹せつ那なに思い浮うかんだのは、仲間たちの顔と、母親の笑え顔がおで……

　感じたのは、足あし下もとの小刻みな揺ゆれだ。

「この揺れ……くっそ！　最高に嬉うれしくて悔くやしい、このタイミングで、【母の牙きば】かよ！」

　次の瞬間、床ゆかに亀き裂れつが走り、真人とモーネの間に、土の尖せん塔とうが突つき立った。

　階下からせり上がってきた【母の牙】は、亀裂を押し開いて、さらに上じよう昇しようを続ける。どんどん伸のびて……

　尖塔のちょっとした窪くぼみに、ハンカチを敷しいて座っている、真々子が姿を現した。

「マーくーん。お母さんよー」

「おい、そこから!?」

「エレベーターみたいで、便利よね。うふふ」

「移動のための設備が、建物を壊こわしてどうすんだよ！……でもまあ感謝しとくけどな！」

　不覚にも緩ゆるんでしまった表情を、ぐっと引き締しめて。

　まずは敵への対処を「くっ、大好真々子！」「ここは撤てつ退たいだよ～！」ダメだ。一歩遅おそかった。真々子が登場した途と端たん、アマンテとソレラは窓から外へ飛び出して、巨きよ大だいな魔法書に乗って逃とう走そうした。

「くそっ！……まあいい！　今は馬ば鹿かに構ってる場合じゃないからな！　それよりも！」

　もう一つの緊きん急きゆう事態をなんとかしなければいけない。

　モーネの吸引力が猛もう威いを振るい、【母の牙】までもが粉ふん砕さい吸収されようとしている。

　先ほどの甘え禁止命令は、四天王に対処するための方便だ。真人の本心ではない……とは、言い切れないかもだけど。

「とにかくここは、俺がモーネをなんとかして……！」

「モーネちゃん、大丈夫よ。たっくさん甘えていいからね」よしよし

「え、いいの！　わーい！……すりすりー、すりすりー……ああ、やっぱり真々子さんは一味も二味も違ちがう……甘えという幸福で、心の渇かわきが瞬しゆん時じに癒いやされるぅ……」

「既すでに俺の出る幕がない！」

　真々子に甘えて、モーネは満たされている。力の暴走も止まった。

　里香と加奈子も無事だ。倒れている女性たちも、次々と目を覚ましている。

　室内は散々な有り様だが、ひとまず安心だ。

「あーもう。やっぱこうなるのかよ。結局、母さんが大活かつ躍やくって……はぁ……でもまあ、無事に収まったなら、それで……」

「ものすごい音が聞こえましたけど、何かあったのですか!?」

「ああもう、今度はなんだよ！」

　血相を変えて部屋に飛び込んできたのは、王子だ。

「こ、この状じよう況きようは一体……真人君！　ここで何があったのですか!?」

「それは……」

　さあ真人の出番だ。王子に状況を説明するという、地味だが大事な使命を……

　いや。ふと思い付いたことがある。

「あー……王子様。詳くわしいことは、そこの人に聞いてください」

　真人が指さして指定したのは、里香だ。

「え？……え？　え？　え？……わっ、私!?」

「そうですよ。どうぞ。さあどうぞ」

「いやっ、あのっ、ええっ!?　真人君、ちょっと待って!?　なんで私が!?」

「王子様と会話するチャンスだからですよ、なんて、どっかの馬鹿みたいに、いちいち説明しませんけど」

「説明してるし！　そういう心こころ遣づかいは嬉しいけど！……いや、でも、心の準備が！」

「そんなの待ってたら、埒らちが明かないでしょ。さあどうぞ。ほら。ほらほら」

「でっ、でも……！」

　憧あこがれの王子を前にして、里香はやはり踏ふみ出せないようだが。

　そんな時、加奈子が里香に歩み寄った。

「まったくもう。何をぐずぐずしているの。女は度胸よ」

　着衣の乱れを直してやって、髪かみ形がたを直してやって、軽く頰ほおを撫なでて。

　加奈子が、ぽんっと、里香の背中を押した。

「自分のわがままで、周りを散々、振り回しているんだから。ちょっとくらい、いいところ見せなさい。……ほら、いってらっしゃい」

「お母さん……」

　母親の手厳しい応おう援えんを背に受けた娘むすめは、小さく頷うなずいて、もう一度、次は大きく頷いた。そして歩き出す。

　里香が王子の前に立った。

「はっ、はじめまして！　私は鈴谷里香と申します！　キャラデザ、じゃなくて、キャラクターデザインの仕事をしていて、今はこうして、テストプレイヤーとして、このお見合いパーティに参加しています！」

「鈴谷里香さん……キャラクターデザインのお仕事をされている、ということは……真々子さんがご紹介したいとおっしゃっていた方は、もしかして、あなたですか？」

「はい！　私です！……えっと……そ、それで、ですね……この状況について……」

　王子と目が合う度たびに、真っ赤になって、汗あせだくになりながら、それでも里香は必死に言葉を絞しぼり出している。

　その様子を見つめる加奈子は、なんとも言えない複雑な表情だ。

「後押しするつもりなんて、なかったのに……どうして背中を押してしまったのかしら……こんなお見合いなんて、やめた方がいいと思うのに、どうして……」

「それはきっと、母親だからですよ。子供の幸せを考えてしまう母親だからです」

　真々子がはっきりと告げると。

　加奈子はハッとして、少し考え込んで……諦あきらめたように、しかし満まん更ざらでもなさそうな、すっきりした微笑ほほえみを浮かべた。母親の心中で、何か変化が起きたようだ。

　加奈子はあらためて、娘の後ろ姿を穏おだやかに見つめている。

　親子の様子を見守っている真人たちも、自おのずと笑顔だ。

「最後の一歩を踏み出す決め手は、加奈子さんだったね」

「母さんの予想通りだったのが悔しいけどな。特とく殊しゆスキル【母の後押し】って感じか。いかにも母親らしい技わざだ。……まあ、うちの母さんには習得不可能だろうけど」

「そ、そんなことないわよ？　お母さんだって、いざとなったら、『いってらっしゃい』って、マー君の背中を押して……」

「無理無理。母さんは、誰だれよりも先に突っ走るから。これまでの経験上、間ま違ちがいない」

「そ、そんなことないわよ？　お母さんだって……こう、ぽんって……」

「はいはい無理無理」

　真々子が、真人の背中を押して送り出す練習をしているようだが、放置して。

「それじゃ、後は若い二人にお任せってことで」

「え？　里香さんと王子様より、私と真人君の方が若いよ？」

「……そうだった」

　定番のセリフを修正。後は当事者たちに任せて、真人たちは静かにその場を後にした。




















第六章　ＭＰ不要。あり得ない超ちよう効果。そのスキルがこの世に存在していいのか、悩なやむ。









　引き続き、お見合いパーティは絶賛開かい催さい中ちゆうだ。

　多くの顔合わせを経へて、気の合うパートナーを見つけた参加者たちが多くいる。あまり人が来ない場所へ移動して、二人きりで語り合う時間を満まん喫きつしているようだ。どうぞご勝手に、お幸せに、という感じで。

　残念ながら良りよう縁えんに恵めぐまれず、会場を後にしようとする人たちもいるが、そこにもワンチャンある。「こうなったら、飲むぞー！」「じゃあ一いつ緒しよに飲もうよ！」帰り際ぎわに意気投合して、町の酒場へ繰くり出すグループも少なくない。それはそれで楽しそうだ……まだ昼間だけど。

　そもそも自分たちのお見合いが目的ではない真まさ人とたちは、頼たのまれた仕事を終えて、ワイズたちと合流し、城の中庭でのんびり休きゆう憩けい中だ。気楽に、まったりと、王室御ご用よう達たしのケーキやお茶を堪たん能のうしている。

「んまーい！……んでさ、真人。ちょっと聞きたいんだけど」

「ん？　なんだよ」

「あれって、なんなの？」

　ワイズがフォークで示した先には。

【子供ぼしゅう】と書かれた看板を置いて、お見合い用の席を設けてじっと待っている、ドレス姿のＨＡＨＡＫＯとシラーセがいる。

「誰も来てくれないわ……」

「そうですね」

「何がいけないのかしら……」

「何がいけないのでしょうね」

　少なくない数の男性が、それとなく興味を持っているようだが、近寄って声をかける人はいない。参加した目的が明らかに違うのだ。まあ仕方がないだろう。

　あと、二人とも人目を引く美人なのだが、ものっすごく真顔すぎて近寄りがたい、という感もある。

　手助けする方法が、何も思い付かないので、真人はそっと顔を背そむけた。

「好きにさせてやってくれ。シラーセさんに任せておけばいいから」

「わかった。そうする」

「では、私からも質問していいでしょうか」

「ん？　なんだよ」

「そちらは、どういうことですか？」

　メディが手で丁てい寧ねいに示した、そちらには。

「……しくしく……しくしく……しくしく……」

「泣かないでください！　美お味いしいケーキを食べて、元気を出してください！」

「……しくしく……もぐもぐ……しくしく……」

　テーブルにべちゃっと突つっ伏ぷしたまま動かない里り香かがいる。ポータが元気付けようとしているが、あまり効果がない。テーブルは涙なみだで水みず浸びたしだ。

「里香さんの有り様については……モーネ。説明よろしく」

「王子様と話すことはできたんだけどね……自己紹しよう介かいして、大おお騒さわぎになった現場の状況を説明して、それでお終しまい。お見合いらしいことは何も言えなかったんだよ」

「あー、そうなんだ……」

「それは残念でしたね……」

「……だって……緊きん張ちようしすぎて、テンパっちゃって……しくしく……」

「まったくもう。情けない。……ほら、しゃきっとしなさい。あなた一応、皆みなさんより年上なのよ。ちゃんとして。ほら」
















　心底、呆あきれたように言いながらも、優やさしく背中をさすって、加か奈な子こは母親らしい気き遣づかいを見せている。

　で、もう一人の母親は。

「マー君、今よ！　いってらっしゃい！」ぽんぽんぽんぽんっ！

「背中を押すなよ！　ここは踏み出すタイミングじゃないだろ！　俺が出たところで、何も言えねーよ！」

　お母さんらしいスキルを習得したい真ま々ま子こは、熱心に訓練中である。さておき。

　ケーキの欠片かけらを、口にぱくっと放ほうり込んで、女子たちが軽くため息を吐ついた。

「じゃあさ、結局どういうこと？」

「要するに、お見合い失敗ですね」

「……そんな、はっきり言わなくても……メディちゃん酷ひどい……しくしく……」

「じゃあさじゃあさ、お母さん屋のお仕事も失敗ってことになるの？」

「それは違ちがうんでしょ。王子様と会わせるとこまでは、ちゃんとやったんだからさ」

「結ばれるかどうかは、本人たち次し第だいですからね。私たちは仕事を達成したものの、里香さんが自らチャンスを台無しにした、ということで」

「……違うもん……私のせいじゃないもん……悪かったのは……そう、真人君よ！　あんなめちゃくちゃな状況で王子様と話をさせた、真人君が悪い！」

「ちょっ、八つ当たりはやめてくださいよ！　俺のせいじゃないでしょ！　俺は……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、マー君。落ち着いて。……里香さんと王子様のお見合いは、成功したわ」

　真人の背中をぽんぽんぽんぽん押し続けている真々子が、自信たっぷりに言った。

「成功したって……その根こん拠きよは？」

「お母さんの勘かんよ」キュピーン☆

「そんなもん……！」

　根拠でもなんでもないだろ！　と、真人が怒ど鳴なりつけようとした時。

　ファンファーレが鳴り響ひびいた。中庭にはり出しているテラスに、女王が姿を現す。

「お見合いパーティに参加者している皆さん、ごきげんよう。多くの方が素す敵てきな出会いを見つけられたようで、とても喜ばしい……あら？」

　女王は、閑かん古こ鳥どりが鳴いているＨＡＨＡＫＯのお見合いコーナーに気付いて、「えっと……そ、それはそれとして！」見なかったことにしたようだ。

「とにかく、宴えんも酣たけなわ。この場を借りて、我が息子むすこ、オウジ・オブ・カーサーン王子より、皆さんにご報告をさせていただくわ」

　その場にいる一同がテラスに注目する。

　約一名、見ていない人もいるが。

「ほら、里香さん。王子様が何か言うみたいですよ」

「……私以外の誰かとの婚こん約やく発表でしょ……しくしく……」

「ああもう。面めん倒どう臭くさいな、この人……って……え？」

　真人はふと目にする。

　王子が、テラスから中庭に出て、静かに近付いてくる。

　その優しげな視線が見つめているのは、相変わらずテーブルに突っ伏したままの里香。

「（おいおい……母さんの勘が大当たりかよ）」

　真人も、真々子たちも、すぐに状じよう況きようを理解して、王子に席を譲ゆずった。

　里香の正面に座った王子が、そっと声をかける。

「……里香さん。少し聞いていただけますか？」

「っっっっ!?」

　向かいの席に誰がいるのか、里香は即そく座ざに気付いたようだが、突っ伏したままだ。ピキッと硬こう直ちよくしてしまって、動けない模様。

　そんな有り様を見つめる王子の目は、やっぱり優しい。

「私には、ずっと気になっている方がいました。そして、今日の日を迎むかえて、まさに奇き跡せきと呼ぶべき巡めぐり合わせで、出会うことができました」

「そ、そうですか……私より先か後か、知りませんけど、出会っちゃったんですね……」

「その方は、私にとって、神に等しい存在。常に私の心の中にいて、毎日のように想おもいを馳はせていました」

「そ、そうですか……もう好きとか嫌きらいとかいう次元を超こえちゃってますね……」

「おっしゃる通りです。私という存在は、その方のために。その方に全すべてを捧ささげることこそが、私が望む全てです。ですから、まずは、この想いを捧ささげます……我が愛いとしの創造主である、あなたに」

「……へ？」

　里香が思わず顔を上げると。

　王子は胸むな元もとを開いて、その体に刻み付けられている、英字の〝Ｓ〟と〝Ｒ〟を変形させたようなデザインの紋もん章しようを見せた。

「これは私のレアリティを示すものかと思っていたのですが、調べたところ、私を描えがかれた方が密ひそかに記したサインだと判明しました。いかがですか、鈴すず谷や里香さん？」

「えっと……王子様のデザインを任されて、嬉うれしすぎて、王子様は私のものだーって、勢いで……レイヤー重ねるから、バレないと思って……」

「ちなみに、私の名前については……」

「それは私じゃないっ！　チーフが、上司が勝手に付けちゃったの！　私は全力で抗こう議ぎしたんだけど、ちっとも聞いてくれなくて！」

「そうでしたか。でしたら、もう何も迷うことはありません。……里香さんこそが、私の創造主であり、私が恋こい焦こがれ、私の全てを捧げたいと願った方……そのような方に対して、このように欲よく深ぶかいことを申し上げるのは、とても畏おそれ多いのですが」

　王子は、手を差し出した。

「鈴谷里香さん。結けつ婚こんしてください」

　ストレートに求きゆう婚こんされて、里香は。

「え、えっと……おっ、おおおっ……おかっ、お母さん！　お母さんんんっ！」

「んもう！　この期ごに及およんで、なんなの！」

　里香は、思いっきり挙動不ふ審しんになって、加奈子を呼びつけた。

「い、いいの!?　私、本当にいいの!?　どうなの!?」

「私に聞いてどうするの！　あなたのことでしょ！」

「で、でも……お母さんは、よく思っていないでしょ？　反対してるでしょ？」

「そうね。確かにそうよ。……私も若い頃ころは、イラストレーターをしていて、自分好みのキャラクターを描いて、一緒に過ごすことを夢見たりして……でも、夢は夢でしかなくて……私が叶かなえられなかった夢を叶えようとしている娘むすめのことを、小こ憎にくたらしく思っていた部分もあるわね。今風に言うと〝マジムカつく〟かしら」

「ちょ、お母さん!?　嫉しつ妬とで反対してたの!?　何それ!?」

「でもね……自分の子供が、もう無我夢中で、必死になって、全力で夢を追いかけているところを見ちゃったら……母親としては、ね」

　言って、加奈子は真々子に視線を向けた。真々子は笑え顔がおで頷うなずき返した。

　そうして加奈子は。

「あなたの夢は、私にとっても夢。あなたの幸せは、母親である私の幸せよ。……ほら、しっかりしなさい！」

　里香の背中をぽんっと叩たたいた。

　里香は、何度も頷いて、涙を拭ぬぐって、背筋を伸のばして。

「ふ、ふつつつか者ですが、よろしくお願いしますです」

「こちらこそ。よろしくお願いします」

　王子と里香は、互たがいに手を握にぎり、手を重ねた。

　ファンファーレ隊が祝福の音色を奏かなでて、誰だれからともなく、一いつ斉せいに拍はく手しゆが巻き起こる。

　里香が盛せい大だいに泣きじゃくってしまって、「こら、なんて顔してるの！」「あらあら、大変」「衛生兵！　衛生兵！」加奈子と真々子と女子たちが、慌あわてて顔面補修する羽目になっているが、それもまた一興。幸せな一幕だ。

　真人がしきりに手を叩いて祝福していると、女王が歩み寄ってきた。

「結局、こうなってしまったわね……真々子さんからのご紹介という時点で、何か特別なことが起きそうな気はしていたけれど、その通りだったわ」

「いつもいつも母さんがお騒さわがせして、すみません。……でも、二人の想いが通じ合ったということで、女王陛下も納なつ得とくしてくれますよね」

「そうね。ひとまずは認めましょう」

「ひとまず、って……まだ完全には認められないんですか？」

「二人が本当に結婚するためには、越こえなければならない試練があるの」

　女王が手を掲かかげた。ファンファーレ隊が演奏を止めて、衛兵たちが場に静せい粛しゆくを促うながす。

　注目が集まったのを確かく認にんして、女王は厳おごそかに告げる。

「王子、そして里香さん。二人に申し渡わたします。よく聞きなさい」

「はい、母上」

「なっ、なんでございましょうかっ！　おかっ、お母様っ！」

「二人には、我が国の仕来たりに従い、絆きずなを試ためす試練に挑いどんでもらいます。試練を突とつ破ぱできればよし。できなければ、慣例に従い、結婚は白紙撤てつ回かい。破談とします。……二人とも、心してかかりなさい」

　幸せの頂点から、急転直下の宣告を受けて、王子と里香は完全に思考停止している。

「……一難去って、また一難だな」

　真人たちもまた、仲間同士で顔を見合わせて、二の句が告げられなかった。







　王子と里香を伴ともなって、女王は城の地下へと向かう。

　真人たちも、二人の護衛として、同行を許可された。

「あの、女王陛下。護衛が必要ってことは、何か危険が伴う試練なんですか？」

「その心配はない、と言いたいけれど、断言できないわね。……試練が用意されているダンジョンは、王族と、護衛として認められた者しか立ち入れない場所だから、手入れや調査が全くされていないのよ」

「だから念のため、あたしたちってわけね。モンスターが住み着いてなきゃいいけど」

「そこへたどり着くまでの時点で、もうすでに、何が出てもおかしくない雰ふん囲い気きですからね……」

「うぅぅ……お化けが出そうで、怖こわいですぅ……」

「お化けか……四天王のソレラは、アンデッド系モンスターを使し役えきする能力があるんだよな……この辺は、敵が最も得意とする戦せん闘とうフィールドみたいで……ヤバいな……」

　古びた石材の通路は、骨こそ見当たらないものの、まるで地下墓地のような気配を漂ただよわせている。明かりは、女王とポータが手にしているランプだけ。会話が止まると、ここにいる人数よりも多い足音が聞こえるような気がして、嫌いやな妄もう想そうに駆かられてしまう。

　試練に挑む王子と里香は、黙だまり込んだまま、互いの手をしっかりと握って進んでいる。

　と、不意に真人の手が、がしっと摑つかまれた。

「のわああっ!?……って……モーネ！　いきなり何するんだよ！」

「そんなに驚おどろかないでよー。王子様と里香さんを見てて、羨うらやましいなーって思ったから、手をつないだだけだよー」

「じゃあ先に一声かけろよ！　ったく！」

「あらあら。もしかしてマー君は怖がっているのかしら。じゃあ、お母さんも手をつなぐわね。これなら安心よね」しっかりと

「やめて!?　お願いだから放して!?」

「真々子さんは息子むすこさんと仲良しなのね……私もそんな風に、息子になる王子様と仲良くできるかしら」

「ダメです加奈子さん！　母さんのこういうところを見習わないでください！」

　真人の叫さけび声を響かせながら、暗い階段通路をしばらく進むと、開けた場所に出た。

　カーサーン王国の紋章が描かれた、真っ赤な扉とびらがある。

「赤いな……とても赤い」

「どちらが赤いかと言うと、ワイズさんの方が赤いですけどね」

「あたしとの比ひ較かくとか、要いらないでしょ。……んで、女王陛下？　ここがそうなの？」

「ええ、そうよ。ここから先が、運命の赤いダンジョンよ」

　女王が手をかざすと、扉は音もなく開いた。

　その先は、壁かべも床ゆかも天てん井じようも赤色の通路だ。

「ここで出された結果は、どうあがいても覆くつがえせないわ。二人とも、覚かく悟ごなさい」

「はい、母上！」

「精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばらせていただきますです！」

「結構。……では、加奈子さんは私と一いつ緒しよに残っていただきましょうか。親同士で、お話ししたいことがありますから」

「はい。わかりました」

「護衛の皆みなさん。二人のことを、よろしくお願いしますね」

「了りよう解かいです。……じゃあ……」

「れっつごー！」

　モーネが真人の手を引いて、通路へ入っていく。その後ろに、真々子、王子と里香、ポータと続いて。

　殿しんがりはワイズとメディ。

「……モーネだけどさ。あんなに真人に甘えて、どこが楽しいのかしらね」

「そうですね。私も、よくわかりませんけど……でも……」

「でも？」

「ワイズさんが、真人君たちの様子を気にしたということが、少し驚きです」

「いや別に。深い意味とか、ないんだけど。全然ないんだけど。……ていうかさ、四天王が絶対に襲しゆう撃げきしてくる雰囲気なんだから、真ま面じ目めにしなさいよ」

　たわいもない話をしつつ、赤い壁の照り返しを顔に浴びながら。

　運命の赤いダンジョンを攻こう略りやくだ。







　ワイズとメディの背を見送って、女王は再び手をかざした。扉が閉まる。

「二人が結婚できるかどうか……この試練の結果次し第だいとしたけれど、それでよかったのかしら……王子の幸せ、王族の在あり方……そして、わたくし自身はどのように在るべきなのか……この期に及んで、まだ考えがまとまらず、迷うばかりだというのに」

「少なくとも、母親としての部分については、為なるように為ると思いますよ。私がそうでしたから。……先のことを考えると、不安に思う部分もありますから、全面的に賛成とは言い難がたいですけど……それでも私は、母親として、娘たちを応おう援えんすると決めました」

「加奈子さんは決断できたのね……羨ましいわ……」

「女王陛下も、きっとできます。その決断を後押ししてくれるような、特別な何かが起きますよ。……何しろ、あの方がいますから」

「そうね。最良の結末に至ると信じて……まずは、かつてわたくしも経験した、この過か酷こくすぎる試練を乗り越こえられるかどうか……出口へ移動して、結果を待ちましょう」

　母親同士、複雑な心境を語り合って、女王と加奈子は階段通路を引き返していく。明かりが遠ざかり、ダンジョンの入り口周辺は闇やみに包まれた。

　そうして、しばらくすると。

　壁を素す早ばやく這はい進んできた闇が、人の形に膨ぼう張ちようして、アマンテとソレラが姿を現した。

「まったく。こんなにも便利な移動方法があるのに、どうして今まで使わなかったのよ」

「隠かくしてたわけじゃないよ～。ここの闇みたいに～、アンデッドが潜ひそみやすい感じじゃないと～、隠れたり移動したりできないんだよ～」

「そうなのね。だったら、まあいいわ。……さて」

　赤い扉の前に立った二人が、悪質に微笑ほほえむ。

「私たちが密ひそかに後を付けているとも知らずに、暢のん気きにダンジョンに入るなんて……飛んで火に入る夏の虫、と言ったところかしらね」

「こういう場所は～、私のためのフィールドみたいなものだからね～。いくらでもアンデッドを召しよう喚かんできちゃうよ～」

「私たちは、大おお好すき真々子たちとの直接対決を恐おそれているわけではないわ。そうではない、そうではないけれど……百万の軍勢で押し潰つぶせるのなら、その方が楽よね」

「そうそう～。私たちは～、ビビってるわけじゃなくて～、楽したいだけだよ～。というわけで～……かも～ん！」

　ソレラの頭上に、畳たたみサイズの魔ま法ほう書が出現して、ゆっくりと開かれる。

　昏くらい光の照射と共に、白骨のスケルトン、腐ふ肉にくが滴したたるゾンビ、実体のないゴーストなど、アンデッド系モンスターが周囲の闇から次々に這い出てきた。

「ソレラが使役できるアンデッドの総数は百万体……ただしそれは〝同時に〟使役できる数が百万体だということ。つまり？」

「百万体倒たおされても～、ここなら無限に呼び出せるから～、また百万体呼び出して送り込めばいいだけで～、実質的に無限だよ～」

「無限の敵を相手にして、大好真々子たちは敗北。護衛を失った王子たちは、試練をクリアできなくなって破局。すなわち」

「真々子さんたちは～、戦いでも仕事でも失敗しちゃって～、私たちに完全敗北だね～」

「そいうことね。フフフ。アハハハハッ！」

「んっふふ～。あっはは～！」

　勝利を確信したアマンテとソレラの笑い声が響ひびき渡る。気分は最高！

　アンデッドの軍勢が進軍を開始した。

「王族と護衛しか入れない、運命の赤いダンジョン！　ここが大好真々子たちの墓場になるわ！　アハハハハハッ！」

「王族と護衛しか入れないお墓だね～！　あっはは～！」

　まずはゴーストの集団が扉をすり抜ぬけようとした。だが弾はじかれた。

　すかさずスケルトンとゾンビたちが体当たりを仕し掛かける。だが弾かれた。

　上級アンデッドのスケルトン騎き士しが一体、アマンテとソレラのところへ駆け寄ってきて、軽く肩かたをすくめた。

「だめっス。ナンカ封ふうジラレテルッポクテ、通レナイッス。サーセン」

「「……へ？」」

　使役されている割に、ものすごく軽い口調だった。







「なんか、入り口の方が騒さわがしいような……まさかアマンテとソレラが……王族と護衛しか入れない場所だとわかってて、それでも入ろうとしているとか……いや、そんなわけないよな。あいつらだって、そこまで馬ば鹿かじゃないよな」

　真人の勘かん違ちがいだ。絶対そう。そんなことより。

「里香さん、ちょっといいですか？　このダンジョンの構造とか、試練の内容とか、知ってたりしませんか？」

「私はキャラデザ担当だから、ダンジョンの仕様とかはさっぱりよ。ごめんね」

「そうですか……じゃあノーヒントで行くしかないか」

　通路は、ずっと先まで真っ直すぐ延びている。

　モンスターは見当たらない。今のところ、至って平へい穏おんだが……

「こういう時こそ、警けい戒かいしないとな。どんな過酷な試練が待ち受けているかわからない。油断できないぞ。……みんな、気を引き締しめて……」

「あっ、真人君！　大変だよ！」

「どうしたモーネ！　モンスターが出たのか！」

「私、くしゃみ出そう……くしゅんっ……あー、出た」

　どうしよう。ひっぱたいてやりたい。だが真人は堪こらえた。「あれ？　怒おこってる？」「いいや別に」さすがに手は出さない……

　だがその時、スパーンッ！　と。

「あいたっ！……んもーっ、真人君！　叩たたくことないじゃん！」

「は？　何言ってるんだよ。俺は叩いてないぞ」

「叩いたよ！　噓うそつかないでよ！　真人君の馬鹿！」

「噓じゃないって！　俺は本当に叩いてないって！　馬鹿って言う方が馬鹿！」

「なによー！」

「なんだよ！」

「マー君、モーネちゃん、落ち着いて。そうじゃないわ。……モーネちゃんを叩いたのは、それよ」

　真々子が指さしている壁に目をやると。

　そこに、真っ赤な手が生えていて、真っ赤なスリッパを握にぎりしめている。

「うわ怖こわっ!?　ていうかスリッパ!?」

「この手が私を叩いたの!?　んもーっ！　許せないっ！」

　モーネが殴なぐりつけようとすると、赤い手とスリッパは瞬しゆん時じに消えてしまった。

「今のは……モンスターか？」

「わかんないけど！　でも許せない！　すごく痛かったし、真人君と喧けん嘩かになっちゃったし！　んもーっ！」

「別に、よくない？　喧嘩するほど仲がいい、ってことでさ。あたしは別に、そういうことでも全然気にならないけど。どーでもいいけど」

　真人とモーネを横目で見ながら、ワイズがさっさと先へ……と。




「おいブス」




　いきなり、真人が言った……？

　ワイズはピタッと立ち止まって、ワナワナ震ふるえて、その手に魔法書を出現させた。

「真人さぁ……あんた、あたしに喧嘩売ってるわけ!?」

「ちょ待て!?　違ちがうぞ！　俺は何も言ってない！」

「言ったわよ！　今のは間違いなく真人の声だった！　ちゃんと聞こえたし！」

「違うって！　俺は何も言ってないって！……今のは……あ、ほら！」

　すぐそこの壁かべに、顔の形が浮うかび上がり、にたにた笑っている。だがすぐに消えた。

「何もないじゃん！　馬鹿にしないでよ！　そっちがその気なら……スパーラ・ラ……」

「魔法はやめて!?　せめて物理で！　いや物理も勘かん弁べんだけど！」

「ワイズさん、落ち着いてください。誤解ですよ。ワイズさんをブス呼ばわりしたのは、壁に浮かび上がった顔です」

「おお、メディ！　だよな！　そうだよな！」

「はい。確かに目もく撃げきしました」

　メディは、はっきりと頷うなずいて、天使の如ごとき微笑みを浮かべて……




　ぷぅっ




　時が、止まった。

　音がしたのだ。メディのお尻しりの辺りで。あり得ない音が。真人も、怒いかり狂くるっていたワイズも、真々子もモーネも里香も王子も、完全に停止して、メディを見つめている。

「あ、あのさ、メディ……それは、絶対にダメだよな？」

「猫ねこかぶりでもいい、腹黒でもいい……でもね……女子として、それだけは、絶対にやっちゃダメでしょ!?　しかも、臭くっさ！　何これ臭っさ！」

「ままま待ってください!?　違いますっ！　そうではありませんっ！」

「そ、そうね！　みんな、違うわよ！　そうじゃないわ！」

「真々子さんがおっしゃる通りです！　違います！」

「そ、そうだね！　メディさんが可哀かわいそうだもんね！　聞かなかったことにするよ！」

「私も聞かなかったことにするわ！　ね、王子様！」

「そうですね！　私は何も聞いていません！　ですからメディさん、どうぞご安心を！」

　励はげまして、そしてみんなで、そっと視線を逸そらした。悪気はない。でもメディと視線を合わせられない。

「聞かなかったことにするとか、そういうことではなくて！　本当に誤解なのです！……今のは、本当に……私では、ないんですよ？」にっこり

「メディが微笑みながら杖つえを振ふり上げたぞ！　暴力による隠いんぺい工作か!?」

「あたしたちを始末する気なの!?　メディ、あんたって、そういう子だと思ってたけど！」

「そんな風に思っていたのですか!?　酷ひどすぎます！」

　メディはまずワイズを始末しようとした。だがその時。

「メディさんわははっ！　あははははっ!?」

「ポータちゃん!?　まさか、そんな、ポータちゃんが私を笑うなんて！……ああ、もう嫌いや……もう誰だれも信じられません……」

「ちっ、違いますぅ！　そうじゃなくて、わひゃっ、自分はくすぐられてますぅ！」

　本当だ。壁から二本の手が伸のびて、ポータの脇わきやお腹なかをこちょこちょしている。

　真人たちが気付くと、手はすぐに消失した。

「ポータ、大だい丈じよう夫ぶか！」

「は、はい！　自分は大丈夫です！　大丈夫なので、聞いてください！……さっき、メディさんの傍そばの壁に、お尻が浮き出ていました！　おならをしたのは、それです！　メディさんじゃありません！　自分はちゃんと見てました！」

「え、そうなの？……ポータが噓を言うわけがないし……じゃあ、そういうことなのね」

「そうです！　そうなんです！　ポータちゃん、ありがとうございます！……さて、それでは」……ゴゴゴゴゴ……！

　メディの鬱うつなる力が完全解放だ。壁に向かって、美少女スマイルを浮かべて。

　ガスガスガスガスッ！　と、ヤクザキックを叩き込む。石材が豆とう腐ふのように砕くだけ散っていく。「メディさん！　お気持ちは察しますが！」「王家の資産を壊こわしちゃダメよ!?」王子と里香が、真っ青な顔をして止めようとしているが、今のメディを制せい御ぎよするのは無理だ。思う存分、ストレス発散させておくとして。

　残りのメンバーで相談だ。

「思ったんだけどさ……もしかして、これが試練だったりとか？」

「私も思った！　きっとそうだよ！」

「わざと喧嘩させたりして、二人の絆きずなを試ためすって感じ？　タチ悪いわー」

「意地悪ダンジョンです！　とっても嫌なダンジョンです！」

「でも、ここをクリアしないと、王子様と里香さんの結けつ婚こんが認められないのよね……」

「だよな。となると、このまま進むしかないんだけど……」

　全すべての試練にぶつかりながら進むのは、かなり大変そうだ。精神衛生上よろしくない。

　というか、思うのだが。

「（……これって、そもそも王子様と里香さんの試練なんだよな）」

　そう。その通りだ。ということで。

「王子様、里香さん、ちょっと話が……」

「待って真人君！　言いたいことはわかるわ！　でも無理だから！　私たちが先頭を歩くのは無理よ！　私、王子様と仲悪くなるのは嫌！」

「でもこれは二人のための試練で……」

「はっ、そうよ！　これは試練！　私と王子様は、人の上に立つ者として、過か酷こくな戦場に兵士を送り出すことができるのか……そういうところを試されているのよ！」

「私し欲よくのため市民に犠ぎ牲せいを強しいる最低な人が、王子様の伴はん侶りよに相応ふさわしいかどうか、一いつ緒しよに来た護衛が判断するための場所かもしれませんよ」

「うっ！　みんなの視線が痛い！」

　真人だけでなく、モーネとワイズも、全力で怪け訝げんな表情を浮かべている。真人としては、今すぐ不信任案を提出してやりたいところだが……

　不意に王子が動いて、里香の手を握った。

「里香さん。真人君が言う通りですよ。ここは、私と里香さんのための試練です」

「で、でも……！」

「大丈夫です。私たちが結んだ絆は、たとえ何があろうとも、断たち切られたりはしません。それに……先ほどのようなことは、もう起きないでしょうから」

　若じやつ干かん、引き攣つった顔の王子が、進むべき方向に目を向けた。真人たちも目を向けると。

　進行方向にある壁は、見える限り先までずっと、余すところなく蹴けり砕かれていて。

「フフフ。捕つかまえましたよ。くだらないことをしてくれたのは、あなたですね？」

「そうですけど！　げほっ!?　私は！　ほげっ!?　試練なので！　んがっ!?　それが仕事で！　ぼへっ!?　仕方なく！　ぶべっ!?」

「試練だとか、仕事だとか、どうでもいいです。あなたは、よりにもよって、あんな方法で、乙女おとめに恥はじをかかせたのです。その報むくいを、たっぷり受けてください。フフフフフフ」

　真っ黒なダークパワーをまき散らしているメディが、真っ赤な粘ねん土ど人形のようなものを捕まえて、ひたすら膝ひざ蹴げりを叩き込んでいる。壊れた壁に押し付けて、ドスドスドスドスドスッと、延々と。ＨＩＴ数は既すでに三ケタに達しそうだ。

　あまりの状じよう況きように、誰もが真っ青な顔をしている。

「ね、ねえマー君！　メディちゃんを止めた方がいいわよね！」おろおろ！

「そうだけど……ここはメディの気持ちを優先しよう。仕方ないんだよ。それほどのことだったんだよ。察してやれ」

　真人は真々子の背中を押して、後ろを向かせた。乙女の気持ちがよくわかる女子たちも、里香も、王子も、同じく背を向けて、何も見ないことにして。

　真っ赤な粘土人形の冥めい福ふくを、みんなで祈いのった。……しかし……







　真っ赤な粘土人形は、意外と生きていた。

　真人たちの前で土下座して、床ゆかに額をこすりつけながら謝罪してくる。

「メディ様、皆みなさん、本当に申し訳ございませんでした。私の性質上、先頭を歩いていた方へ自動的に仕し掛かけてしまったことについても、重ねてお詫わび申し上げます」

「ご丁てい寧ねいにどうも。というか、あれだけボコボコにされて生きてるなんて、タフだな」

「私には、そもそもＨＰがありません。おかげで、なんとか」

「変わった方なのね……それで、お名前はなんていうの？」

「試練です」

　目がなく、口もない、のっぺらぼうの顔を上げて、試練が名乗った。

　運命の赤いダンジョンの試練こと、試練だ。

「……あの、王子様？　本当にこれが、私たちの試練なの？」

「私も、詳しよう細さいは聞かされていませんから、なんとも言い難がたいのですが……」

「こんな試練で、すいません。我ながら、名前も、見た目も、思考もすごく適当で、なんだか申し訳ないです。……ターゲットのお二人が、ちゃんと仲なか違たがいしてもらえるよう、もっと上手に煽あおれたらよかったんですけどね」

「あ、そうよ！　あたしをブス呼ばわりしたわよね！　あたしにも一発殴なぐらせなさいよ！」

「私も！　頭をスリッパで叩たたかれたの、お返ししたい！」

「自分は、くすぐられただけなので、あまり気にしてませんけど……」

「では、次はワイズさんとモーネさんの分ですね。第二ラウンドを開始しましょう」

「お待ちくださいメディ様！　フルボッコはもうご勘弁を！　お騒さわがせしたお詫びに、安全に出口までご案内しますので、どうか！　ささ、どうぞ！」

　試練は慌あわてて立ち上がり、先へ進むよう促うながしてくる。旅館の案内係のように腰こしが低い試練だ。

　隙すきあらば蹴ろうとしているメディは、念のため最さい後こう尾びに下がってもらって、真人たちは後に続いて歩き出した。

「本当に、ちゃんと安全に、出口まで案内してくれるのか？」

「もちろんです。試練そのものである私が、こうして大人しく道案内をしているんですから、何も起きませんよ。ははは」

「それはそれで問題だと思うんだが……」

「安全にクリアできるなら、それが一番だよね。ということで……すりすりー」

「あーもう！　モーネ！　急に甘えてくるなよ！」

　モーネが真人の腕うでにしがみついて、頰ほおずりすりすり。通常運転の甘えん坊ぼうだ。

　そんな様子を、試練が、それとなくうかがっている。

「ほほう。王子様たちだけでなく、こちらにも試すべき絆があるようですね。ふむふむ」

「俺たちのことは別にいいから！　そういうのじゃないから！」

「そうですか？　では、こちらはひとまず置いておくとして……ただ歩いているだけでは退たい屈くつですから、適当に話でもしましょう。せっかくですので、王子様とお姫ひめ様の物語を聞かせてもらえますか？」

「お姫様だなんて！　いやん！　里香、恥はずかちい！」もじもじ二十代後半

「里香さんの態度こそ恥ずかしいですけどね」

「私と里香さんの話をご所しよ望もうでしたら、まず、奇き跡せき的な出会いを果たしたところから、お話しさせていただきましょう」

　里香としっかり手をつないで、幸せいっぱいの王子が話を始めようとすると。

　不意に試練が手を掲かかげて、発言を制した。

「奇跡的な出会い、ですか。お二人は特別なところからスタートしたわけですね」

「はい、そうですが……」

「では、今現在が幸せの頂点で、後は下降していくだけですね」

「え……？」

「まあそんなもんですよ。特別なところから始まったのなら、なおさらです。このまま結婚したとして、その後は、最初の感動を超こえるものがない、至って平へい坦たんな日常が延々と続くわけですから。幸せボルテージは下がる一方ですよ。ははは」

「え、えっと……え？」

　王子は、里香と顔を見合わせて、言葉を失っている。「そんなもんよね」「真理ですね」ワイズとメディは激しく納なつ得とくしているようだ。まだ十二歳のポータは、ちょっとよくわからないようで、小首を傾かしげていて。

　不意にモーネが、ふんぎゅーっ！　と、真人の腕を強く摑つかんだ。

「こらー！　変なこと言わないでよ！　出会った時のドキドキは永遠だよ！……ほら！　真人君も何か言ってあげてよ！」

「何を言えと……」

「真人君とモーネさんも、特別な出会いから始まったパターンですか？　それは残念でしたね。幸せ絶頂からの転落人生、ご愁しゆう傷しよう様さまです。いやー、残念残念」

「残念じゃないよーっ！　残念なのは、ワイズさんとメディさんの方だよーっ！」

「ちょっ、なんであたしを引き合いに出すのよ！」

「ワイズさんはともかく、私は残念ではありませんよ？」

「ワイズさんとメディ様は、逆に、真人君にとって当たりだと思いますよ？　お互たがいに意識していなかったのに、何かの間ま違ちがいで一緒になったら、意外と悪くなかったとか。それこそ理想的ですよね」

「ちょっと！　やめなさいよ！　しばくわよ!?」

「私はむしろ、そういうところを狙ねらっていますけどね。フフフ」

「ええっ!?　二人とも、全然興味ないフリして、実は真人君を狙ってるの!?　騙だまされた！」

「いや、あたしは違うってば！　誤解しないでよ！」

　モーネは真人の傍そばを離はなれて、ワイズとメディに食って掛かかっている。このままだと女の戦いに発展しそうだ。まあ真人的には、割とどうでもいいのだが。

　一方、王子と里香は、どこか不安そうな表情で見つめ合ったまま、黙だまり込んでいる。今が幸せすぎて、その先のことが見えないのだろう。

　冷静を保っているのは、真人、真々子、ポータの三人だけ。

「適当に話とか言っといて、これって、何気に試練だろ」

「幸せに浮うかれているところを攻せめられちゃっているわね……マリッジ・ブルーみたいにならないか、心配だわ」

「試練さんは意地悪です！　酷ひどいです！」

「いやー、すいません。悪気はないんですけど、仕事ですから。……ちなみに、真々子さんはどう思いますか？　この場にいる、唯ゆい一いつの結けつ婚こん経験者として、一言ください」

「じゃあ母さん。実体験に基もとづいた意見をどうぞ」

「お母さんは、マー君がいるから、ずーっと幸せよ」にっこり

「ああはいそうですか全く参考にならねー」

「やっぱりママさんは揺ゆるぎないです！」

「真々子さんの境地に辿たどり着くのは、なかなか大変そうですね。……少なくとも、里香さんには不可能と言わざるを……」




「そんなことないわよ！」




　力強い声が響ひびいた。

　里香は、王子とつないだ手を試練に見せつけて、力強く宣言する！

「私と王子様は、今も、これから先も、ずーっと幸せよ！　こうして出会えた奇跡を、思いが通じ合った幸せを、いつまでも忘れずに……！」

「あ、そうですか。じゃあ、それで」

「あっさり了りよう解かいしすぎじゃない!?　というか、全部言い切ってないんだけど!?」

「言いたいことは大体わかりますから、ＯＫですよ。それに……何を言ったところで、どうしようもないことって、ありますからね」

「どうしようもないことって……」

「簡単な話です。……王子様、ついでにモーネさんも、ちょっといいですか？　どうぞ、こちらへ」

　試練は、王子とモーネを伴ともなって、三歩ほど進んだ。

　すると突とつ然ぜん、試練たちと、真人たちの間に、ガラスのような壁かべが出現した。両者は完全に隔へだたれてしまった。

　まるでスピーカーを通じて聞こえてくるような声で、試練が問いかけてくる。

『さてここで、とても簡単なクイズです。そちらにいる皆さんは何者で、こちらにいる王子様とモーネさんは何者でしょうか？』

　本当に、とても簡単なクイズだ。

　真人はすぐに理解した。

「（ああ、そうか……どうしようもないことって、そういうことか）」

　あまりに違い和わ感かんがないせいで、つい忘れがちになるが。

　真人たちと里香はテストプレイヤー。すなわち現実世界の人間。

　王子やモーネはＮＰＣ。ゲーム世界に生み出されたキャラクター。

　両者は、根本的に違う存在だ。

　全員が理解したことを確かく認にんして、試練は満足そうに頷うなずいた。

『理解が早くて助かります。とまあ、そういうわけで、王子様と里香さん、ついでに真人君とモーネさんも、そもそも縁えんなんてなかったということで。お疲つかれ様でした』

「ふ……ふざけないでよっ！」

　試練が終しゆう了りようを宣言すると、里香がガラス壁へきを殴りつけた。

「あなたが言いたいことはわかるわ！　でもね、このＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）は、そうじゃない！　この世界では、生身かデータかなんて些さ細さいな問題なのよ！」

『いえいえ、充じゆう分ぶんに大きな問題だと……』

「子供を作るという点にこだわらなければ、現実世界と変わらない生活ができるわ！　私はキャラデザ担当だけど、運営の一員として、全体の仕様は理解してる！　そこは間違いない！」

『まあその通りですけど。でも、だからと言って、異なる存在であることに変わりはありませんよね。お疲れ様でした』

「お疲れするんじゃないわよっ！　早くこの壁をなくしなさい！」

『里香さん里香さん。この壁は、次元を隔てる壁ですから、壊こわすのは不可能です。手を痛めるだけですから、やめた方がいいですよ』

「知らないわよっ！　こんなの、痛くも痒かゆくも……くっ！」

『里香さん、そこまでにしてください！　私がやります！　下がってください！』

　向こう側から、王子が体当たりを仕し掛かけた。だが次元の壁はびくともしない。だが諦あきらめない。何度も何度もぶつかり続ける。

　その様子を、試練は黙って眺ながめているだけで。

　モーネは。

『ぐすっ……真人君……』

　スカートを強く握にぎりしめて、じっと真人を見つめてくる。

　真人の口から、盛せい大だいなため息が出た。

「誤解しないように言っておく。俺は別に、そういうのじゃないからな。王子様と里香さんみたいな感じでは、あり得ないんだが……」

『もう！　真人君は素す直なおじゃないんだから！』

「いや思いっきり素直に言ってるんだが」

　すぐそこに、必死になっている人がいて。

　目の前に、泣いている女子がいる。

　それを、ただ見ているだけというのは、真人的に、あり得ないから。そういうことで！

「王子様！　里香さん！　次元の壁から離れてくれ！……おらあああっ！」

　真人は、聖せい剣けんフィルマメントを振ふり上げて、全力で次元の壁に切りつけた。

　だが弾はじかれてしまった。傷一つ付けられない。

「くっそ！　硬かたい！」

「真人、交代して！　あたしがやる！　モーネはともかく、王子様と里香さんにはハッピーエンドになってもらわないと困るからね！」

『私はともかくって、酷いよー！……はっ！　ワイズさん、まさか……次元の壁を壊すと見せかけて、恋こい敵がたきである私を始末する気かも!?』

「その誤解もまとめて、ぶっ飛ばしてやるわ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大爆球アルト・ボムバ・スフエラ！　さらに！　大爆球アルト・ボムバ・スフエラ！」

　ワイズの連続魔まが発動。放たれた特大のエネルギーが二つ、次元の壁に激げき突とつして、大爆ばく発はつを起こした。

「ふふん！　どうよ！　これなら……」

「おいワイズ！　ない胸を張ってる場合じゃないぞ！　全然ダメだ！」

「ちょっ、マジで!?……というか真人、あんたちょっとこっち来て」

　次元の壁は健在。「ごめんなさいは？」「ごめぶへっ!?」「ごめんなさいは？」「だからごめぶへっ!?」うっかり余計なことを言った真人が、ワイズの往復ビンタでダメージを負っただけだ。

　破は壊かい工作は続行。ポータが飛び出した。

「自分もやってみます！　とっておきの……爆ばく弾だん水すい晶しよう玉だまです！」

　一ひと抱かかえもある水晶玉を、壁かべ際ぎわにセットして、総員退たい避ひ。起動用のスイッチを押すと、ワイズの魔法に勝まさるとも劣おとらない爆発が発生するが……残念。壊せない。

　メディも挑いどむ。

「次は私の番ですね。……試練さん。どうぞ、私の前へ」

『私をボコった時のような気持ちで、容よう赦しやなくいくわけですね。メディ様はすごいなぁ』

「壁と一いつ緒しよに、あなたも粉ふん砕さいできるよう願います。それでは……せいやっ！」

　試練を目の前に立たせて、ダークパワー全開のメディが杖つえをフルスイング！　すると！

　ごい～んと、鈍にぶい音が響いただけで、破壊失敗。「……う、腕うでが……」メディはぷるぷる震ふるえながらうずくまってしまった。

　残るは真々子。

「それじゃ、ちょっと頑がん張ばってみるわね」

　真々子が次元の壁の前に立つと、試練がすかさず話しかけた。

『あなたのことは承知しています。ですが、いくら真々子さんが超ちよう火力だといっても、壊すのは不可能ですよ。……この次元の壁は、ここにこうしてあるだけでなく、それ以上の意味を持つものですから』

「あら、なんだか難しいわね……どういうことかしら」

『例えば真人君が、イラストとして描えがかれた少女に恋こいをして、その少女と結婚したいと言い出したら、真々子さんは賛成しますか？』

「それは……んー……賛成しにくいかしらね……」

『つまり、そういうことです。この次元の壁は、一いつ般ぱん的な共通認にん識しきとして、または倫りん理り的にも、越こえてはいけない一線なのです。ですから……』

「でも、イラストと、モーネちゃんや王子様たちは、違うわよね。こうして同じ世界にいて、お話しできて、触ふれ合えて、一緒に生活できちゃうんだから」

『それはそうですが、生身の人間とＮＰＣが結ばれるというのは、あり得ないことで……』

「そうかしら。私は、そうは思わないわ。だから……マー君」

　真々子は真人のところに駆かけ寄って、背後に立った。

「ねえマー君。マー君は、モーネちゃんのことを、どう思っているかしら」

「な、なんだよいきなり……すごく答えにくいんだけど」

「だったら質問を変えるわね。マー君は、モーネちゃんがＮＰＣだからっていう理由で、一緒にいられなくなってもいいと思う？」

「それについては、まあ……そんなつまんねーこと言うなよって、思う。一般的な認識とかなんとか、そんなの俺たちの知ったことじゃねーよ、って思うわけだが……実際のところ、次元の壁を越えるのは、かなり難しいかなと……」

「じゃあ決まりね。お母さん、今こそ、あの技わざを使うわ」

「は？　あの技？」

「お母さんだって、やればできるから。せーのっ……マー君！　いってらっしゃい！」

　真々子は、真人の背中をぽんっと押した。

　それは母親特とく殊しゆスキル【母の後押し】。

　加奈子が、娘むすめの里香に使用して、前に踏ふみ出す勇気を与あたえた技であり……

　真々子のそれは、真人を壁の向こう側へ瞬しゆん間かん移動させた。時空転移級の後押しだ。

「へ？……おおっ!?　俺、次元の壁を越えた!?」

「わーい！　真人君がこっちに来てくれた！　嬉うれしいよー！　すりすりー！」

「うええええっ!?　ちょっ、えええええええええっ!?　噓うそおおおおおおおおおおんっ!?」

　試練が鼻水を噴ふき出して驚おどろいているが、噓じゃない。事実として起きたことだ。

　さらに真々子は送り出す。

「それじゃ、里香さんも。愛いとしの王子様のところへ、いってらっしゃい！」ぽんっ

「わわっ……っと……ああっ、王子様！」

「里香さん！　もう離はなしません！」

　里香が次元の壁を越えて、王子の胸に飛び込んだ。愛し合う二人が、しっかりと抱だきしめ合う。「ねえ真人くーん」「断る」真人たちの場合は、モーネが一方的に抱き付いているだけだ。むしろ真人は引き気味だ。まあとにかく。

　愕がく然ぜんとしていた試練が、不意に笑い声を上げて、次元の壁を小こ突づいて消失させた。

「いやー、まさかねぇ……まさか越えさせちゃうとは。ホントもう、びっくりですよ。真々子さんは一体どうなってるんですか」

「俺も息子むすことして、日常的に悩なやんで頭を抱かかえている」

「お察しします。……さて。クリアされてしまったからには、試練として認めざるを得ませんね。王子様と里香さんには、こちらを進しん呈ていしましょう」

　試練が手を掲かかげると、小さな宝石箱が出現して、王子の手に収まった。

　中身は、繊せん細さいな細工が施ほどこされたペアリングだ。

「それは、この試練が認めた証あかし。王家のエンゲージリングです。結けつ婚こん式の際にご利用ください。……王族専用ということで、真人君とモーネさんには何もありませんが、どうかご勘かん弁べんを」

「俺とモーネは、そういうことじゃないから、要いらん」

「ぶーぶー！　私は欲ほしかったよー！」

「それでは、以上をもちまして、私の役目は終了です。お疲れ様でした」

　通路の先に扉とびらが出現した。続いて、試練の姿が薄うすれて消えていく。「最後の一言が『お疲れ様でした』って……」とても事務的な試練だった。

　そして出口の扉が開く。その先は、入り口付近に似た地下空間だ。試練突とつ破ぱを祝うような、お目め出で度たい装そう飾しよくはないが……穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべた女王と加奈子がいる。

　王子と里香が手を取り合い、大急ぎで母親たちの前に駆け付けた。

「母上！　加奈子さん！　ただ今、戻もどりました！」

「私たち、試練を突破して！　それで、これ！　エンゲージリングもらって……！」

「ああもう里香！　そんなに慌あわてないで！　はしたないでしょ！」

「おほほ。二人とも落ち着きなさい。二人が試練に挑んでいる様子は、こちらでも確認できたわ。赤い試練と出会った辺りからだけど」

　ということは。「じゃあメディの〝ぷぅっ〟を教えてあげないと……」「ワイズさん、ちょっと」ワイズがダンジョン内に連れ去られたようだが、放ほうっておくとして。

　気になる判定だ。真人が尋たずねる。

「というわけで、王子様と里香さんは見事、試練を突破したわけなんですけど。これで、今度こそ、ひとまずじゃなくて、ちゃんと、女王陛下も認めてくれますか？」

「それについては……まず、真々子さん。ちょっといいかしら」

　女王は真々子に歩み寄って、その手を握りしめた。

「わたくしは、ずっと悩んでいたの。だけど、真々子さんが答えを示してくれたわ。……どんな困難に直面しようとも、その背を押して、我が子を送り出す……真々子さんが見せてくれた姿、それこそが、わたくしの在あり方だと確信したわ。感かん銘めいを受けました」

「そんなそんな。当然のことをしただけですよ。うふふ」

「母さんのそういうとこは、是ぜ非ひとも参考にしてほしくないんですけど」

「全すべての迷いが晴れた今こそ、宣言します」

　女王は、王子と里香の前に立ち、繫つながれている二人の手に手を添そえた。

「わたくしは女王として、結婚を認めます。そして同時に、母親として、二人の幸せを願い……身分どころか生まれた次元が違ちがう存在の結婚という、前代未み聞もんの道を歩もうとする二人を後押しし続けると、ここに誓ちかうわ」

　その言葉が、王子と里香にじわじわと沁しみ込んでいく。緊きん張ちようしていた二人の表情が、次し第だいに緩ゆるんで……里香が盛大な泣き声を上げる寸前に、王子が力強く抱きしめた。

　真々子が拍はく手しゆを送ると、加奈子もそれに習い、目元をしきりに拭ぬぐいながら拍手している。「おめでとーっ！」「おめでとうございます！」モーネとポータは、二人で仲良くバンザーイだ。

　さりげなくダンジョンから戻ってきたメディも拍手を送っている。その後ろに、ピクリとも動かないワイズが横たわっているようだが、まあいいとして。

　ここは一つ、真人が祝辞でも述べてやろうかと……

「ああ、そうだわ。一つだけいいかしら」

「え？　あの、女王陛下？　まだ何か……？」

「違うのよ。そうではなくて……先ほど、衛兵から報告があったの。二人組の不ふ審しんな女性が、試練を妨ぼう害がいしようとして、ダンジョンの入り口で暴れていたそうなの。あまりにも素す早ばやくて、捕とり逃のがしてしまったようなのだけど」

「了りよう解かいです。そっちはこっちにお任せしてください。……最後の仕上げに、ひと暴れさせてもらいますよ」

　真人の言葉に、仲間たちが力強く頷うなずいた。







　兵士たち、さらに町の業者たちも加わり、夜よを徹てつしての準備作業が行われて。

　翌日。城内にある大聖堂にて、王子と里香の結婚式が執とり行われることとなった。

　福ふく音いんを告げる鐘かねの音と共に、新しん郎ろう新婦が入場してくる。

「いよいよね、王子様」

「そ、そうだね……」

　落ち着いている里香とは対照的に、王子は少し緊張気味だ。冷ひや汗あせが止まらない。

　白いタキシード姿の王子と、裾すそが長い純白ウェディングドレスを身に着けた里香が、列席者たちの間をゆっくりと進んでいく。「わわっ……と」長い裾を持つ係、トレーン・ベアラーの女の子が軽く躓つまずいたようだが、なんとかセーフ。

　特別席にいる二人の母親、女王と加奈子が緊張の面おも持もちで見守る中、新郎新婦が神父の前に到とう着ちやくした。

「をほん。試練を乗り越こえたお二人は、もはや宣せん誓せいなど不要。誓いの口付けをもって、結婚を認めることとします。ではどうぞ」

「はい。……さあ、王子様」

「は、はい……」

　さあ誓いのキスだ。目を閉じて待つ里香の顔に、王子の顔がゆっくりと近付いて……

　唇くちびると唇が重なりそうだが、まだキスしない……

　まだだ。まだ……もうちょっと……

　と。

「そこまでよ！」

「結婚なんて～、させないよ～！」

　入場口の扉が、盛せい大だいに吹ふき飛ばされて、アマンテとソレラが飛び込んできた。さらにアンデッドの軍勢も雪な崩だれ込んでくる。

　その瞬間。

「おっ……お前らああああっ！　遅おせーよっ！　俺を殺す気かよっ！」

「「へ？」」

　渾こん身しんの怒ど鳴なり声を上げた王子が、ぽわんっと煙けむりに包まれて、真人が姿を現した。いつものロングジャケットをまとい、左手にはガントレット。剣けんもしっかり佩はいている。

「なっ、大好真人!?」

「変身魔ま法ほうで変身してたの～!?」

「そういうことだ！……でもって！」

　真人に続き、仲間たちの変身も解かれる。女王と加奈子は、ワイズとメディ。神父はモーネ。トレーン・ベアラーはポータ。いずれも普ふ段だんの装備で、戦せん闘とう準備は万ばん全ぜん。

　他ほかの参列者たちも、本当の姿を現した。重厚な鎧よろいで身を固めた近この衛え兵たちと、高価な魔法書を手にした王宮魔導士たちが、ずらり勢せい揃ぞろいだ。カーサーン王国の最高戦力がここに集つどっている。

　そして、新婦の正体はもちろん、その人。ぽわんっと変身が解かれると。
















「ふぅ。ちょっと窮きゆう屈くつだったわね。サイズが合っていなかったわ」

　ウェディングドレス姿の真々子が登場！　胸の辺りがぱっつんぱっつんで、今にも零こぼれそうだ！

「さあ今こそ決着を……って、なんで母さんはその恰かつ好こう!?」

「この作戦の前に、女王陛下とちょっとお話ししてね。ウェディングドレスなんて懐なつかしいですねー、なんて言ったら、じゃあ着ていったらいいわって、言ってくれたから……」

「戦闘になるってわかってるのに、何考えてんだよ！　早く着き替がえてこいよ！」

「そうね。汚よごしちゃいけないものね。……ポータちゃん、着替えを手伝ってくれる？」

「はい！　自分、お手伝いします！」

　真々子は一時退場。祭さい壇だんの奥にある控ひかえ室しつへ向かう真々子に、仲間や兵士たちから盛大な拍手が送られる。「拍手は要らないだろ！」でも拍手が鳴り止やまない。さておき。

　状じよう況きようを察したアマンテとソレラが歯は嚙がみしている。

「くっ！　なんてことなの！　つまり、これは！」

「ああそうだ！　これは……！」

「親子で結婚しようとしてたの～!?　さすがにそれはマズいよ～!?　犯罪だよ～!?」

「んなわけないだろおおおおっ！　ああもう！　こんな見え透すいた罠わなに引っかかるだけあって、さすが馬ば鹿かだな！　お前らの残念な脳みそも撃げき破はしてやる！……総員、突とつ撃げき！」

　開戦だ。

　真人の号令を受けて、王国の兵団がアンデッド軍団と激げき突とつした。鍛きたえ上げられた剣けん技ぎと魔法が炸さく裂れつして、敵の破は片へんが乱れ飛ぶ。数では劣おとるものの、力量で勝まさる王国軍が優勢だ。

　真人は感動が止まらない。

「俺の指示で、次々に敵が駆く逐ちくされていく……ヤバい……指揮官、ちょー楽しい！」

「真人指揮官！　私も戦えるよ！　指示をちょーだい！」

「おう任せろ！　モーネは……現時点をもって、甘え禁止！」

「ふええっ!?　甘えるのを禁止されちゃったら、私は力を抑おさえられなくなって……ああ、ダメ……全てを砕くだいて飲み込む禁断の力が、発動しちゃう……」

「それでいい！　そのままキープだ！……兵士の皆みなさん！　敵の破片は、こっちに投げちゃっていいですよ！　足の踏ふみ場を確保しながら前進を続けてください！」

「しくしく……私、ゴミ処理させられてる……彼女の扱あつかいとして、おかしすぎる……」

「一人は、みんなのために！　全ては勝利のためだ！　少しだけ我が慢まんしてくれ！」

　真人の戦術が作用して、王国軍の勢いが増している。一気に掃そう討とう戦へ移行できるだろう。

　あとは、敵の頭かしらを叩たたくだけだ。

「試着室での借りがあるからな！　四天王の二人は、俺が相手をする！……ワイズとメディは援えん護ごを……！」

「いいや！　あいつらのことは、あたしたちに任せて！」

「ご心配には及およびません！　指揮官はそこで見ていてください！」

「いや、あの、そうじゃなくて……祭壇で高みの見物してるのも、悪くないけど、やっぱ俺も前に出て戦いたいかなって……あ、ちょっと……そんな堂々と命令無視を……」

　指揮官の信しん頼らい度どに問題があるとは思いたくないが。

　ワイズとメディが、ヴァージンロードを逆走して、アマンテとソレラの前に駆かけ付けた。

「それじゃ、さっさと片付けるわよ！」

「それはこちらのセリフよ！　あなたたちなんて、敵ではないわ！」

「おかしなことを言いますね。以前に戦った時、私たちに負けたことを忘れてしまったのでしょうか」

「あの時は～、本気じゃなかっただけだよ～。でも今日は本気出しちゃうよ～。というわけで先制攻こう撃げき～！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……沈黙タチエーレ！」

「させないわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……反射リフレシオーネ！　さらに！　反射リフレシオーネ！」

　ソレラが沈ちん黙もく魔法を使った。同時にワイズが、自身とメディに対して、魔法を反射する効果を付ふ与よした。

　ワイズとメディに向けて放たれた魔法封ふうじの効果は、そっくりそのまま弾はじき返されて、ソレラに直撃……

「かかったわね！　ふん！」

　すかさず、アマンテがソレラを庇かばった。

　アマンテには、あらゆる攻撃を反射するスキルがある。魔法封じの効果が再び弾かれて。

　ワイズは魔法を封じられた。メディも魔法を封じられた。

「……なん、やて……？」

「ワイズさんだけならまだしも、私まで!?」

「反射されて反射した魔法は～、当たっちゃうんだよね～。この前は～、その戦法でアマンテが押さえ込まれちゃったけど～」

「そっくりそのまま、お返ししてあげたわよ。……フッ、いい気味だわ……覚かく悟ご！」

　細剣を構えて、アマンテが踏み込む。渾身の刺し突とつ攻撃。

　魔法を封じられて戸と惑まどってしまったワイズとメディは、咄とつ嗟さに対処できない。思わず身を寄せ合って、きつく目を閉じて。

　貫つらぬかれる……その刹せつ那な。

「させるかよ！」

　ワイズとメディの間から、ガントレットを装着した左手が突つき出された。即そく座ざに防ぼう御ぎよ障しよう壁へきが展開されて、アマンテが放ったガトリング砲ほうのような連続突きを全すべて受け止めた。ワイズとメディは無傷だ。

　一方で、手は結構なダメージを受けてしまったが、そこは瘦やせ我慢。男の意地で。

「間かん一いつ髪ぱつだったな！……二人とも、大だい丈じよう夫ぶか！」

「あ、うん、大丈夫だけど……なんかムカつく」ちっ

「なんとなく釈しやく然ぜんとしません。モヤッとします」ちっ

「なんで舌打ち!?　その反応おかしくね!?」

　助けた仲間に眉まゆを顰ひそめられて、むしろ真人こそ釈然としないのだけど。

「そんなことより、ほら！　ポータ特製のアイテムだ！　念のため預かってたからさ、これで魔法封じを解除しろよ！」

「こんな用意まで……真人のくせに、ホント腹立つわー」

「実は、真人君に変身した王子様なのではありませんか？　そうとしか思えません」

「俺は俺だよ！　二人とも、いい加減に……！」

「いい加減にしてほしいわね！　おしゃべりしている場合ではないわよ！」

「だよな！　くっ！」

　アマンテの攻撃が、一気に喉のど元もとまで迫せまってくる。真人は咄嗟に剣を抜ぬいて、攻撃を弾いて逸そらした。「ほら、使え！」ワイズに魔法封じ解除用の宝ほう珠じゆを放ほうり渡わたして前に出る。

　真人からの攻撃は反射される。自じ爆ばくしないように、剣と防御障壁で相手の攻撃をいなしながら、威い圧あつして押し返す。

「ちっ！　腕うでを上げているようね！　大好真人のくせに、腹立たしいわ！」

「お前までそんなこと言うのかよ！　俺もう泣くよ!?　マジ泣きするよ!?」

「真人君のくせに～、活かつ躍やくするのが悪いんだよ～。だから～、ここまでにしてあげるね～」

　ソレラの頭上で、巨きよ大だいな魔法書が開かれた。昏くらい光が、周囲の床ゆかを黒く染めて、アンデッド兵たちが姿を……

「させません！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……清化プリフイカーレ！」

　すかさず、メディが浄じよう化か魔法を使った。アンデッド兵たちは、その全体像を見せる間もなく、神聖な光に照らされて消えていく。

「不ふ浄じようなる存在の掃そう除じが済んだところで、さあ本番ですよ。ふふふ」……ゴゴゴゴ……

「んひいいい～っ!?　アンデッドよりおぞましい子が来るよぉ～!?」

「ソレラ！　能力低下スキルを使いなさい！　早く！」

「そっ、そんな暇ひまないよ～っ！　避よけるので精せい一いつ杯ぱいだってば～っ！」

「だったら、私が癒ゆ術じゆつ師しメディを……！」

「させないわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……鈍化レント！　さらに！　反射リフレシオーネ！」

　ワイズの連続魔が発動。素す早ばやさを下げる魔法が、アマンテに反射されて、ワイズが反射し返して、最終的にアマンテに効果を及ぼした。

　アマンテの俊しゆん敏びんさは封じられた。これで強力な攻撃を回かい避ひできる。ソレラは半ば混乱状態で何もできない。

「よし来た！　あたしたちの勝利パターンよ！」

「激しい女子会、二連勝ですね！　いきましょう！」

「おのれっ！　こうなったら……ソレラ！」

「ひっ、ひとまず撤てつ退たいだよ～！　撤退ぃ～！」

　巨大な魔法書に飛び乗って、アマンテとソレラが逃とう走そうを図はかるが。

　それを待っていた。

「そうくると思ってたよ！……空の敵は、俺に任せろおおおおっ！」

　女子たちにお株かぶを奪うばわれて、剣を構えたまま待ち惚ぼうけしていた真人が、渾身の一撃を放った。「大好真人のっ!?」「くせにぃ～!?」「もうなんでもいいよ！」自動追つい尾びする斬ざん撃げき波はが、魔ま法ほう書に直撃して、アマンテとソレラが落っこちてくる。

　床にべちゃっと墜つい落らくした二人を、真人たちが素早く取り囲んだ。もう逃にがさない。

　結けつ婚こん協奏曲は最終楽章。フィナーレのお時間だ。

　最後を飾かざる、その人が、来る。

「お待たせしました！　ママさんの着替え、完かん了りようです！」

　ポータの声が式場に響ひびき、真々子が控室から出てきた。

「ちょっと緊きん張ちようしちゃうわね。うふふ」

　白しろ無む垢く姿の真々子だ！　金きん襴らん緞どん子すの帯に、頭は文ぶん金きん高たか島しま田だ！　これぞ日本の伝統！

　日本の伝統なのはいいけど！

「戦せん闘とうだって、言ってるだろ……なんで母さんはいつもいつも……くぅっ！」

　花はな嫁よめ御ご寮りようではなく息子むすこが泣いているようだが、古こ式しき床ゆかしい結婚装しよう束ぞくを身に着けた真々子が歩いてくる。その後ろには、女王と加奈子、王子と里香の姿もある。

　アンデッド軍団の討とう伐ばつは既すでに完了。王国の兵団は、ヴァージンロードに沿って整列して、尊い方々のための通路を形成している。

　と、そこを真っ先に駆け抜けてきたのは、モーネだ。

「真人君……もう無理……これ以上は、本気で暴走しちゃう……」シュゴオオオッ！

「よーしよし！　変わらない吸引力で、よく頑がん張ばったな！　もういいぞ！」

　好きなように甘えさせて、モーネを落ち着かせて。

　真人たちは、全員揃そろって、アマンテとソレラに笑え顔がおを向けた。

「え、えっと……大好真々子の恰好が意味不明すぎるけど、それより……な、何よ、その顔は！　何を企たくらんでいるの!?」

「もっ、もしかして～、みんなで私たちをフルボッコにするつもり～!?　そういうのは良くないよ～!?　やっちゃいけないことだよね～!?」

「まあ、そうだな。それは俺たちのイメージ的にも良くない」

「だから、ここは一発で勘かん弁べんしてあげるわよ」

「超ちよう特大の一発、ですけどね。……放つのは……」

「もちろん、ママさんです！」

「真々子さん、やっちゃって！　人の恋こい路じを邪じや魔ましたら、ママに蹴けられて、地じ獄ごくの底へまっしぐらだよ！」

　真々子が一歩、前に出た。

「ママに蹴られて、って……う、噓うそでしょ？　まさか、そんな必殺技わざがあるの!?」

「真々子さんキックが炸さく裂れつしちゃうの～!?　私たちを足あし蹴げにするの～!?　しかもそんな恰かつ好こうで～!?　待って待って待って～!?　それも色々とマズいんじゃないかな～!?」

「そうね。ちょっと気が引けるけど……でも二人は、王子様と里香さんの大切な気持ちを邪魔しようとしたり、たくさんの人に迷めい惑わくをかけたりしたから……」

　真々子が放つ！

「めっ！」

　腰こしに手を当てて、人差し指をぴんと立てて、𠮟しかりレーザー発射！「ちょっ、これって!?」「キックじゃないよぉ～っ!?」抗こう議ぎの声も、その姿も、花はな嫁よめ仕様のハッピーで膨ぼう大だいな光に飲み込まれて。

　破は壊かいされた入り口から、遥はるか彼方かなたへ、アマンテとソレラが吹ふき飛ばされた。




















エピローグ









　偽ぎ装そう結けつ婚こん式から、数日後。

　カーサーン王都は、王子と里り香かのロイヤルウェディングを来週に控ひかえて、どこもかしこもお祝いムード一色だ。通りの飾り付けをしている人、警備訓練をしている兵士たち、ご成せい婚こん記念のセールに殺さつ到とうしている客までも、誰だれもが明るい笑顔を咲さかせている。

　そんな中、真っ青な顔で路地を逃げ回っている二人がいる。アマンテとソレラだ。

「ソレラ！　急ぎなさい！　ああもう、もっと速く走れないの!?」

「む、無理だよぉ～！　はぁっ、はぁっ！　私は～、運動は苦手で～……！」

「そんなこと言っている場合ではないでしょう!?　とにかく逃げないと……はっ!?」

「どうしたの～？……って……わひゃぁっ!?」

　角を曲がったところで、二人は慌あわてて立ち止まった。

　ＨＡＨＡＫＯがいる。姿形は真ま々ま子こと瓜うり二ふたつだが、虚うつろな表情で、静かに佇たたずんでいる。

「二人とも、ちょっと待ってくれる？　私は、あなたたちとお話ししたいの」

「話すことなんて、何もないわ！」

「もう追いかけてこないでね～！　じゃあね～！」

　アマンテとソレラは、急いで踵きびすを返して、来た道を逆ぎやく戻もどり。だが、その先の路面から、ＨＡＨＡＫＯがせり上がってくる。

　ＨＡＨＡＫＯは、真々子のデータを基もとに、ゲームのメイン・システムによって独自に生み出された、特とく殊しゆすぎる存在。どこにでも、どこからでも出現する。

「ね？　ちょっと待って？」

「だから、話すことなんてないと、何度も言っているでしょう!?　いつまで追いかけてくるつもりなのよ！」

「もしかして～、真々子さんたちに頼たのまれたの～？　私たちが結婚式を邪魔しないように～、ず～っと見張っててね～、とか～」

「いいえ、違ちがうわ。これは私自身の意思。私は、あなたたち二人と話をしたいの」

「ということらしいけど～、アマンテどうする～？」

「どうするって……ああもう、わかったわよ！　このまま追いかけ回されていたら、埒らちが明かないわ！　話をすればいいのよね！　だったら、さっさと話しなさいよ！」

「じゃあ、一つ、質問なんだけど……」

　ＨＡＨＡＫＯは、おずおずと問いかけた。

「あなたたち二人に、お母さんはいるのかしら」

「……は？」

「お母さんはいるのかって～……えっと～……？」

「私ね、お見合いパーティで子供と出会おうとしたんだけど、上う手まく出会えなくて……」

「場違いすぎるでしょ。当然よ」

「お手伝いをしてくれたシラーセさんから、『まずは母親がいない人を探してみてはどうですか？』って、アドバイスしてもらったの。だから、お母さんがいない人を探しているの。……二人は、どうかしら」

「そんなの決まってるよ～。私たちの組織は～、母親の存在を認めない組織だよ～？　そこの四天王である私たちに～、お母さんがいるわけないよ～」

「……あなたたちには、お母さんがいないの？　いないのね？　そうなのね！」

　途と端たんに、ぱぁっと、ＨＡＨＡＫＯが表情を明るくした。

　対照的に、アマンテとソレラの顔が、ますます青ざめる。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ!?　言っておくけどね、だからって、あなたを私たちの母親にするつもりはないわよ!?」

「こういうことは～、双そう方ほうの同意がないとダメなんだからね～!?　洗脳とかして～、無理やり子供にしちゃうのはナシだよ～!?」

「ええ、わかっているわ！　長い時間を一いつ緒しよに過ごして、たくさんの思い出を積み重ねて、そうして親子になるの！　それが親子だと学んだわ！　ちゃんとわかっているから……今から、私とあなたたちは、ずっと一緒よ」にっこり

「勝手に決めるんじゃないわよっ！……ソレラ！　全力で逃げるわよ！」

「撤退～！　撤退ぃ～！」

「あらあら、親子で鬼おにごっこかしら。じゃあ負けないわよ。うふふ」

　裏通りを縦じゆう横おう無む尽じんに逃げ回る四天王と、どこからでも出現するＨＡＨＡＫＯによる、終わりのない鬼ごっこが、延々と続けられるのだった。







「……じゃあ四天王の二人は、ＨＡＨＡＫＯさんに任せちゃっていいんですね？」

「はい。妨ぼう害がいされる心配はなく、結婚式は無事に執とり行われますよ」

「ＨＡＨＡＫＯさんが、アマンテちゃんとソレラさんを娘むすめにしようと……うふふ。本当にそうなったら、とっても素敵ね」

「んー……次元を超こえた結婚よりは、可能性があるかもだけど……まあとにかく、俺たちは里香さんからの依い頼らいを達成したってことで、一件落着だな」

　その後の様子を見るため、カーサーン王都を訪おとずれた真まさ人とたちは、お母さん屋で休きゆう憩けい中だ。

　女子たちに店外の飾り付けを任せて、真人と真々子はシラーセと雑談している。

「で、シラーセさん。実際のところ……テストプレイヤーとＮＰＣの結婚って、ＯＫなんですか？」

「特に禁止されてはいませんから、ひとまずは可能です。運営としては、王子様と鈴すず谷やさんたちの例を参考にして、必要とされる制度を作成するつもりでいます」

「なんだか実験的な結婚みたいね……」

「そういう部分はありますね。鈴谷さんには結婚生活のレポートを提出してもらうことになっています。……ついでに、キャラクターデザインの仕事も引き続き行ってもらうように、城にある彼女の部屋にパソコンが設置されたようです」

「運営は鬼か……」

「過か酷こくな新婚生活になりそうね……」

「一人だけ幸せな思いはさせない、という、どこの職場にもあるお祝いスタイルですよ。それはさておき……真人君にお聞きしたいのですが、いいですか？」

　シラーセは、紅茶で軽く喉のどを潤うるおして、真人をじーっと見つめてくる。

　何か、余計なことを言いそうな気配がする。

「真人君は、ここでモーネさんと所帯を構える気はないのですか？」

「はい思った通り。くると思った。……言っておきますけど、俺は……」

「いずれは私と結婚して、ここで暮らすんだよねー！」

「おわっ！　いきなり現れるなよ！」

　外から戻もどってきたモーネが、速そつ攻こうで真人に飛びついてきた。「んふふー。すりすりー」「すりすりするな」遠えん慮りよなく甘えん坊ぼうのモーネだ。

　続いて、ワイズたちも店内に戻ってきた。「わあ！　二人は仲良しです！」ポータは楽しそうに笑っているが……

　ワイズとメディは、軽く眉まゆを顰ひそめて、じーっと見つめてくるばかり。

「……おい。何か言えよ」

「いや。特に言うことはないんだけど」

「何か言ったところで、モーネさんやシラーセさんに絡からまれるだけですからね」

「これは心外です。モーネさんはともかくとして、私は絡んだりしませんよ？……モーネさんから影えい響きようを受けて、何か思うところがあるのではありませんか、などと言ったりはしません」

「言ったし」

「予想通りですね。守備表示で正解でした」

　ワイズとメディは全然平気そう。本気で気にしていないようだ。「飾かざり付けを頑がん張ばりすぎて、ちょっと暑いわー」「そうですね。暑いですね」手の平でぱたぱたと、首筋を扇あおいだりしながら、涼すずしい表情をしている。

　そんな二人の様子を見て、シラーセと真々子が目を合わせて微笑ほほえんだようだが、それだけだ。何もない。

「ふむ。ワイズさんとメディさんは、そういうことで……でしたら真人君」

「嫌いやです俺は何も答えません」

「仮に、この中の誰かと結婚しなければならないとしたら、真人君は誰を選びますか？」

「すいません何も聞こえませんでした。あー、紅茶うめー」

　今回の活かつ躍やくの褒ほう美びとして贈おくられた、王室御ご用よう達たしのロイヤルティーだ。あー染しみる。

　くだらないことを言っていないで、他ほかの方々も堪たん能のうすればいいと思うのだが。

　なんか、静かだ。

　真人以外の全員が、その場に停止したまま、真人を見つめているようだけど。

「（無視だ無視。気にするな。放ほうっておけばいい）」

　そんなことより、ロイヤルティー。美う味まいのだ、これが。

　あまりに美お味いしくて、ティーカップを空にしてしまった。でもまだ飲みたいから。

「おーい母さん。おかわりを……」

「ええっ!?　マー君は、お母さんと結婚したいの!?　それはダメ……ああ、でも、マー君からのプロポーズは断れないわ……お母さん、困っちゃう！」いやんいやんっ

「んはあっ!?　ちょっ、この母親、何言ってんの!?」

「真々子さん、真人、おめでとう！　お幸せに！」

「ワイズ！　お前、本気でしばくぞ!?」

　優やさしい顔をしたワイズが拍はく手しゆしてくる。さらにメディも、ポータも、シラーセも。「真々子さんが相手じゃ、勝ち目がないよね。ぐすっ」モーネは悔くやし涙なみだを流しながら、それでも祝福してくれるようだ。

　こうして、真人は真々子と結ばれることになった。ＦＩＮ

「マー君。お母さんと一緒に、幸せになりましょうね。うふふ」

「いい加減にしろっ！　俺と母さんが結婚するわけないだろおおおおっ！」

　もちろん、冗じよう談だんだ。











あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　おかげさまで、六巻発売となりました。本当にありがたいことです。

　本作は、ドラゴンマガジンに掲けい載さいしていただいた短編と、書き下ろし一作を収録した、ちょっと変わった構成でのお届けとなります。

　収録に際して、一年以上も前の、デビュー当時に書かせていただいた短編原げん稿こうを読み直したところ……黒歴史とは言わないまでも、色々と衝しよう撃げき的で、身み悶もだえする羽目になりました。（あくまで個人の感想です。最近の原稿も大差ないとする説もあります）

　かつての自分の至らなさを感じられるのは、成長の証あかし。そう信じて、これからも精しよう進じんして参ります。変わらぬご愛あい顧こを、よろしくお願いいたします。




　この度たびも、飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、出版に携たずさわっていただいた方々や、販はん売ばい店の皆みな様さまなど、多くの方にお力ちから添ぞえをいただいております。この場をお借りして、篤あつく御おん礼れい申し上げます。

　そして、コミカライズでお世話になっております冥めい茶ちやさんにおかれましては、記念すべき第一巻が本作と同月発売ということで、感謝すると共に、心よりお祝い申し上げます。

　色々と企き画かくも用意されているようですので、どうぞお見み逃のがしなく。




　最後に。いつものように私事で恐きよう縮しゆくですが。

　二〇一八年の母の日。今年も例年通りに、お袋ふくろ様に電話をした時のこと。

『中学生の頃ころにくれた母の日のプレゼントだけど、まだ大事にとってあるからね』

　男子中学生が、母親の好みとか全然わからないなりに選んだ、母親には可愛かわいすぎる水玉模様のエプロンが、実家のタンスの中にまだ存在しているそうで……

　またしても、かつての自分のセンスに悶もだえる羽目になったわけですが……

　これも成長の証。何もしないより、やってよかったと、そう思うことにした井中です。




　追つい伸しん：親おや父じ様へ。今年も、あとがきでお伝えします。誕生日おめでとう。





二〇一八年・初夏　井中だちま




























井中だちま

●いなかだちま



第29回ファンタジア大賞にて「通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？」で＜大賞＞を受賞。

お袋様の趣味は三味線。親父様は、夫婦旅行の企画運営と、模造刀や武将（男）フィギュアなど戦国時代に関する品の収集が趣味。

自分も何かしたくて、勢いでペイントソフトと板タブを購入し、イラストが趣味のラノベ作家を目指したのですが……いきなり手首を痛めて、半日で投げた井中でございます。


















カバー・口絵・本文イラスト／飯田ぽち。

カバーデザイン／草野剛










通つう常じよう攻こう撃げきが全ぜん体たい攻こう撃げきで二に回かい攻こう撃げきのお母かあさんは好すきですか？６








井い中なかだちま
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